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　中庭をぐるりと取り囲む回かい廊ろうを、一人の少女が軽快な足音を立てて通り過ぎる。

　年の頃は十歳ほどだろうか。髪の色は褐かつ色しよくで、左右の高い位置で二つに括くくられている。あどけない顔の大部分を占しめるのはぱっちりとした黒い瞳ひとみで、可か愛わいらしいフリルのついたピンク色のワンピースを着たその姿は、子ども特有の愛らしさがあった。

「こらこら、フィラン。城の中を走っちゃ危ないぞ」

　すれ違った守しゆ衛えいの兵士が声をかけてくる。

「すみません、システィーナ様のお遣つかいに出たら時間がなくなってしまって！」

　少女は速度を少しだけ落としながら答えた。

　城で子どもの姿を見かけるのは稀まれだ。王子と王女が小さな子どもだった時か、あるいは貴き族ぞくが子どもを連れて城に出向いた時くらいだろう。けれど少女はそのどちらでもなかった。

　城でフィランと名乗っている少女の本当の名前はリーフィア・ウェインティン。ウェインティン伯はく爵しやく家けの長女で、半年前からシスティーナ王女のお声がかりで侍じ女じよ見習いとして勤つとめ始めている。

　最初は「どうして城に子どもが？」と驚おどろきの目で見られることが多かったが、さすがに半年ともなると慣れてくるようで、顔なじみになった人たちがこうしてすれ違うたびに声をかけてくれるのだ。

「誰だれかにぶつからないように気をつけるんだぞ」

「はい！」

　元気よく返事をしながらフィランことリーフィアは回廊を駆かけ抜けた。

　けれど王族の私室のある主しゆ居きよ館かんに入って彼女が足を向けた先は、主あるじであるシスティーナの部屋ではない。その兄王子であるエーヴェルトの部屋だ。

　エーヴェルトの部屋はシスティーナの部屋とは同じ階でもまったく逆方向にあり、もっとも奥まった場所にある。リーフィアはその部屋の前に立ち、大きな扉とびらを叩いた。

「遅おそくなって申し訳ありません！　フィランです」

　すぐに扉が開き、透すき通るような金色の髪に碧あお色いろの瞳の青年が顔を見せる。

「お疲つかれ様、フィラン」

　にこやかに迎むかえる彼の両りよう腕うではまるで「おいで」とでも言うようにリーフィアの方に伸ばされている。リーフィアはちらりと彼の顔を見上げると、その手を無視して脇わきから部屋に入ろうとした。ところが数歩も行かないうちに腕に掬すくい上げられてしまう。完全にリーフィアの動きを予想していたかのような素早さだった。

　──なんでこの人は、こういう部分も無む駄だに優秀なのか……。

　いつも負け続けているリーフィアは、すでに諦あきらめの境きよう地ちで青年の腕に抱かれたまま大人おとなしく運ばれた。

　何を隠かくそう、この青年こそがこの部屋の主で王おう太たい子しのエーヴェルトだ。

「遅かったわね、リーフィア」

　部屋にはすでに先客が五人いて、そのうち女性二人は豪ごう奢しやな猫足のソファで優ゆう雅がにくつろいでいた。……いや、正確に言えば、くつろいでいるのは一人だけで、もう一人は所しよ在ざいなげに座っている。「フィラン」の先せん輩ぱい侍女でリーフィアの友人でもあるリリアンだ。

　その横でティーカップを片手に悠ゆう然ぜんとしているのがこのフォルシア国の王女システィーナ。リーフィアの雇やとい主ぬしで、金色の巻き毛と宝石のような青い瞳の美女である。まったくもって羨うらやましいとしか思えない豊かな胸の持ち主で、誰が見ても年頃の娘にしか見えない。ところが、これでも子どものリーフィアよりたった二歳上の十二歳なのだ。

「申し訳ありません、システィーナ様。王おう妃ひ様にお茶に誘さそわれてしまいまして……」

　リーフィアはシスティーナたちの斜ななめ前にある一人掛けソファに運ばれながら答える。

　届けるように頼まれたのは簡単な書類で、王妃付きの侍女に言こと付づければあっという間にすむ仕事だった。ところがちょうど部屋にいた王妃からこう言われたのだ。

「こんなに小さいのにご苦労様ね。甘あまいものでも飲んで休んでいきなさい。ちょうどお菓子もあるわ」

　押しの強いエーヴェルトやシスティーナを産んだ人だけあって、微笑ほほえみながらにこやかに言われたそれは明らかな命令だった。リーフィアに断る勇気はもちろんなく、結局、王妃の公こう務むが始まる時間まで放してもらえなかったのだ。

「そんなことだろうと思ったわ」

「母上も小さいものが大好きだからね」

　エーヴェルトはソファに腰を下ろし、その膝ひざの上に当たり前のようにリーフィアの小さな身体からだを載のせながら苦笑する。どうやらエーヴェルトの小さいもの好きやシスティーナの可愛いもの好きは王妃からの遺い伝でんらしい。

「お母様付きの侍女たちには既き婚こん者しやが多いから、リーフィアを見ると自分の娘を思い出して構かまいたくなるようね。おかげでお遣いに寄こせとうるさいことうるさいこと。──ところでお兄様？」

　システィーナはその形のよい眉まゆをあげて、エーヴェルトと、その膝の上にいるリーフィアに視線を向けた。

「なぜ当たり前のようにわたくしの侍女である『フィラン』を膝の上に載せているのかしら？　まだ空あいているソファはいくらでもあってよ？」

　言いながらシスティーナはテーブルを挟はさんでエーヴェルトの向かい側にある一人掛けソファを示す。

　正直に言えばリーフィアもそこに一人で座りたい思いでいっぱいだ。だが「フィラン」姿のリーフィアを見るたびに抱き上げる＆膝の上に載せるが当たり前のエーヴェルト相手では、すでに諦めの境きよう地ちにあった。

　エーヴェルトは妹の言葉に暗あんに含ふくまれた「とっとと放せ」というメッセージを綺き麗れいさっぱり無視し、膝の上のリーフィアを抱きしめ、その頭に顎あごを載せながら笑った。

「公務で三日も会えなかったから、リーフィア成分を補ほ充じゆう中ちゆうなんだ。シス、君は毎日リーフィアに会っているのだから、少しくらいいいだろう？　減るものじゃなし」

「お兄様相手だと減りそうな気がするわ。リーフィアはわたくしの侍女なんだから、何かあっては困るのです」

　そう言うとシスティーナは今度はリーフィアに言った。

「嫌いやだったら遠えん慮りよなく逃にげなさい。お兄様がこの国の王子だとしても気にすることはないわ」

「は、はい……」

　リーフィアは思わず頷うなずいたが、逃げようとしても嫌だと言っても無駄だった事実は口にできなかった。

「だいたいお兄様は動物やリーフィアを構っている暇ひまがあったら嫁よめの一人や二人見つけるべきじゃないかしら？」

　システィーナは再びエーヴェルトに矛ほこ先さきを向ける。リーフィアの頭ず上じようでエーヴェルトが何か反はん論ろんしかけた時だった。

「はいはい。時間がもったいないからそこまでですよ、お二人さん」

　声の主はエーヴェルトの近きん侍じであり護ご衛えいでもあるブラッドリー・アスマンだ。エーヴェルトが開けっ放しにした扉を律りち儀ぎにも閉めに行っていた彼は、少し離れたところにある木の椅い子すに座りながら言った。

「なかなか時間が取れない中、ようやく集まれたのだから、今その話をする必要がありますか？　ありませんよね？」

　精せい悍かんな顔立ちと赤しやく銅どう色しよくの髪を持つ彼は、優秀な剣けん士しだ。エーヴェルトとは乳ち兄弟きようだいで、システィーナとも幼おさな馴な染じみにあたるため、王子王女にズケズケと意見を言える貴重な存在でもある。リーフィアにとっても頼れるお兄さんという感じだ。

「それにその件については殿でん下かがリーフィアを嫁にもらえば万ばん事じ解決ですしね」

「……ん？」

　今何か聞き捨てならないことを聞いた気がする。リーフィアはエーヴェルトの膝の上で首を捻ひねり、ブラッドリーに聞き返そうとした。ところがその前にリリアンがそわそわと立ち上がって訴うつたえる。

「あの、ブラッドリー様、私は姫様の後ろに控ひかえさせていただいてよろしいでしょうか？　恐おそれ多くもエーヴェルト殿下の私し室しつのソファで、しかも姫様のお隣となりの席に座るなど、私には身に余あまることです」

　どうやらそれが先ほどからずっとリリアンが居い心地ごこち悪そうにしている理由らしかった。

「いやいや、気にすることはないからその場にいてくれ」

「遠慮する必要はないっスよ～」

　ブラッドリーの言葉に重なるように能のう天てん気きな声が響ひびき渡る。

「ここにはリーフィアの本当の姿を知っている人間しかいないっス。リリアンお嬢じようさんも立りつ派ぱな関係者っスから、問題ないっス」

　語尾に特とく徴ちようのあるしゃべり方をするのは、リリアンの向かいのソファに腰をかけているルドルフだ。無駄に盛り上がった筋きん肉にくがまぶしいが、外見に反して国に所しよ属ぞくする魔法使いだ。

　そのルドルフの隣には関心なさそうな表情で座っている黒いローブ姿の青年がいた。髪も黒く、長く伸びた前髪に目を覆おおわれていて、どんな素顔なのかリーフィアもいまだに見たことがない。

　彼はルドルフの師し匠しようでこの国の魔法使いたちの長おさでもあるラディム＝アシェルだ。天才魔法使いとして名高いが、その実じつ態たいは変人で、興味があるのは魔法のことだけ。きっと今すぐリーフィアが彼の前で裸はだかで踊おどり出しても、その視線は素通りするだけだろう。

「まぁ、そういうわけだから、リリアン。気にしないで座っててくれ。ここではそんなことを気にする人間はいないんだから」

「そうよ、わたくしの侍女をずっと膝の上に載せているふざけた方の部屋の中では、礼れい儀ぎもへったくれもないわ。いいから座ってなさい。わたくしが許可します」

「わ、分かりました」

　ブラッドリーとシスティーナに促うながされ、リリアンは再びソファに腰を下ろす。

「やれやれ、それじゃあ、話を始めていいか？」

　椅子から立ち上がってブラッドリーが言ったその時だった。今まで一言も発はつしなかったラディム＝アシェルがいきなりリーフィアに向かって空気を読まない発言をした。

「リーフィア。ムーンストーンの首飾り見せて。ちゃんと機き能のうしているか、確認したい」

　もちろん、言われたリーフィアはびっくりだ。

「は？　え？　今？」

「お前なぁ！　なんで今それを言うんだよ！　あとにしろよ！」

　出で鼻ばなをくじかれたブラッドリーが怒ど鳴なる。けれど、ラディム＝アシェルはまるで気にすることなく、ふるふると首を横に振った。

「あとじゃダメ。もうすぐ日が落ちる。石がちゃんと機能しているかどうか確認するには昼間じゃないと」

「確かにそうだ。石の魔力が作用するのは昼間だけだものね」

　そう言ったのはエーヴェルトだった。彼はリーフィアをそっと床ゆかに下ろしながら彼女に尋たずねる。

「今ここにいる全員がリーフィアの本来の姿を知っているから、戻っても問題ないだろう。リーフィアも、いいかい？」

「はい」

　リーフィアは頷きながらワンピースの胸元から普ふ段だんは内側に入れて隠している首飾りを取り出した。銀色の鎖くさりに通されたヘッドの部分には親指ほどの大きさの石がぶら下がっている。涙型をしたその石はムーンストーンと呼ばれていて、透とう明めいな石の中央から青い色が浮き出ている神しん秘ぴ的てきな宝石だ。

　青い石にちらりと視線を落とした後、リーフィアはうなじに手を回して留とめ金がねを外はずす。そして首飾りを身から離すと、宝石ごとラディム＝アシェルに渡した。

　……変化が起きたのはその直後のこと。

「……んっ……」

　ドクンと大きく鼓こ動どうが鳴った。思わず小さな手をペッたんこの胸に当てる。それを機に身体の内側から生じたざわめきが瞬またたく間に全身に広がっていった。

　その場にいる全員の視線がリーフィアに集中する。彼らの目の前で少女の身体に変化が訪れた。

　褐色の髪は色を失うしない艶つややかな白はく銀ぎんへ。

　黒目がちの瞳は鮮あざやかな紫むらさき色いろへ。

　平へい凡ぼんだった顔立ちは、鼻び梁りようの細やかな美しい造ぞう形けいへ。

　短かった手足はスラリと伸び、背せ丈たけが高くなっていく。

　心臓のある場所に当てていた手の下では、胸のふくらみが女性らしくまるみを帯おびていて、もう子どもではないことを如によ実じつに伝えていた。




　ホゥ、とどこからともなく感かん嘆たんの声があがる。

　変化が止まった時、そこには誰が見ても子どもだった十歳のフィラン・ウェインティンはいなかった。

　代わりにいたのは白銀とアメジスト色の瞳を持つ、繊せん細さいな顔立ちの美しい成人女性。

　月の魔法により子どもの姿に留とどめられた侍女見習い「フィラン・ウェインティン」の本来の姿であった。
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　──「フィラン」は濃こい褐かつ色しよくの髪に大きな黒い瞳ひとみを持つ十歳の子ども。

　──「リーフィア」は珍しい白はく銀ぎんの髪と紫むらさき色いろの瞳を持つ十八歳の、れっきとした成人女性。




　リーフィアがそんなまったく異ことなる二つの姿を持っているのには訳がある。

　かつて評判の美少女としてもてはやされ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったリーフィアの人生は、十歳の誕生日に激げき変へんした。幼児性愛病者ロリコン魔法使いによって姿を変えられ、成長を止められてしまったのだ。

　おかげでリーフィアはいつまで経たっても子どもの姿のまま。月の魔力が切れる新月の晩だけ本来の姿に戻れるものの、そんな身体からだで社交などできるはずもなく、人ひと目めを避さけて引きこもる生活が長く続いた。

　そのまま八年が経たったある日。妹のフィランにすら成長が追い抜かれることを恐おそれたリーフィアは、自みずから魔法を解とく手がかりを求めて動くことを決心する。ちょうどシスティーナ王女が話し相手を探していると聞いて、妹の「フィラン」の名を騙かたってこの城で働き始めることにしたのだ。

　そして王子のエーヴェルトとひょんなことで知り合ったことから、魔法使いの長おさであるラディム＝アシェルとも関わるようになり、月から降ふり注そそぐ魔力を絶たつことで、自分にかけられた魔法を無む効こう化かすることに成功した──ハズだった。

　ところが解かい呪じゆするほんの直前、ある妨ぼう害がいに遭あい、呪じゆ文もんの一部がリーフィアの身体に残ったままになってしまった。そのため、昼間は本来の大人の姿に戻るが、夜になると月の魔力を受けて術が活かつ性せい化かし、子どもの姿になってしまうのだ。

　だが城しろ勤づとめをしている以上、日にち没ぼつを境さかいに姿が変わってしまうのは不都合極きわまりない。それで変化をある程度制せい御ぎよできるようにとラディム＝アシェルが考えたのが、宝石を使ったこの方法だった。

「うん、どうやら問題なく機き能のうしているね」

　ムーンストーンを手に取ってラディム＝アシェルはどことなく満足そうに頷うなずく。

　リーフィアの変化を制御するにあたって彼が使った魔法は、たった一つだけ。その青い石に月の魔力を集められるようにしたのだ。それはリーフィアにかけられた魔法が月の魔力を利用して維い持じされていることを逆さか手てに取った方法だった。

　昼間は、首飾りを身につけることでリーフィアは自身の身体に残った魔法を増ぞう幅ふくして子どもの姿になれる。反対に、首飾りを外はずし月の魔力を遠ざければ大人の姿に戻ることができるのだ。

　夜にはムーンストーンの力を借りなくても子どもの姿のままなので、今までどおりフィランとして城で働くには十分だった。

「ちゃんと夜には窓辺に置いて月の魔力を補ほ充じゆうしてますし」

　昼間リーフィアの姿を子どもに固定するために消しよう費ひされた月の魔力は、夜に月の光に当てれば簡単に充じゆう塡てんできる。

　誰だれにも負ふ担たんがかからないし、何よりもリーフィア自身の意思で姿を制御できる意味は大きかった。

　──さすがラディム＝アシェル。史上最年少で魔法使いの長の座についた天才だけあるわ。

　この方法を聞かされた時、リーフィアをはじめ、誰もがその認にん識しきを新たにしたに違いない。普段はボーっとしていて魔法狂ぐるいの変人で、とても魔法使いたちを束たばねているようには見えないのだが。

「服の調子はどうっス？　ちゃんと機能してるっスか？」

　ルドルフが身を乗り出して尋たずねてきた。

「服の方もこのとおりよ」

　リーフィアはその場でくるっと一回転してみせた。動きに合わせてフリルのついたピンク色のワンピースのスカートがフワリと広がる。フィランの姿の時は小さかったその服は、デザインはそのままに今のリーフィアの姿にピッタリの大きさになっていた。

「さすがうちの魔法使いたち。いい仕事をするッス」

「本当よね」

　自じ慢まんげなルドルフの言葉に、リーフィアも同意した。

　変化を制御できるようになった後、問題になったのは服だった。それまでは身体が変わっても服はそのままだったので、ぶかぶかになったり反対に窮きゆう屈くつになったりと、都つ度ど着替える必要があった。

　そこでルドルフに相談し、塔の魔法使いたちに身体の変化に合わせて伸しん縮しゆくする魔法を服に編み込んでもらったのだ。おかげで着替えの心配をすることもなく、こうして好きな時に姿を変えられるようなった。

　ただ、少しばかり難なん点てんもある。

「子ども用の可か愛わいらしいデザインなので、この姿だと少し……」

　リーフィアは自分の姿を見下ろして苦笑する。魔法は主おもに子ども用の服にかけてもらっているため、大人の姿では妙みように子どもっぽく見えてしまうのだ。

「気にする必要はないっスよ。十分綺き麗れいっスよ」

　ルドルフが慰なぐさめる。そこにエーヴェルトの声が割り込んだ。

「そうとも、とても似合っているよ」

　その声に振り向いてみると、エーヴェルトがにこにこと笑みを浮かべてリーフィアを見ていた。

「そ、そうですか？」

「ああ、食べちゃいたくなるくらいに可愛いよ」

「た、食べ……!?」

　いきなり何を言い出すのかと仰ぎよう天てんしていると、エーヴェルトは立ち上がり、リーフィアの手を取った。

「子どもの姿の君も可愛いけれど……」

　言いながら、甲こうにキスを落とした。

「大人の姿の君もうっとりするほど素敵だ」

　リーフィアの頰ほおが恥はずかしさと戸と惑まどいに赤く染そまった。

「あ、ありがとう、ございます。殿でん下か」

　リーフィアは淑しゆく女じよの礼れい儀ぎを思い出し、微笑ほほえもうとしたが引きつったような笑みにしかならなかった。

　女性の手を取って甲にキスをすること。それは貴き族ぞく女性への挨あい拶さつとしてなんらおかしいところはない。むしろ最上級の扱あつかいをされていると言えよう。けれど、魔法をかけられて以来、ずっと社交とは縁えん遠どおい生活を送ってきたリーフィアにとっては慣れないことで、どうしても戸惑いの方が大きくなってしまうのだ。

　──大人の姿の時は年とし相そう応おうに扱って欲しいと望んだのは自分なのに。

「フィラン」と同じように抱き上げられたり膝ひざの上に載のせられたりしたら大変だと思ったからなのだが、まさかこうも調子が狂うとは思いもよらなかった。

　思わせぶりな言葉も、子どもの姿なら「何を言っているんだ、この人は」と簡単にあしらえるのに、大人の姿になるとそれがうまくいかない。妙に恥ずかしくていたたまれなくなってしまうのだ。

　これなら子どもの姿で接していた方がよっぽど気が楽だった。

「え、えっと、殿下？　そろそろその、手を離していただけたらと……」

　エーヴェルトはさっきからずっとリーフィアの手を取ったまま、紅こう潮ちようした彼女の顔を微び笑しようを浮かべて見下ろしている。二人の間に流れる空気は、リーフィアが子どもの姿の時とは明らかに違っていた。

　そんな二人をシスティーナとリリアン、それにルドルフの三人が興味深げに眺ながめている。それに気付いてリーフィアはますますいたたまれなくなった。ちなみにラディム＝アシェルはまったく興味を示さず、ひたすらムーンストーンを見ている。

「離す？　どうして？」

　まるで離す気配のないエーヴェルトにリーフィアは困り果てた。むしろどうして手を取られていなければならないのか、こちらが聞きたいくらいだ。……もちろん尋ねる気はないけれど。

　どうしようかとますます困こん惑わくするリーフィアに救いの手が現れたのはその直後のことだった。

「ゴホン、ゴホン。あー、別の世界を作りかけているそこのお二人さん。そろそろ話を進めたいのですが、よろしいでしょうか？」

　咳せき払ばらいをしてからバカ丁てい寧ねいな言葉遣づかいで口を挟はさんできたのはブラッドリーだ。そういえば、彼は話を始めようとしたとたん、ラディム＝アシェルに邪じや魔まされたのだ。

　エーヴェルトがむっと顔を顰しかめてブラッドリーを振り返る。

「ブラッドリー。君は無ぶ粋すいだと誰かに言われたことはないかい？」

「ああ、しょっちゅう言われてるさ。お前にな！」

　ブラッドリーは敬けい語ごをかなぐり捨てると主あるじであるエーヴェルトに食ってかかる。

「お前らなぁ、イチャつくならもっと時間のある時に、人のいないところでやれよ！　これだけの人間の予定を合わせるのがどんなに大変だったか分かるだろうが！　一分一秒無む駄だにはできないんだよ！」

「はいっ。ごめんなさい！」

　思わずリーフィアは謝っていた。普段は一応敬語を使い、主を立てているブラッドリーが、こんなふうに怒ど鳴なっている時はだいぶ頭にきている証しよう拠こだ。

　それも無理はない。リーフィアとリリアンはともかく、王族であるエーヴェルトとシスティーナ、それに魔法使いの長であるラディム＝アシェルはとても忙しい身だ。分ふん刻きざみに公こう務むや大だい臣じんたちとの予定が入っていて、なかなか自由に使える時間がない。

　リーフィアは慌あわててエーヴェルトの手を振り払うと、彼に引き止められる前に空あいているソファへそそくさと向かった。エーヴェルトはそれを見ると残念そうに肩を竦すくめて、ソファに腰を下ろしながら言った。

「分かった、すまない。先へ進めてくれ、ブラッドリー」

「お前、本当はすまないと思ってないだろう？」

　ブラッドリーはますます顔を顰めたが、これ以上は時間の無駄だと思ったのか、頭を振り、口く調ちようを切り替えた。

「では本題に入ります。今回こうして集まってもらったのは、例の魔法使いアーネル＝エフィロットの足取りがつかめたからだ」

　──アーネル＝エフィロット。

　その名前にリーフィアはハッとして背せ筋すじを伸ばした。

　アーネル＝エフィロットとはリーフィアに魔法をかけた幼児性愛病者ロリコン魔法使いの名前だ。本来の姿とは違う平へい凡ぼんな風ふう貌ぼうにさせられたのも、十歳から成長しなかったのも、全てはあの男が原因だった。

　十歳のリーフィアに魔法をかけた当時、アーネル＝エフィロットは違う名を名乗り、その後は事故で死んだと見せかけて姿をくらましていた。ところが実は生きていて、家庭教師に成りすましてずっとリーフィアを傍そばで監かん視ししていたらしい。その事こ実とを思い出すとリーフィアは今でも大声で叫さけび出したい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

　更にアーネル＝エフィロットは、リーフィアが魔法の解呪の手がかりを求めて城に出しゆつ仕しすると、カミロという図書館司し書しよに化けてこの城の中に潜せん伏ぷくし、陰かげで色々と彼女の邪魔をした。リーフィアがラディム＝アシェルと知り合い、結界により月の魔法を絶たとうとしているのを知ると、卑ひ怯きような手を使って結界の外へと誘さそい出しもした。

　その際、月の光を微び量りように浴あびてしまったことでリーフィアの中に魔法の欠片かけらが残ってしまい、今のこの中ちゆう途と半はん端ぱな状態を作り出す原因になったのだ。

　一方、アーネル＝エフィロットは魔法が封ふうじられた状態で牢ろう屋やに投とう獄ごくされたはずだったが、どんな手を使ったのか脱だつ獄ごくし、師し匠しようだと言い張る禁きん忌きの女魔法使い「エドウィナ＝エフィロット」の研究資料と共に姿を消してしまった。

　このひと月、彼の足取りをエーヴェルトたちはずっと追っていたのだ。

「それで？　あいつは今どこにいるんです？」

　口をきゅっと引き結びながら尋ねるリーフィアに、ブラッドリーが答えた。

「ガジス国だと思う。あの国に入ったところまでは確認できた」

「……おや、まぁ」

　その国の名に反応したのはシスティーナだ。形のよい唇くちびるの端はしが弧こを描えがく。

「ガジス国とは。これは面おも白しろいことになってきたこと」

「ガジス国って……確か友ゆう好こう国こくで、来月親しん善ぜん交こう流りゆうのためにどなたか王族の方が来る予定ではありませんでした？」

　ずっと黙だまっていたリリアンが口を開き、システィーナに問いかける。システィーナは頷いた。

「ええ。そうよ。今年は十一歳になるシャルル殿下が親善大たい使しとして、遊ゆう学がくを兼かねていらっしゃるわ」

　それからシスティーナはきょとんとしているリーフィアにも分かるように説明を始める。

「ガジス国は国を一つ挟んだところにある国で、わが国とは友好関係にあるの。その証あかしとして二年に一度親善大使が送られてくるわ。その大使には王族が任にん命めいされることが多くて、一昨年おととしの時は第二王女であるエルフィン殿下がいらしたのね。そして今年は第一王子であるシャルル殿下が来ることになっているの」

　そこでシスティーナは一いつ拍ぱく置くと、豊かな自分の胸にそっと手を当てて笑みを浮かべた。

「殿下とは年が近いので、どうやらわたくしが中心となってもてなすことになりそうだわ」

　ガジス国のシャルル王子は十一歳。システィーナは十二歳なので、確かに年ねん齢れいが近い彼女が王子の案内役をするのが一番だろう。

「エルフィン殿下の時はお兄様がお相手をしていたわね」

　システィーナの思わせぶりな視線を受けたエーヴェルトは苦く笑しようを浮かべた。

「……そうだね。二年前は……僕が中心となってエルフィン王女を迎むかえたよ」

　おや、とリーフィアは目を見張った。心なしかエーヴェルトの歯切れが悪かったからだ。けれどそれを問いかける前にシスティーナがブラッドリーに顔を向けた。

「ガジス側の心しん証しようを悪くする恐おそれがあるから、内ない密みつに密みつ偵ていや魔法使いたちを送り込んで捜さがすのは得とく策さくじゃないわね。幸い、親善交流の話し合いで今はガジス国と頻ひん繁ぱんにやり取りがあるはずよ。話をうまく持っていってアーネル＝エフィロットの捜そう索さくに協力してもらうのは難むずかしい話じゃないわ。そうでしょう？」

「はい。そう思ってすでにこちらの外がい務む大臣を通じて協力を要よう請せい済ずみです。あちらの国の魔法使いたちもエフィロットの名前に興味を示しているので、おそらくは協力してもらえると思います。でも……」

　そこで急にブラッドリーはエーヴェルトの方をちらりと見ながら弱ったような表情になった。

「ついさっき問題が起こりまして……」

　なぜかブラッドリーまでも歯切れが悪くなっている。リーフィアが何だろうと思っていると、エーヴェルトが苦笑を浮かべながら重い口を開いた。

「僕も今け朝さ父上たちから知らされたところだ。外務大臣によると、エルフィン王女も使し節せつ団だんの一員として来らい訪ほうすることが急きゆう遽きよ決定したらしい」

「あらあら。まぁ、それは」

　システィーナは目を丸くし、その隣となりのリリアンも思わず口元に手を当てていた。リーフィアが目を瞬まばたきながら周囲を見ると、ルドルフも額ひたいに手を当てている。何の反応も示していないのは今度もラディム＝アシェルだけだった。

「なんでもまだ幼おさない弟を心配して、ついて行くと言い張ったらしい。……困ったねぇ」

　エーヴェルトは肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつくと、ふぅとため息をついた。

　どうやら事情がよく分かっていないのはリーフィアだけらしい。エルフィン王女が問題らしいのはなんとなく分かるのだが……。

「あの……」

　尋ねかけたリーフィアは、斜ななめ向かいでリリアンが必死に瞬きを送ってきていることに気付いて口をつぐんだ。どうも、今ここで聞くべきではないらしい。

「まぁ、決まってしまったことは仕方ないな」

　もう一度ふぅとため息をつくと、エーヴェルトは頰杖を解いてシスティーナに顔を向けた。

「そういうわけだ。シス。君にも協力して欲しい」

　心こころ得えたとばかりにシスティーナが頷く。

「分かりましたわ、お父様たちと相談して、なるべくお兄様が使節団に関わらないようにしますわ。まぁ、一番いいのは城にいないことなのですが。……お兄様、ひと月ほど留る守すにできるような都合のよい公務はありませんの？」

「残念ながら地方への視し察さつは当分予定がない。それに……」

　エーヴェルトは一いつ旦たん言葉を切り、リーフィアをちらりと見てから続けた。

「今は特に……ガジス国の使節団がいる間は、城を留守にはしたくないんだ」

「あら、どうしてですの？　お兄様の姿がない方が問題は起きないのではなくて？」

　そのシスティーナの疑問に答えたのは、意外な人物だった。

「……アーネル＝エフィロット、だよ」

　今までほとんど言葉を発はつすることなく、我われ関かんせずといった様子で傍ぼう観かんしていたラディム＝アシェルが口を開いた。

　エーヴェルト以外の全員が一いつ斉せいに目を向ける。そんな中、彼は淡たん々たんとした声で続ける。

「殿下は……ガジス国の使節団の中に、奴やつが潜もぐり込んでいるかもしれないことを、警けい戒かいしている」

　その言葉の示す意味を、その場にいた全員がすぐに悟さとった。

「なるほど、アーネル＝エフィロットがガジスで消しよう息そくを絶たったことは偶ぐう然ぜんではないってことか」

　ブラッドリーが顎あごに手を触ふれながら呟つぶやく。システィーナも訳知り顔で頷いた。

「アーネル＝エフィロットはカミロとやらに扮ふんして半年もの間この城にいたのでしょう？　だとすれば二年ごとにガジス国から使節団がやってくることを知る機会はいくらでもあったはずよね。使節団に紛まぎれて城に入り込み、リーフィアを再び狙ねらう。お兄様はそれを心配しているから、城を離れたくないわけね」

「ああ。今回来なかったとしても、いつか奴は必ずリーフィアの前に現れる。その時に城にいないなんて事じ態たいは避けたい」

　エーヴェルトの声を聞きながら、リーフィアは膝の上に置いた手をぎゅっと握にぎりしめた。

　自分の何がアーネル＝エフィロットの気を引くのか分からないけれど、あの男がリーフィアを諦あきらめていないことは確かだ。実際に城を脱だつ出しゆつする際にそれを示し唆さする言葉をアーネル＝エフィロットは残している。

　エーヴェルトの言うとおり、いつか必ずアーネル＝エフィロットはリーフィアの前に現れるだろう。

　実のところそれがあるから、リーフィアは子どもの姿のままこの城に留とどまり続けているのだ。

　ラディム＝アシェル曰いわく、リーフィアの中に残った月の魔法の欠片は、前回と同じ方法で術の供きよう給きゆう源げんである月の魔力を完全に絶ちさえすれば、取とり除のぞくことができるらしい。

　けれどリーフィアがそれをせずに前と変わらず「フィラン」として城で侍じ女じよ見習いをしているのは、せめて当初予定していた期間はシスティーナに対する勤つとめをきちんと果たしたいと思ったのが一つ。

　そしてもう一つはアーネル＝エフィロットから身を守るためだ。

　アーネル＝エフィロットはリーフィアに執しゆう着ちやくしている。そんな状態で解呪してウェインティン伯はく爵しやく家けに戻っても、身の安全は保ほ証しようされない。かえって危険だろう。

　城にいればラディム＝アシェルをはじめ、魔法使いたちがリーフィアを守ってくれる。

　ただリーフィアは、このままずっとアーネル＝エフィロットに怯おびえながら暮らす気はなかった。エーヴェルトもそうだし、ラディム＝アシェルもそうだ。一度は捕つかまえておきながらアーネルに逃とう亡ぼうされた彼らは、国や魔法使いの威い信しんにかけて今度こそ彼を捕まえて逃にげられないように封じる決意を固めている。

　リーフィアはアーネル＝エフィロットに繫つながる唯ゆい一いつの鍵かぎだ。彼女自身が自ら囮おとりとなるために城に留まると決めたのだ。

　──今度私の前に現れた時こそ、絶対に……！

　エーヴェルトはリーフィアを、そして全員を見回して言った。

「とにかく、そういう事情だからガジス国の人間が城にいる間は特に警戒を怠おこたらないで欲しい。相手は魔法使いで、どんな手を使ってくるか分からないことを忘れないでくれ」

　そう告げるエーヴェルトの顔はいつになく真しん剣けんだった。
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「二年前にね、親善大使としてエルフィン王女が来た時は大おお騒そう動どうになったの」

　子どもの姿に戻ったリーフィアは、エーヴェルトの部屋から退たい出しゆつしてシスティーナたちと共に部屋へ戻りながら、リリアンに詳くわしい説明を受けていた。先ほどは尋ねることができなかった「エルフィン王女」の問題の詳しよう細さいについてだ。

「姫様が言ったように二年前にエルフィン王女がいらした時には、年齢が近いということで殿下が主に相手をなさったの。でも、ほら、殿下はああいう方でしょう？　今と変わらず完かん璧ぺきな王子様ぶりでエスコートなさって……まぁ、要するにエルフィン王女がエーヴェルト殿下の魅み力りよくにころっとまいってしまったのが問題の始まりね」

　第二王女のエルフィンがやってきた時、彼女は十七歳だったという。当時エーヴェルトは十八歳。その頃からエーヴェルトが王子として実にそつなく振る舞っていたのは想像に難かたくない。当時、実家に引きこもっていたリーフィアにも「エーヴェルト王子」がどんなに人格者として秀ひいでているか耳に届いていたのだから。

　そんな完璧な王子様にまだ若いエルフィン王女がぽうっとなってしまうのも無理はないだろう。さんざん子どもの姿で構かまわれて、慣れているはずのリーフィアですら、妙にドキドキしてしまい調子が狂うことがあるのだから。

「しまいにはエーヴェルト殿下と結婚したいと言い出して……あの時は大おお騒さわぎになったわね。こちらもそうだったけれど、ガジス側も大混乱だったわ」

「わたくしはまだ十歳だったけれど、あの騒動はよく覚えていてよ」

　システィーナがくすくす笑いながら口を挟んだ。

「わが国側は困惑という感じだったけれど、ガジスの人たちは真まっ青さおになっていたわ。カーディフに知られたら国の一大事ですもの」

「カーディフ？　カーディフってあの軍ぐん事じ国こつ家かですか？」

　城にあがったリーフィアは特例としてシスティーナと共に歴史や政せい治じ情じよう勢せいや外国語などを一いつ緒しよに勉強させてもらっている。その中でつい先日カーディフという国の話が出てきたのは記き憶おくに新しい。

　カーディフはこのフォルシア国とは友好関係にある国の一つだ。国の規き模ぼは同じくらいだが、海を隔へだてて何度も異民族に攻せめられた歴史があることから、軍備の増ぞう強きように力を入れてきた国で、軍の力が政治的にも強い。

「そのカーディフよ。ご存ぞん知じのとおりお兄様に婚約者はいないわ。これでエルフィン王女もそうならいい縁えん談だんということで話が進んだかもしれない。でも残念ながらエルフィン王女には幼い頃から婚約者がいてね。それがカーディフの第二王子なのよ。将しよう軍ぐんの地位にあって、国内ではかなりの重要人物でもあるの」

「なるほど、ガジス側が慌てるわけですね」

　エルフィン王女の婚約は政せい略りやく的てきなものなのだろう。王族の結婚は本人の自由にはならないのが普通だ。必ず政治的思おも惑わくが絡からみ合う。

　エルフィン王女がエーヴェルトと結婚したいといくら願ってもそう簡単にはいかないし、ヘタをすればフォルシアとカーディフを巻き込んだ争いにまで発展しかねない問題だ。

「ええ。あの時はなんとかお兄様が彼女の思いをかわし、公務を入れて接点を減らしてどうにか穏おん便びんに帰国させることができたのだけど……ガジス国に帰ってからもお兄様のことを褒ほめちぎっていたらしくて、こちらとしても気が気じゃなかったわ」

「うちとしては災さい難なんとしか言いようがありませんね」

　どうりであのエーヴェルトがエルフィン王女が来ると知り、困った顔をしていたわけだ。ガジス国で足取りの途と絶だえたアーネル＝エフィロットの警戒に集中したいのに、そこにエルフィン王女という不安要素が一緒にやってくるのだから。

「でも不思議ですよね。ガジス国側だって二年前に、相当肝きもを冷やしたはずなのに、どうしてまたエルフィン王女がフォルシアに来ることを許可してしまったのでしょう？」

　リリアンが首をかしげる。リーフィアも確かに変だと思った。今度だって同じ騒動になりかねないのはガジス国だって分かっているはずだ。

「わたくしの読みだとエルフィン王女とカーディフの第二王子の結婚が秒読み段階に入ってきているのと無関係ではないと思う。こればかりはわたくしの聞き及んでいる範はん囲い内ないでの推すい測そくでしかないけれど、独どく身しん最後の自由だからということで許されたような気がするわ。それがまかり通ってしまうのが問題だけど、あちらの国の王族にも色々事情がおありのようでね」

　システィーナはそこまで言うと、少し声のトーンを落として続けた。

「今度いらっしゃるシャルル王子は十一歳で第一王子。でもエルフィン王女は十九歳で第二王女。この意味は分かるわね？　つまり、エルフィン王女の上にはもう一人王女がいて、弟のシャルル王子はかなり遅おそくになって生まれた世よ継つぎの王子なの」

　なるほどそれは、色々複ふく雑ざつな事情になるわけだ。

　リーフィアも少しだけ声を落として言った。

「かなり長い間、世継ぎの王子に恵めぐまれていなかったということですね。もしかしてそれまでは第一王女が？」

　このフォルシア国もガジス国も、王おう位い継けい承しよう法ほうに違いはない。男子優先の長ちよう子し先せん継けいだ。王位継承の優先順は男子にあるけれど、もし男子に恵まれなかった場合は第一王女が王位を継承することになる。

　ガジス国は長い間王女しかいなかった。シャルル王子が生まれるまで第一王女がおそらく王おう太たい子しの座についていたのだろう。

　リーフィアの言葉にシスティーナは頷いた。

「そうよ。第一王女は王位継承者だから外国へ嫁よめ入いりすることはなく、婿むことなる者もまだ決まっていなかった。第二王女のエルフィン殿下は、同どう盟めいの証としてカーディフ国へ嫁とつぐことが幼い頃から決まっていた。姉王女が王位を継ぎ、妹王女が国のための結婚をする──そうなるはずだったの。ところがシャルル王子の誕生でそれが崩くずれてしまったのよ。姉王女は王太子の座から退しりぞくと、国内の有力貴族のもとへ降こう嫁かなさったわ。かねてからその貴族とは恋仲だったという話よ」

　リリアンが口を挟んだ。

「つまり……姉王女は恋愛結婚をすることができたということですね。それではエルフィン王女の心しん情じようとしては複雑でしょう。二年前にエーヴェルト殿下と結婚したいと言い出したのも、もしかしてそれが原因でしょうか？」

「おそらくは。現状、あそこの王族で国元を離れなければならないのはエルフィン王女だけ。しかも政略結婚よ。王族としては仕方のないことだけれど、同情的な見方をする人がガジス国では多いのではないかしら？　だから彼女に甘いのだとわたくしは見ているわ」

「今回、エルフィン王女の親善使節団入りを認めてしまったところをみると、そのようですね」

　システィーナとリリアンの話を聞きながら、リーフィアは二年前に大騒ぎしたというエルフィン王女を想像する。同情するべき境きよう遇ぐうではあるけれど、聞いた限りでは人騒がせで甘やかされたわがままな王女という印象だ。

「エルフィン王女はどういった感じの方なのですか？」

　リーフィアが尋ねると、システィーナとリリアンはピタッと足を止めてお互い顔を見合わせた。

「……一言で言うのは難しいわね」

「何と言うか……今まで見たことのないタイプですよね？」

「わたくしもこれまで何人も王族を見てきたけれど、エルフィン王女のような方は……いなかったわね」

　二人の様子にリーフィアは嫌いやな予感を覚えた。どうも想像したのとは少し違っているようだ。

　考えてみれば、わがままで甘やかされてきた令れい嬢じようなど数多くいる。あまり認めたくはないが、十歳までのリーフィア自身もその口だ。容よう姿しには自信があったのだから、あのまま成長していればさぞかし鼻はな持もちならない令嬢になっていただろう。

　少し脱だつ線せんしてしまったが、甘やかされた貴族女性に慣れているはずのエーヴェルトにあれほど困ったような顔をさせるのだから、普通のわがままな王女であるわけがない。

「何と言うか……夢見がち、というのでしょうか」

「良い言い方をすれば、明るくて前向きな方とは言えるわね」

　……夢見がち。前向きで明るい。言葉だけ取り出せば嫌な女性という感じではない。けれど、リーフィアはその言葉から嫌な予感しかしなかった。

　──エルフィン王女。シャルル王子。どんな方たちなのかしら？

　押し寄せる不安と共にリーフィアはぼんやりとしか思い浮かばない人物像に思いを馳はせた。




　それからひと月後、リーフィアはこの時システィーナとリリアンが言っていた言葉をしみじみ嚙かみしめることになる。
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　その日、城の主おもだった者は城門に入ってすぐの大きな中庭で親善使節団が到とう着ちやくするのを待っていた。中心にいるのは親善大使であるシャルル王子を迎える役目を負おったシスティーナだ。リーフィアもシスティーナの後ろに他の侍女たちと一緒に控ひかえていた。

　そこから少し離れたところにはエーヴェルトと、ブラッドリーもいる。なるべくエルフィン王女とは顔を合わせない方がいいといっても、王族としては親善使節団を迎えないわけにはいかないのだ。

　他国の王族を迎えるとあって、この日のシスティーナとエーヴェルトはいつもより煌きらびやかなドレスや礼服を身に纏まとっている。華はなやかでありながら凜りんとした気品のある佇たたずまいはさすがとしか言いようがなかった。リーフィアをはじめ、ここに集まる誰もが自国の王子と王女を誇ほこらしげに思っているのが雰ふん囲い気きで分かる。

　しばらくすると、門の方から馬の蹄てい鉄てつの音が響ひびいてきた。それも一頭ではなく、複数の音だ。音が段々と大きくなってくると、やがて、開け放たれた門もん扉ぴから何台もの馬車が中庭に入ってきた。その中でもっとも大きく、もっとも豪ごう奢しやな馬車が門をくぐると、一斉にほうぅという感嘆の声があがった。

　ガジス国の紋もん章しようが金の細さい工くで彫ほられているその立派な馬車を守るように周囲は馬に乗ったガジス国の兵士が取り囲んでいる。誰が指し摘てきしなくても一目で分かる。あの馬車に乗っているのが、シャルル王子とエルフィン王女なのだろう。

　馬車は大きく迂う回かいし、迎え出たシスティーナのすぐ近くでとまった。御ぎよ者しやが馬車を降りて、恭うやうやしく扉とびらを開ける。迎えに出ている者はみな固唾かたずを吞のんで見守った。

　──最初に馬車から出てきたのは、一言で言えばまるで少女と身み紛まがうような美少年だった。

　年の頃は子どもの姿のリーフィアより同じか、少し上のようだ。ぱっちりとした水色の大きな目に、ピンクがかったふわふわの金きん髪ぱつ。綺麗な顔立ちで、細い鼻び梁りようとアーモンド形の唇は凜り々りしいというよりも愛らしい。

　とはいっても、身につけている盛せい装そうは男子のものだ。白地に金きん糸しで縁ふち取どられた礼服はその上品な顔立ちをいっそう際きわ立だたせていた。

　迎えに出ている者たちの口から感かん嘆たんの声がさざなみのように広がる。けれどその声はすぐに消えた。少年に続いて渦か中ちゆうの人物が馬車から出ようとしていたからだ。

　御者の手を借りて地面に降り立ったのは、先に降りた美少年をそのまま大人にしたような可か憐れんな女性だった。水色の大きな目は長い睫まつげに縁取られ、滑なめらかな頰に影を落としている。顔立ちは少年より更に繊せん細さいで、ふんだんにレースを使った白いドレスにふわふわなピンクがかった金髪が流れる様は、どことなく妖よう精せいを思わせた。

　リーフィアはシスティーナの後ろでまじまじと二人を見つめた。
















　──あれがシャルル王子と、エルフィン王女？

　システィーナが一歩前に進み出る。

「ようこそいらっしゃいました、シャルル殿下、エルフィン殿下。わたくしはフォルシア国第一王女システィーナです。お二人の来訪を心より歓かん迎げいいたします」

　完璧な所しよ作さで淑しゆく女じよの礼を取ったシスティーナに、姉弟きようだいの反応は見事に別れた。

「え？」

　シャルル王子はなぜかシスティーナの姿に目を丸くしている。彼女の豊かに張り出した胸を見て戸惑い、明らかに一歩引いていた。

　そのシャルルの横からスッと前に出たエルフィン王女は、システィーナと同じように淑女の礼を取るとにこっと笑った。

「歓迎いただきありがとうございます、システィーナ様。二年前よりすっかり大人になられましたね」

　姉の言葉を聞いたシャルル王子はハッとし、慌ててシスティーナの手を取り、その甲にキスをした。

「か、歓迎いただきありがとうございます、システィーナ姫。僕はガジス国第一王子シャルルです。よろしくお見知りおきください」

　どういうわけかその動作は妙にぎこちなく感じられた。けれど、システィーナは気にする様子もなく歓迎の笑みを浮かべる。

「ありがとうございます、シャルル殿下。エルフィン殿下も以前いらした時より更に美しくなられましたわ」

　贔屓ひいき目めなしに、二人を迎えるシスティーナの態度は完璧で非ひの打ちどころがない。だからこそよけいにシャルルの反応が不思議で仕方なかった。

　──シャルル王子はどうしたのかしら？

　リーフィアは首をかしげる。馬車を降りてシスティーナを見るまで屈くつ託たくのない様子だったのに。

　理由はすぐに知れた。シャルル王子が一緒に馬車に乗ってきたらしい侍じ従じゆうをうろたえたように振り返って、小さな声で言ったからだ。

「ね、ねぇ、姫が肖しよう像ぞう画がとまるで違うんだけど。僕と同い年くらいのはずだよね？」

　シャルル王子はおそらくこっそり尋ねたつもりだったのだろう。けれど、動どう転てんしていたのかその声は無意識のうちに大きくなってしまい、リーフィアの耳にもはっきり届いた。もちろん、リーフィアよりシャルルの近くにいたシスティーナにも。

　──ああ……あの肖像画か……。

　リーフィアもよく知っているシスティーナの肖像画が頭の中に浮かび、シャルル王子が戸惑うのも無理はないと思った。

　今出回っているシスティーナの肖像画は二年近く前に描かれたものだ。肖像画の中のシスティーナは金髪の巻き毛のとても愛らしい十歳の美少女で、今のシスティーナとはだいぶ──いや、かなり違っていた。

　背せ丈たけが伸び、胸は豊かになり、顔つきが大人っぽくなった。十二歳にはとても見えず、十六歳といっても通じてしまうだろう。肖像画と今の姿の共通点は金髪の巻き毛と面おも影かげのある顔立ちだけ、という激変ぶりだ。

　シャルルがあの肖像画を見てこの国へやってきたのなら、驚おどろくのも無理はない。

「まぁ、あの肖像画をご覧になったのですね。それではさぞかし驚いたことでしょう。でも噓うそいつわりなく、あの肖像画はわたくしですわ。この二年間にかなり成長しましたの」

　システィーナが朗ほがらかに笑って言った。リーフィアからは背中しか見えないが、彼女が完璧な笑顔を浮かべているのはなんとなく分かる。そして、内心では腹立たしく思っていることも。

　システィーナは肖像画と違うと言われて怒っているわけではない。大おお勢ぜいの人が見守る前で態度や声に出してしまったことに対して腹立たしさを感じているのだ。

　シャルルは慌てて謝罪した。

「申し訳ありません、姫。僕、同じくらいの年の子と遊べるものだと思っていて、大人の女性とは想像してなくて……その……」

「いえ、こちらこそご期待にそえなくて申し訳ありませんわ」

　ホホホと笑うシスティーナと、ショボンと小さくなるシャルル王子のやり取りをハラハラしながら見守っていたリーフィアはふと、エルフィン王女が二人から離れてある一点を目指して歩き出したのに気が付いた。彼女の向かう先に視線を移したリーフィアは目を見開く。

「あっ……」

　エルフィン王女は少し離れた場所にいるエーヴェルトのところへまっすぐ向かっていた。それに気付いた周囲がざわめき始める中、彼のすぐ前まで歩み寄るとエルフィン王女はエーヴェルトを見上げた。

「お久しぶりです、エーヴェルト様」

「お久しぶりですね、エルフィン殿下。お元気そうで何よりです」

　エーヴェルトはいつものようにそつのない微び笑しようを浮かべてエルフィン王女を歓かん待たいする。内心でどう思っているのか分からないが、ここまでのやり取りは他た愛あいのないものだ。

　ところがエーヴェルトを見上げるエルフィン王女の目に瞬またたく間に涙が浮かびあがっていくのを見てリーフィアはぎょっとした。目の前で突然泣かれたエーヴェルトもさぞ戸惑ったことだろう。

「エルフィン殿下？」

「お会い、したかった……！」

　感かん極きわまったように呟いたエルフィン王女の目からポロポロと涙がこぼれていく。

「この二年間、ずっとお会いしたくて、お会いしたくて……！　この国を離れたあの時以来、ずっとお会いできるこの日を待ちわびておりました」

　──これは一体何事？

　突然始まった一方的な感動の再会劇にリーフィアはあんぐりと口を開けた。まったく訳が分からない。

「……とにかく、落ち着いてください殿下」

　引きつったような笑みを浮かべながらエーヴェルトは、同じく困惑気味のブラッドリーを振り返って命めいじた。

「エルフィン殿下のお付きの者をすぐに呼んできてくれ」

「は、はい」

　ところがブラッドリーが離れようとした時だ。エルフィン王女が突然、エーヴェルトの胸に飛び込んだのだ。

「わたしの気持ちは二年前と変わっておりません。エーヴェルト様、あなたをお慕したい申しております……！」

「殿下!?」

　エーヴェルトはとっさに肩を押さえるが、さすがに一国の王女を無理やり引ひき剝はがすことはできないようだ。

「エルフィン様！」

「姫様。いけません！」

　ようやくガジス国の人たちが気付き、駆けつけるのが見えた。

　リーフィアはその様子を呆ぼう然ぜんと見つめながら、ひと月前にシスティーナとリリアンから聞いたエルフィン王女の話を思い出し、エーヴェルトがあれほど困った顔をしていた理由をなんとなく悟ったのだった。

　エルフィン王女の行動はリーフィアの想像をはるかに超えていた。これは確かに対たい処しよに困るだろう。

　──この時、エルフィン王女に気をとられていたリーフィアは、システィーナがシャルル王子に言った言葉をすっかり聞き逃のがしていた。

「よろしければ、わたくしの話し相手であるフィランを紹しよう介かいしましょうか？　十歳ですから、わたくしより殿下のご希望にかなうかと思います」

　エーヴェルトから離れるのを嫌がるエルフィン王女の様子を見ていたリーフィアは、不意に目の前に現れたシャルル王子の姿に目をむいた。

「本当にこんな小さな女の子が働いているんですね！」

　弾はずむような声にリーフィアは目を何度も瞬まばたいた。何がどうしてこうなるのか、まったく理解できていない。

　そんな彼女の手を取ってぎゅっと握ると、シャルル王子は花がほころぶように笑って言った。

「僕はシャルル。しばらくの間、よろしくね、フィラン」




　──これが波は乱らんの幕まく開あけだった。
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「フィラン、今時間ある？　城を案内して欲しいんだ」

「フィラン、何してるの？　勉強？　僕も一緒に勉強する！」

「フィラン、これから食事？　僕のところで一緒に食べようよ！」

「フィラン、どこへ行くの？　え？　図書館？　この国の書物を知るのも大切な仕事だから、僕も一緒に行くよ」

「フィラン、もう仕事は終わりなの？　じゃあ、僕の部屋に遊びにおいでよ！」




「……すっかり懐なつかれているわね、フィラン」

　子ども用の椅い子すにぐったりと座り込んでいるリーフィアに、システィーナが笑いながら声をかけた。部屋にはフィランの真しんの姿を知らない侍じ女じよたちもいるので、こういう時は「リーフィア」とは呼ばれない。

　リーフィアの前に甘あまいお茶を置きながらリリアンも苦く笑しようを浮かべる。

「暇ひまができるたびに会いに来ますものね」

　シャルル王子には親しん善ぜん大たい使しとして、自国の大使や外がい交こう官かんに会ったり、この国の有力貴族と顔合わせをしたりと、やるべき公こう務むが山ほど組まれているはずだ。だがまだ子どもだからと無理のない日程になっていたり、面会する側が気を遣つかって短い時間で切り上げることも多いため、意外に自由になる時間ができるらしい。

　そんな時シャルル王子は必ずフィランに会いに来る。フィランがいるところ＝王女システィーナの部屋なので、そう気軽に遊びに来られても迷めい惑わくなのだが、それは口に出せなかった。

　何しろシスティーナは今回の親善使し節せつ団だん、主おもに大使であるシャルルをもてなす立場にある。システィーナが、そして侍女見習いのリーフィアが断れるわけがない。

　当然、遊びの誘いを断ることもできず、いつも付き合うはめになっているのだ。

「今日はシャルル殿でん下かとどこへ行ってきたの？」

「東館です。前に迂う回かいした時に、迷路のようになっていると説明したのを覚えていたらしくて、行ってみたいって……」

　リリアンが淹いれてくれたお茶をちびちび飲みながらリーフィアは答える。

「東館？　まぁ、大丈夫だった？　フィランだってまだ完全に慣れたわけじゃないでしょう？」

　リリアンが懸け念ねんするのはもっともだ。東館はこのシスティーナの部屋がある主しゆ居きよ館かんの隣となりにある棟とうだ。話によると昔はそこを主居館として使っていたらしい。けれど増ぞう改かい築ちくを繰くり返かえした結果、迷路のように入り組んだ構こう造ぞうになってしまったため、新しい館を隣に建て、古いほうは東館と呼んで、今では城で働く人たちの詰つめ所しよや作業場や保管庫として使っている。

　もとが主居館だったため、あちこちの建物と回かい廊ろうで結ばれていて便利なのだが、その通路を使う人はほとんどおらず、皆東館を迂う回かいしていく。よほど慣れた人間でないと迷子になりやすいからだ。

　リーフィアもかつて迷いそうになってから、東館はまったく通っていない。けれど、迷路のように入り組んだ建物は外国の王子にとってはちょっとした冒険気分を味わえる場所に思えたらしい。

「大丈夫です。私一人じゃ無理なので、あそこに詳くわしい人に一緒に来てもらいましたから」

　案内を買ってでてくれた兵士のおかげで安心して東館を回ることができ、シャルル王子は冒険心を満たされ、大満足で公務に戻っていった。だが、付き合わされたリーフィアは行きたくもなかった場所を連れまわされて疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

「ご苦労様だったわね」

　よしよしとリリアンがリーフィアの頭を撫なでる。それを微笑ほほえましげに見ながら、システィーナは口を開いた。

「振り回されているフィランには悪いけれど、おかげで助かったわ。本来ならわたくしが相手をするところなのでしょうけど、シャルル殿下はわたくしのような年とし増まはお気に召めさないようだから」

「年増だなんて……姫様ったら」

　リリアンをはじめ、その場にいた侍女たちは苦笑した。

　外見も言げん動どうも大人おとなびているが、これでもシスティーナは十二歳だ。シャルルとは一歳しか違わない。だが、シャルル王子のシスティーナへの態度はフィランへのものとはまるで違い、非常に大人しくて礼れい儀ぎ正しかった。完全にシスティーナを大人だと認にん識しきしているようだ。

「本当のことでしょう？　わたくしの姿を見た時の殿下の落らく胆たんぶりから明らかじゃないの」

　システィーナは眉まゆをあげてみせた。もっとも、口元が笑っているところから、たいして気に留とめてはいないようだが。

「どうも、あちらでは殿下を親善大使に任にん命めいする際さい、わたくしの二年前の肖しよう像ぞう画がを見せて『年の近い友だちができますよ』と言ってその気にさせたらしいわ。ほら、シャルル殿下はご兄弟きようだいの中では一番年下でしょう？　姉君たちとは年も離れているし、いつも大人に囲まれて生活しているから、ずっと同じ年頃の友だちが欲しいと言っていたのですって」

「ああ、だから……」

「フィラン」にあんなふうに懐なつくのか、とリーフィアは納なつ得とくした。

　もちろんガジス国の高位の貴き族ぞくの中にだって、シャルル王子と同じ年の子し弟ていはたくさんいるだろう。でも、彼らはあくまで臣しん下かであって「友だち」にはなりきれない。どうしても身分の差による遠えん慮りよが出てしまうのだ。

　そこへいくとシスティーナはシャルル王子とは年も近くて同じ王族。対等の身分だ。だから友だちになるにはうってつけだと周りが考えるのも無理はない。現にフォルシア側もシャルル王子と年の近いシスティーナを、もてなす役目に据すえている。あわよくば、二人を近づけて将来は──という思おも惑わくもあったのかもしれない。

「でもいざ来てみれば、わたくしはこのとおりの年増でしょう？　とうてい遊び相手とか友だちにはなれないと思ったようだわ。その点については今の姿をあえて教えなかった者が悪いのだけど、わたくしもなんとなく寝ね覚ざめが悪くて……。だからフィランがシャルル殿下の遊び相手になってくれて、本当に助かっているの」

　システィーナはそう言うと、子ども用の椅子に座るリーフィアに労いたわるような目を向けた。

「大変でしょうけど、ここはわたくしの顔を立てて、シャルル殿下が帰国するまで遊び相手になってあげてちょうだい」

「はい。システィーナ様」

　リーフィアは背せ筋すじをぴんと伸ばして頷うなずいた。日頃世話になっているシスティーナのためだ。多少大変でもリーフィアに否いなやはない。

「皆もフィランを補ほ佐さしてあげてね」

　ぐるりと周囲を見回しながらシスティーナが言うと、その場にいた侍女たちも一様に頷いた。

「はい」

「もちろんです。姫様」

　その返事にシスティーナは満足そうに微笑んだが、急に何かを思い出したように顔を顰しかめた。

「とはいえ、シャルル殿下の方のわがままは他た愛あいもないからいいのだけれど、エルフィン殿下の方はねぇ。困ったものだわ。ガジスの外交官を巻き込んでいるもの」

　とたんに侍女たちの顔つきが険けわしくなり、口々に文もん句くを言い始めた。

「そうですよ！　もう、エーヴェルト殿下につきまとってばかり！」

「ずっと殿下を追いかけ回してるじゃないですか！」

「婚約者がいるくせに、何を考えているんですかね、あの方は！」

　どうやらだいぶ鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたらしい。でも彼女たちに限らず、これと同じようなことがあちこちで言われているのをリーフィアは知っていた。エーヴェルトの人気の高さを物語っている。

　エルフィン王女との接せつ触しよくをなるべく避さけるため、公務の予定を入れたりずらしたりしているエーヴェルトだが、王女はある意味それより上うわ手てだった。親善大使である弟に比べて公務が少なく、自由時間が多いことを利用して、エーヴェルトが仕事を終えるのをずっと待っているのだ。これではエーヴェルトは王女を避さけようがない。

　それにガジスの外交官や大使がエーヴェルトと会合や会食などで顔を合わせる際に、本来は出席する予定でもないのに自分の席を強引に設もうけさせてもいた。さすがに口を挟はさんだりして会かい合ごうの邪じや魔まをすることはないのだが、エーヴェルトやフォルシア国側の役人にとってやりにくいことこの上ない。

　親善使節団をもてなす役目を負おっているシスティーナもこれには困っていた。エルフィン王女を強引に排はい斥せきするわけにもいかないし、直接邪魔をしているわけでもないので打つ手がないのだ。抗こう議ぎしようにも、自国の外交官たちの仕事ぶりを確認しているだけと言われてしまえばそれまでだった。

　だからこそエーヴェルトのファンである城の女性たちには、エルフィン王女が王族であることを笠かさに着て好き勝手をしているように見えてしまう。彼女が自分の立場を最大限に利用していることは確かなのでシスティーナも庇かばいきれず、日に日に城内の不満の声は大きくなっていった。

「エーヴェルト殿下も律りち儀ぎに相手しなくていいのに」

「聞いた？　今度エルフィン殿下が主しゆ催さいするお茶会に、出席することになったそうよ」

「なんですって？　なぜ受けてしまうの？　エルフィン殿下を避けて公務を入れている意味がないじゃない」

「正式な外交として招待されて断れなかったんですって」

「まぁ！」

　過か熱ねつする侍女たちの話をシスティーナの声が遮さえぎった。

「はい、そこまでよ。友好関係にある国の王族を邪じや険けんにできないことはあなたたちにも分かるでしょう？　しかもカーディフの第二王子に嫁とつぐことが決まっている方なのよ。ヘタな扱あつかいはできないの」

「でも……！」

　更に言い募つのろうとした一人の侍女を、システィーナは有う無むを言わせない口く調ちようで制せいした。

「どこまで近づくことを許すか、どこで線引きするか。それを決めるのはお兄様自身よ。わたくしたちがとやかく言えることではないわ」

「姫様……」

「あなたたちが腹を立てるのも分かるけれど、今はお兄様を信じて静せい観かんしておいでなさい」

「はい」

　システィーナの言葉に侍女たちは頷いた。

　──殿下も大変なのね。

　リーフィアはリリアンが用意してくれたカップに視線を落としながらぼんやりとエーヴェルトとエルフィン王女のことを思い浮かべていた。

　ガジス国の親善使節団がやってきて半月。その間リーフィアはエーヴェルトとろくに顔を合わせていなかった。

　理由は簡単だ。エルフィン王女を避けるためにエーヴェルトは無理やり公務を入れていたし、リーフィアの方もシャルル王子の相手をしなければならず、なかなか思うように自由時間が取れないでいるからだ。

　そのせいだろうか、リーフィアは時々なんだか妙みように心もとない気持ちに襲おそわれることがあった。

　エーヴェルトのことを考えると決まってそんな気分になるので、彼が原因なのは明らかだ。

　もっとも、これまでも顔を合わせなかった期間がなかったわけではない。エーヴェルトがしばしば公務で王都を離れることがあったし、リーフィアが月の魔法を無む効こうにするため魔法使いの塔にこもっていた時などは半月近くも会わなかった。

　その時はまるで平気だったのに、なぜ今回はそんなふうに感じてしまうのだろう？

　──たぶん、私は殿下と会えなくて寂さびしいんだ。

　顔を合わせるたびに抱き上げてくるし、強引に膝ひざの上に座らせられるけど、すっかりそのことに慣れてしまい、いつの間にか当たり前になっていたのだ。

　それが、今はまったく会えないでいる。お互い城の中で、会えない距きよ離りでもないし、顔を合わせてはいけない理由があるわけでもないのに──。だが、会って話をすることはなくても、姿を見かけることはあった。

　──けれどそんな時、いつも殿下の隣にはエルフィン王女がいて……。

「フィラン？　どうしたの？」

　カップを覗のぞき込んだまま動かないリーフィアにリリアンが心配そうに声をかけてくる。

　リーフィアはハッとし、慌あわてて顔をあげると、笑ってみせた。

「ううん、何でもない」

　──そう。何でもない。少し寂しいのは確かだけど、ガジス国の人たちが帰国すれば、きっと元通りになるから。

　それだけでは説明できないもやもやする気持ちを、リーフィアはお茶と一緒に吞のみ込んだ。
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「フィラン！　どこ行くの？」

　荷物を手に城の廊ろう下かを歩くリーフィアを呼び止める甲かん高だかい声が聞こえた。リーフィアは振り返り、そこにシャルル王子の姿を認めて内心ため息をつく。けれどそんなことはおくびにも出さずに笑顔で答えた。

「王妃様のお部屋にこの荷物を届けに行く途と中ちゆうなのです」

　リーフィアとしては「仕事してます、忙しいです」の主張をしたつもりだったのだが、あいにくと相手には通じなかったようだ。

「手伝うよ。その荷物も持ってあげるね」

　シャルル王子はにこにこ笑いながらリーフィアの抱かかえている荷物に手を伸ばす。それをやんわりかわしながらリーフィアは言った。

「軽いから平気ですよ。それに、殿下は公務中では？」

　シャルル王子は屈くつ託たくなく笑う。

「今日はガジス国うちの大使とフォルシアの外がい務む大臣との定例会議に参加していたんだけど、早めにお開きになったんだ。で、時間が余ったからフィランのところに遊びに行こうと思って」

「そ、そうですか……」

　おそらく、退たい屈くつそうにしている王子を見かねて、会議を早く切り上げてしまったのだろう。どうもガジス国の人間はシャルル王子とエルフィン王女に甘いようだ。王族としての自覚を持ち、決して公務を蔑ないがしろにしないエーヴェルトとシスティーナを見ているからか、特にそう感じてしまう。

　もっとも他国のことだから、リーフィアがとやかく思っても仕方のないことなのだが。

「フィラン、本当に持たなくて平気？」

　二人並んで王妃の部屋へ向かいながらシャルルが尋たずねる。彼の視線は布で包つつんである荷物に向けられていた。

「これは余った生き地じとかレースの端は切ぎれなんです。だからとても軽くて、子どもの私でも全然重くないんですよ」

「余った生地？」

「はい。システィーナ様に贈おくられた生地でドレスを仕立てた時に出る切れ端です。この切れ端を使って王妃様と王妃様付きの侍女のみなさんがバザーのためにハンカチーフを作ったり、刺し繡しゆうしたりしてくださるそうです」

　王妃は慈じ善ぜん事じ業ぎように力を注そそいでいる。王家主催のバザーもその一いつ環かんで、数年に一度開かれていた。このバザーには貴族がこぞって参加し、我先にと王家縁ゆかりの品を買ってくれるので、効こう率りつよくお金を集めることができるのだという。

「王妃様は刺繡がお得意なのです。毎回、王妃様が仕上げたハンカチーフや小物は飛ぶように売れてしまうんですって」

「王妃様自みずからバザーの品を作っているんだね。すごいな」

　シャルル王子の感心したような声に、リーフィアは嬉うれしくなってにっこり笑った。

「はい。王妃様はじめ、システィーナ様もエーヴェルト殿下も、そして陛へい下かも、みんなすばらしい方ばかりです」

「そうだね、ここで働くみんなが王族を慕したっているのがよく分かるよ」

　そんな話をしながら二人が廊下の角を曲がろうとした時だった。前をよく見ていなかったリーフィアは向こうの廊下から曲がろうとしてきた相手と鉢はち合あわせし、うっかりぶつかってしまった。幸い、お互い速度は出ていなかったため、倒れることはなかったが、相手の足に思い切り鼻をぶつけてしまったリーフィアの衝しよう撃げきは少なくない。

　涙目で見上げたリーフィアは、そこによく見知った姿を認めて目を見開く。

「すみませ……あ」

「ああ、すまない。……フィラン!?」

　相手もぶつかったのがリーフィアだと分かり、目を丸くした。

「殿下……」

　なんとリーフィアがぶつかった相手はエーヴェルトだった。一人ではなく、隣にはエルフィン王女が、そして彼らから少し離れた後ろにはブラッドリーがいた。

「ごめんね、フィラン。大丈夫だったかい？」

　久しぶりに間近で見るエーヴェルトの姿に、リーフィアはなぜか胸が詰まってしまい、言葉もなくただ見上げた。エーヴェルトはそんなリーフィアの様子をぶつかった痛みのせいだと思ったらしい。

「痛かったかい？　どこぶつけたの？」

　屈かがみ込み、手を差し伸べて──リーフィアの気のせいでなければ、エーヴェルトはいつものように抱き上げようとした。ところが彼の手が届く前にシャルル王子がリーフィアの肩を摑つかみ、くるりと自分の方を向かせた。そのせいでエーヴェルトの手は行き先を失うしなう。

「フィラン、大丈夫？　鼻思いっきりぶつけたよね？　痛くない？」

「え？　あ、大丈夫です。それほどひどくぶつかったわけじゃないので」

　シャルル王子にそう答えるリーフィアは、エーヴェルトが眉を寄せていたことに気付かなかった。そこにおっとりとした声がかかる。

「あら、シャルル。こんなところでどうしたの？　会議は終わったの？」
















　エルフィン王女だ。弟の姿を見つけ、不思議そうに首をかしげている。シャルル王子はリーフィアの肩を摑んだまま、声のした方に顔を向けた。

「あ、姉上。会議が早めに終わったんです。ですから、お遣いに行くというフィランに付き合って、これから王妃様のところへ向かうつもりです」

「まぁ、そうなの。失礼のないようにね」

　それからエルフィン王女はリーフィアを見てにっこり笑った。

「フィラン。弟はお友だちができて毎日とても楽しそうなの。この子にいつも付き合ってくれてありがとう。もうしばらくよろしくね」

　エルフィン王女はシスティーナの部屋にも何度か訪おとずれていたので、リーフィアとは面めん識しきがある。けれど、直接話しかけられたのはこれが初めてだった。

「は、はい」

　驚きながらもリーフィアは頷く。けれどこの時、エーヴェルトがぴくりと眉をあげたことにはやはり気付かない。主あるじの心の機き微びに目ざとく気付いたのは少し離れて見ていたブラッドリーで、彼はどうしたものかと頰を搔かいていた。

「ところで姉上はどうされたのです？　今日は大使夫人とお茶会の予定ではありませんでした？」

　シャルル王子が無む邪じや気きに尋ねると、エルフィン王女は嬉しそうに笑って答えた。

「開始までまだ時間があるからエーヴェルト様とご一緒させていただいていたのよ」

「そうですか」

　シャルル王子はリーフィアの肩に手を置いたままエーヴェルトを見上げてにっこりと笑った。

「エーヴェルト殿下。姉上をお願いしますね。こんなに嬉しそうな姉上を見るのは久しぶりなんです。カーディフへの輿こし入いれ時期が決まって以来、姉上はずっと暗い顔をしていましたから」

　エーヴェルトがそれに反応を示すより先に、エルフィン王女が感激したように言った。

「まぁ、シャルル！　あなただけよ、そう言ってくれるのは。皆は諦あきめろというばかりで」

「僕だけは姉上の味方ですからね！」

「ありがとう、シャルル」

　エルフィン王女は目を潤うるませたが、ここには自分たち以外にエーヴェルトもリーフィアもいたことを思い出したようで、瞬まばたきして涙を払ぬぐうと優しい笑みを浮かべた。

「先せん方ぽうをお待たせしてはいけないわ。引き止めてごめんなさいね、二人とも」

「じゃあ、僕たちは王妃様の部屋に行かなければならないので、そろそろ失礼します。さぁ、行こう、フィラン」

「え？　あ、はい。失礼します」

　シャルル王子に促うながされ、リーフィアは慌てて二人に頭を下げると歩き始めた。シャルル王子に肩を抱かれたままであることにリーフィアが気付いたのは、少し経たってからだ。

「あ、すみません」

　慌てて一歩離れると、シャルル王子の手は意外なことに簡単に離れていった。たぶんリーフィアを支えようと思っただけだったのだろう。

　──相手はまだ十一歳の子どもだもの。

　女の子の肩を抱いたり抱き寄せたりすることに何も意味はないのだろう。

　そう思った時、なぜか先ほどのエーヴェルトとエルフィン王女の姿が脳のう裏りに浮かんでリーフィアは口を引き結んだ。

　子ども同士のリーフィアとシャルル王子と違って、エーヴェルトやエルフィン王女は大人だ。それがあんなに寄より添そって歩くのは……。

　リーフィアがエーヴェルトとぶつかった時に言葉が出てこなかったのは、彼の姿をあんなに近くで見たのが久しぶりだったこと以外にも理由があった。エルフィン王女が彼にしなだれかかるように寄り添っていたからだ。

　おそらくエルフィン王女が一方的にエーヴェルトに寄りかかっていたのだろうが、それでもなんだか面おも白しろくなかった。それを許している彼もどうかと思ってしまう。

　──子どもじゃないんだから。周囲に誤解を与えそうな行動は慎つつしむべきじゃない？

「フィラン？」

　あまりにも渋しぶい顔をしていたからだろうか。不思議そうにシャルル王子がリーフィアの顔を覗き込んでいた。

「あ、すみません。何でもないです。システィーナ様が帰りを待っているので、王妃様の部屋に急ぎましょう」

　慌ててそう誤ご魔ま化かしながら、リーフィアは胸の奥に湧わき上がったもやもやを振り払うと、少しだけ足を速めた。シャルル王子がそれに続く。

　──エーヴェルトと結局全然話せなかったことにリーフィアが気付くのは、もっとずっと後のことである。
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「あのクソガキ……」

　リーフィアとシャルル王子の姿を見送った後、エーヴェルトの口から小さく吐はき出された音に、エルフィン王女は耳ざとく気付いた。

「？　今、何か仰おつしやいました？」

　はっきりとは聞こえなかったらしい。エーヴェルトは微び笑しようを浮かべてさらっと答えた。

「いいえ。別に。……ああ、そういえば、シャルル殿下は最近よくフィランと一緒にいるようですね」

　エルフィン王女は目を瞬かせながら頷く。

「ええ、そうですね。彼女がとても気に入ったようで、わたしと話す時はあの子のことばかりです」

「そうですか」

　にこにこと笑顔を作りながら言ったエーヴェルトのその言葉に、不ふ穏おんな響ひびきを感じとったブラッドリーが慌てて口を挟んだ。

「実は、フィランは殿下がとても可か愛わいがっている子なんですよ」

「まぁ、そうなんですか？　殿下は子どもがお好きなのですね」

　無邪気に微笑むエルフィン王女に、エーヴェルトはにっこりと笑って答えた。

「ええ。好きです。とても」

　その輝かがやくような笑みに、エルフィン王女はポッと顔を赤らめる。

「わたしも子どもは好きですわ。できれば可愛がれる女の子が……」

「ああ、エルフィン殿下、申し訳ないですが、そろそろ次の公務の時間なので僕はこれで失礼します」

　エーヴェルトはエルフィン王女の言葉を遮って言った。

　もともと公務を終えて部屋を出たところで待まち伏ぶせされ、仕方なく次の公務へ向かうまでという約束で一緒に歩いていただけなのだ。

「そうですか……」

　悲しそうな顔になるエルフィン王女を見ないようにして、エーヴェルトはブラッドリーに合図する。ブラッドリーは心こころ得えたとばかりに、更に後ろで身を潜ひそめていた王女の付き人に声をかけた。

「俺たちはこれで失礼しますので、エルフィン殿下のことは頼みましたよ」

　本人は一人で動いているつもりのようだが、他国であればなおさら、王族であるエルフィン王女が一人で出歩けることはない。シャルル王子も同様で、少し離れた場所には必ず護ご衛えいが見守っている。

　エーヴェルトにもブラッドリーがついているし、システィーナにも常つねに侍女が付き添っている。王族が誰かと二人きりになることは、意い図として追い払はらわない限り絶対に無理なのだ。

　だからこそ、エルフィン王女に不意を打たれても、シャルル王子がリーフィアに近づいても、エーヴェルトは冷れい静せいでいられるのだ。……ある程度は。

　だが、どうやらシャルル王子はその限度を超えつつあるようだ。そう考えて気が重くなるブラッドリーだった。

「それでは僕はこれで。無事に部屋にお帰りください」

　エーヴェルトは笑みを浮かべたままそう告げると、さっさと歩き出した。ブラッドリーがそれに続く。

　二人とも、その場で見送るエルフィン王女の寂しげな表情には気付かないふりをした。

　やがて彼女から完全に見えない位置に来ると、エーヴェルトは足を止め、疲つかれたようなため息をついた。

「お疲れ様です、殿下」

　ブラッドリーはエーヴェルトを労わると、今来た方をちらりと振り返る。

「……いい加か減げんに諦めて欲しいものですね。殿下に縋すがっても何にもならないのに」

「まったくだ。同じ王族として気持ちは分からないでもないが、相手を間違っている。早くそれに気付いてくれればいいのだけど」

　エーヴェルトも同意し、再び小さな息を漏もらした。

「与えられることに慣れすぎていて、分からないんだろうな」

　そう言った時だった。何かに感づいたようにブラッドリーがハッとする。

「殿下」

　その声に警けい戒かいが含ふくまれていることに即そく座ざに反応し、エーヴェルトは気を引きしめる。直後、誰もいないはずのその場に第三者の声が響いた。

「殿下」

　──気が付くと、目の前に黒いローブ姿の黒髪の青年が立っていた。瞬き一つする間もない、ほんの少しの間の出来事だった。

　けれど、エーヴェルトもブラッドリーも特別に驚おどろきはしない。「彼」が姿を現す時はいつもそうだからだ。

　そしてそんな時は、たいてい何かが起こった時だ。

「ラディム＝アシェル。何があった？」

　エーヴェルトはフォルシア国が誇ほこる天才魔法使いラディム＝アシェルに問いかける。その顔にいつもの笑みはなかった。

　ずっと、予感があったからだ。

　普ふ段だんは魔法に関すること以外しゃべらないラディム＝アシェルが、この時ははっきりした口調で告げた。

「東館でごくごく最近使われたものと思われる魔法の形けい跡せきを発見しました。古い型タイプの魔法で、奴やつの魔力です。間違いありません。奴が──アーネル＝エフィロットがこの城の中にいます。おそらくは、ガジス国の親善使節団の中に──」




　それは、曲がりなりにも保たもっていた平へい穏おんを、一瞬で破は壊かいする言葉だった。
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　城下の視し察さつという取ってつけたような公こう務むを急きゆう遽きよやめて、エーヴェルトたちは魔法使いたちが暮らす塔とうへと向かった。

　話を聞くだけならエーヴェルトの部屋でもよかったが、事が事だけに誰かに聞かれては困るのだ。もしラディム＝アシェルの言うとおりにアーネル＝エフィロットがガジス国の親しん善ぜん使し節せつ団だんに紛まぎれ込んでいるのなら、魔法を使ってこちらの動向を監かん視ししていることも十分あるからだ。

　魔法使いの塔なら特とく殊しゆな結界が張られていて、関係のない者は入れないし、外からの魔法の干かん渉しようも防げる。内ない密みつな話をするのにはうってつけの場所だった。

「では詳くわしく話を聞こう。古い魔法の痕こん跡せきがあっただって？」

　ラディム＝アシェルの執しつ務む室しつに落ち着くと、エーヴェルトが口くち火びを切る。すると答えたのは、ラディム＝アシェルではなく、エーヴェルトたちの前のテーブルにお茶を配っていた弟で子しのルドルフだった。

「あ、俺から説明するっス。師し匠しようの要よう領りようを得ない説明だと時間の無む駄だっスからね」

　とても師匠に対する言葉とは思えない台詞せりふだったが、ラディム＝アシェルを含め、それを咎とがめる人間はここにはいない。何しろルドルフの言っていることは真実だったし、彼がいなければラディム＝アシェルは普通の日常生活を送ることすらあやしいのだから。

　お盆を手にしたままラディム＝アシェルの隣となりに腰を下ろすと、ルドルフは説明を始めた。

「ガジス国の親善使節団が城にやってきた時から、フィールドワークに慣れた魔法使いたちを中心に城の中を時々見回っていたっスよ」

　古い魔法は今の魔法の体系とは大きく異なっているため、術じゆつに慣れているか、魔力の気配に聡さとい魔法使いでないとなかなか見つけにくい。だからラディム＝アシェルは普段は塔の外にフィールドワークに出ている魔法使いたちに城の見回りを命めいじたのだ。

　彼らは昔の遺い跡せきなどで古い魔法の文ぶん献けんや使われた形けい跡せきを探し出すことを日常的にこなしている。塔の中だけで仕事をしている魔法使いに比べて古い魔法にも慣れているし、気配にも聡い。まさに捜そう索さくにはうってつけの人材だった。

「しばらくの間は何も見つからなかったんスけど、彼らの一人がつい先日、東館で新たな魔法の痕こん跡せきを発見したんっス。で、師匠が確認しにいったら、アーネル＝エフィロットの魔力に間違いない、と」

　エーヴェルトとブラッドリーがラディム＝アシェルに視線を移すと、彼は肯こう定ていするように頷うなずき、口を開いた。

「以前はなかった痕跡だ。故こ意いに消されているのではっきりしたことは言えないけれど……。でもここ最近のものなのは確かだよ」

「で、ラディム＝アシェルはアーネル＝エフィロットがガジス国の親善使節団に紛れ込んでいると思うんだね？」

「うん。間違いないと思う」

「外部からの侵しん入にゆうという線は考えられないのか？」

　ブラッドリーの当然の疑問に、ラディム＝アシェルは首を横に振って答えた。

「それはない。結界も調べたけど、綻ほころびはなかったから」

　これは王族と一部の重じゆう臣しんたちにしか知らされていないことだが、前回のアーネル＝エフィロットの事件の後、塔の魔法使いが総そう力りよくをあげて城をぐるりと取り囲む結界を張ったのだ。それは人の侵入を阻はばむものではなく、外から城内に及ぼそうとする魔法を防ぐ類たぐいのものだった。

　アーネル＝エフィロットは逃とう亡ぼうしたが、必ず再びやってくると確信があったからこその処しよ置ちだった。

　今回、その結界に穴があったり無理やりあけようとした形跡はない。つまり──。

「間違いなく、今回の魔法は内部からのものということ。術はあそこから城内のどこかに道を開いて移動したもののようだ。慎しん重ちように消されていて道がどこに繫つながっているのかは分からないけれど、古い魔法が使われていた。そこに込められた魔力も間違いない。アーネル＝エフィロットだ」

「やはり、奴やつは再びリーフィアを狙ってやってきたか。それなのに、こんな重要時に自由に動けないのは困るな」

　エルフィン王女のことを示し唆さしながらエーヴェルトは顔を顰しかめた。が、すぐに何かを思い出したようにラディム＝アシェルを見る。

「東館と言ったね。今回もまた東館を使ったということか。でも妙みようだな。前の時は奴が働いていた図書館から近かったことと、人が来る心配がないからあそこを利用したのだと思っていたが……。今回、奴がガジス国の人間に扮ふんしているとすれば、東館を使うのは何か違い和わ感かんがあるな。外国人はあそこに用はないから、出入りしているところを見られでもしたら、かえって目立ってしまう」

「そういやそうですね」

　ブラッドリーも同意する。

「人ひと目めにつかない場所だったら自室でもいいわけですしね。東館を使う他の理由があるのかもしれません。とりあえず、ガジス国の使節団の中に最近東館に行った者がいないか調査してみま……」

　そこまで言うとブラッドリーはふと言葉を切り、それから独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「そういえば最近、リーフィアがシャルル殿でん下かを東館に案内したという話だ。迷めい路ろみたいな場所が気になって見に行きたいと本人が言ったらしいが……」

「シャルル王子か……」

　エーヴェルトはすっと目を細めて物ぶつ騒そうなことを言った。

「いっそのことあのクソガキがアーネル＝エフィロットなら、遠えん慮りよなくリーフィアから引き離して叩たたきのめせるんだが……」

　冗じよう談だんとは思えないその口く調ちように、ブラッドリーはギョッとなった。顔を引きつらせて、エーヴェルトに詰つめ寄る。

「お前、怖こわいこと言うなよ！　本当に殿下がアーネル＝エフィロットならともかく、もし間違っていたら外交問題だぞ！」

「もちろん、あくまでシャルル王子が本当にアーネル＝エフィロットならだ。希望的観かん測そくだよ」

　そこで言葉を切り、エーヴェルトは肩を竦すくめた。

「ただ、残念なことに王族には特別なしきたりや作法が色々あって付け焼やき刃ばでその人物を真ま似ねできるものじゃない。それに、家庭教師のように誰も本来の人物を知らない中に入り込むのとは訳が違う。周囲にあれだけシャルル王子を知っている人間がいるんだ。いくらアーネル＝エフィロットが他人に成りすますのが得意だとしてもおそらく無理だろう」

「そう思っているなら口に出すなよ」

「だから希望的観測だって。そうだったらいいなというだけだ。子どもなのをいいことに、あまりにリーフィアにベタベタしているから、どうにも排はい除じよしたくなってね」

　今度はにこにこと笑って更に物騒なことを口にする。顔は笑っているけれど、その碧あおい目は笑っていなかった。

「勘かん弁べんしてくれ」

　ブラッドリーはうめく。

　普ふ段だんはにこやかに笑い、優しげな態度とそつのない言動から「物語の中の王子」「王子の中の王子」などと言われているエーヴェルトだが、中身はかなり大人げなかったりする。いつもは単にそれを表に出さないだけだ。

「エルフィン王女とシャルル王子のせいでもう半月近くリーフィアを抱きしめていないんだ。今日も邪じや魔まされた。それなのにあのクソガキはリーフィアにべったりだ。僕が腹を立てるのは当然じゃないか。親善大使でなければさっさと城から叩き出しているところだよ」

　今の言葉はブラッドリーにはかなり本気に聞こえた。どうも腹に据すえかねているらしい。

　エーヴェルトが王子という立場からくるストレスを小動物を可か愛わいがることで解消しているのをブラッドリーは知っている。だからこそしょっちゅう動物を拾ってくる彼に強く言えず、つい許してしまうのだ。

　ところが、最近はその可愛がる対象がリーフィアのみに移行しつつあった。おかげで拾い物は確実に減っているので、それ自体は構かまわないが、ここに来て新たな問題が生しようじている。

　エーヴェルトにとって可愛いものへの愛情はなじみのものだ。だからそれに紛れてしまい、どうも自分のリーフィアへの気持ちに気付いていないらしい。小動物への愛情の延えん長ちようだと思っている節ふしがある。

　思わせぶりなことを口にするし、会いたい、抱きしめたいなどと言っている様子はまるで恋い焦こがれている男そのものなのに、どうして気付けないのか。そのくせ、無む自じ覚かくの恋情が入っているため、リーフィアへの執しゆう着ちやくがとんでもないことになっている。

　リーフィアも子どもの姿の時と大人の姿の時ではエーヴェルトに対する反応が違うくせに、それがどうしてなのか自覚できていない。はたから見ているこちらの方がもどかしくなる。

　おそらく大人の姿で会う機会が絶対的に少ないからだろう。

　とにかくこのままでは本当にエーヴェルトの苛いら立だちの矛ほこ先さきがシャルル王子に向かいかねない。なんとかエルフィン王女とシャルル王子の目を誤ご魔ま化かしてエーヴェルトのもとへリーフィアを連れて行こう。そう決心したところだった。

「殿下、物騒っスね。憧れの王子様プリンス・チヤーミングという評判が台だい無なしっスよ」

　二人の会話を黙だまって聞いていたルドルフが忌き憚たんのない感想をぶつけた。自国の王子相手に面と向かって言うのはどうかと思ったが、ブラッドリーはちょうどいいとばかりにルドルフの方に視線を向けた。

「ルドルフ、後でちょっとばかり協力してくれないか。国の一大事だ」

「ん？　何か分からないけど、リーフィアのことだったら協力するっスよ」

　気のいいルドルフは何かを察さつしたようで、二つ返事でそう請うけ負おった。

　そこにエーヴェルトの恋愛問題にはまるで興味のないラディム＝アシェルが、唐とう突とつに口を挟はさんだ。

「殿下。城の外にめぐらせた結界を一度破は棄きし、新しい結界を張る許可をください」

「新しい結界？」

「はい。親善使節団に紛れ込んだアーネル＝エフィロットを逃にがさないための処置です。今まで外向きに張っていたものを内側へ向けた結界に作り替えます」

　ラディム＝アシェルの言っていることをすぐに察したエーヴェルトは、確認するように尋ねた。

「それはつまり、中に入れないようにしていたものを、外に出られない形に変えるということかな？」

「そうです。奴が魔法を使って城外へ脱だつ出しゆつするのを防ぐことができます。……ただ、これは魔法を防ぐものなので、物理的に城の門の外へ出ようとするのは防げませんが」

　エーヴェルトは心こころ得えたとばかりに頷いた。

「そこは僕にまかせてくれ。親善使節団が帰国するその日まで、ガジス国の人間を城から出さないように徹てつ底ていさせよう。幸い、難むずかしいことじゃない。使節団の活動は主おもに城の中で行われるし、城の外へ出る予定があるのはシャルル王子の孤こ児じ院いんへの視察だけだ。それもシスに言って孤児院の子どもたちを城へ招しよう待たいするという形に変えればいい」

「そうしてくれると助かります」

　ラディム＝アシェルはそう言うと、前髪に隠かくれた目をすっと細めた。

「今度こそ、絶対に奴を逃がさない。必ず捕つかまえる」

　その言葉は静かな決意に満ちていた。




　エーヴェルトとブラッドリーが次の公務のために魔法使いの塔を出て行った後、ラディム＝アシェルはルドルフに命じた。

「すぐに伝令を飛ばし、各地でフィールドワークに赴おもむいている魔法使いに師匠……前まえ長おさの居場所を捜さがすように伝えて」

　ルドルフは目を丸くした。

「師匠の師匠をっスか？」

「ああ」

　高こう齢れいなためによく誤解されるのだが、ラディム＝アシェルの育ての親である前長は別に亡なくなったわけではない。長の座を退しりぞき、弟子に譲っただけだ。それも「残り少ない人生を自由に旅して回りたい」などと言って強引に押しつけたのが事の真相だ。

　前長はもともとフィールドワークが好きで、若い頃は各地を飛び回っていた。ところが長に就しゆう任にんしてしまったために、それができなくなってしまい、相当悔くやしかったようだ。長に相応ふさわしい人間が出てきたらその人物に地位を譲ゆずって、自分は旅をして回りたいとかねてから希望していた。

　そして後こう継けい者しやに相応しい強い魔力と制せい御ぎよ力りよくを持った弟子──ラディム＝アシェルが成人にあたる十五歳になるや否いなやすぐに長の座を押しつけて旅に出てしまったのだ。

　時々便りは届くので元気でやっているようだが、今現在どの辺あたりを旅しているのか、ラディム＝アシェルたちには見当もつかなかった。

「エドウィナ＝エフィロットについて調べても詳しよう細さいが出てこない以上、当人と会ったことがある人から話を聞くしかない」

　前回アーネル＝エフィロットを取り逃がした後、ラディム＝アシェルとルドルフはエドウィナ＝エフィロットについて調べようと、塔の資料室をくまなく探した。アーネル＝エフィロットの正体を探さぐるためには、師匠だと称しようしていたエドウィナ＝エフィロットを調べれば手がかりを得られると思ったからだ。

　けれどエドウィナ＝エフィロットは禁きん忌きを犯おかした魔法使い。彼女に関する資料はほとんど消去され、唯ゆい一いつ残っていたのがアーネル＝エフィロットに盗まれた研究資料だったのだ。

　その資料が奪うばわれた以上、残された方法はエドウィナ＝エフィロットを知っている人間に詳しく尋たずねることだった。ところが、エドウィナ＝エフィロットが死んだのは八十年近くも前のことだ。当時の魔法使いたちの多くは亡くなり、今も存ぞん命めいなのはラディム＝アシェルが知る限り、前長だけなのだ。

「師匠を見つけたら早急にお帰りいただくように手配して。もし、すぐに帰るのが難しい場合はひとまずアーネル＝エフィロットという自称エドウィナ＝エフィロットの弟子に聞き覚えがあるかどうか、エドウィナ＝エフィロットのことを詳しく記しるした書物か何かが他に残っていないかだけでも塔まで知らせるように伝えて欲しい」

「承しよう知ちしたっス。すぐに各地のうちの魔法使いたちに知らせるっスよ！」

　力強く頷くと、ルドルフは執務室を慌あわただしく出て行った。ラディム＝アシェルはしばらくその場に立ち、ぼんやりと床を眺ながめていたが、やがて顔をあげて虚こ空くうに向かって呟いた。

「エドウィナ＝エフィロット。かつては天才と言われた禁忌の魔法使い。彼女はなぜ禁きん呪じゆになど手を染めたのか……」

　その答えを知る手がかりは、アーネル＝エフィロットが握にぎっている。
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「え？　私はこれから自由時間？」

　勉強を終えてシスティーナの部屋に戻ってきたリーフィアはびっくりしてリリアンに尋ねた。リリアンはにっこり笑って頷く。

「ええ。久しぶりにエーヴェルト様の犬たちに会いに行ってみたらどう？　フィランが可愛がっていた子犬の引き取り先が決まったそうだから、会えるのは今だけよ」

「ああ、あの子、もらい手が見つかったのね。あ、でもこれからシスティーナ様の公務にお付き合いして、孤児院の子どもたちと会うってことになっていたのだけど、それはいいの？」

　システィーナは今シャルル王子と共に、城に招待された孤児院の子どもたちと会っている。子ども相手なので、リーフィアもいた方がいいということで、これから合流するはずだったのだが……。

「これはシスティーナ様が仰おつしやったことよ。フィランは来なくていいって。最近あまり自由時間をあげられなかったからってことのようよ。孤児院の子どもたちは顔なじみのシスティーナ様がいるから大丈夫。気にしないで犬たちに会いに行ってあげなさいな」

　思いがけない自由時間にわくわくしながらリーフィアは頷いた。

「分かったわ、システィーナ様がそう仰るなら」

　エーヴェルトが拾ってきた犬や猫たちは城内で専用の小屋で飼し育いく係がかりによって育てられている。城内の誰かが気に入れば譲り受けることも可能だ。そのお披ひ露ろ目めと散歩を兼かねて一日のうち何時間かは小さな中庭で放し飼がいをしているので、リーフィアは犬たちと遊ぶためにたびたび足を運んでいた。中でもリーフィアとほぼ同じ時期に城にやってきた子犬たちは大のお気に入りだ。

　ところが最近はシャルル王子に付き合わされていることから、なかなか犬たちに会いに行く時間が取れず、すっかりご無ぶ沙さ汰たしていた。その間にどうやら引き取り手が見つかったらしい。

　寂さびしいけれど、犬たちにとっては可愛がってくれる飼い主がいた方がいいに決まっている。もらわれるまでうんと可愛がってあげようと、弾はずむ足取りでリーフィアは中庭に向かった。

　いくつか建物を渡り、回かい廊ろうを回って目的の中庭に出たリーフィアは、そこに思いもよらない人物を認めてびっくりして足を止めた。いつものベンチに腰を下ろして犬たちを抱き上げながら笑っているのは、なんとエーヴェルトだった。その少し離れた場所には護ご衛えいのブラッドリーの姿もある。

　エーヴェルトもエルフィン王女につきまとわれ、それを避さけるために必要のない公務を詰め込んでいることからなかなか犬たちに会いに来られないと聞いていた。それが偶ぐう然ぜんにも同じ時間帯に犬たちに会いに来るなんて……。

　そこまで考えてリーフィアは内心首を横に振った。もちろんそんな偶然、あるわけがない。

　──もう、システィーナ様とリリアンったら。

「リーフィア！」

　回廊から一歩中庭に入ったところで足を止めているリーフィアの姿に、エーヴェルトが気付く。

「リーフィア、おいで！」

　エーヴェルトはパッと満面の笑みを浮かべると、来い来いと手で招まねく。

　──おいで、だなんて。犬や猫じゃないんだから。

　そう思いながらも久々の邂かい逅こうに嬉うれしさを覚えている自分がいた。

　小走りで近づくと、あっという間に抱き上げられる。

　──で、やっぱりこうなるのね。

　膝ひざの上に下ろされ、ぎゅうぎゅうと抱き込まれる。ところがなぜかいつもと違って後ろ向きではなく、正面で向かい合う形で座らされていた。

「ちょ、ちょ、ちょっと……！」

　膝に載のるというよりは膝をまたいでいる自分の姿に、リーフィアは妙な危き機き感かんを覚える。そんな彼女にはまったくお構いなく腕うでの中に抱き込み、その感かん触しよくを堪たん能のうしたエーヴェルトは上じよう機き嫌げんで笑った。

「あー、久しぶりのリーフィアだ！　やっぱりこれじゃなくちゃ。あ、ほら、顔をよく見せて？」

　腕の力が緩ゆるんで、エーヴェルトが顔を覗のぞき込んでくる。
















「うん、これ、これ。この嫌いやそうだけど仕方なく我が慢まんしている顔。これがいいんだよね」

　にこにこ笑いながら美形王子の口から出たとんでもない言葉に、リーフィアは固まった。

　……常つね々づねそうじゃないかと思っていたが、やっぱりエーヴェルトはリーフィアが抱っこされたり膝に載せられたりするのを、内心では嫌がっているのをよく分かっていながらあえてやっていたのだ。

「変へん態たいかよ、お前は！」

　傍ぼう観かんしていたブラッドリーが突っ込みを入れる。当然、敬けい語ごは吹っ飛んでいた。

「失礼な。変態じゃないさ。ただ、嫌そうな顔をするリーフィアを見ているとちょっとゾクゾクしてくるんだ」

「それが変態だっていうんだよ！」

　そう叫さけんでからブラッドリーは、エーヴェルトの腕の中でドン引きしているリーフィアに妙に悲痛な顔をして言った。

「すまない、リーフィア。こいつ久しぶりだし、ストレスが溜たまっていたから、今、頭のネジが飛んでいるんだ。ちょっと経たてばいつもの具合に戻るから、もう少しの間我が慢まんしてくれ！」

「……分かりました」

　しぶしぶ頷きながらリーフィアは自分に言い聞かせる。

　──仕方ない。確かに驚おどろいたし今現在も絶ぜつ賛さんドン引き中だけど、久しぶりなのは事実だし、殿下の趣味が少し変わっているのも分かっている。だからこんなの想定内だ。うん、想定内。

「やっぱりもっと頻ひん繁ぱんに時間を作らなければ……」

　ブラッドリーが何やらベンチの後ろでブツブツ言っていたが、リーフィアは心の安あん寧ねいのためにそれを確認することはやめておいた。

　しばらくして、ブラッドリーの言うとおり、エーヴェルトはリーフィアを堪能して気がすんだのだろう。膝上抱っこは変わらなかったが、対面を嫌がるといつものとおりの後ろ向きに修正された。

　やがて犬たちが寄ってきて、膝の上に載ったり、エーヴェルトの足にじゃれついたりしているのを見ているうちにリーフィアの心も落ち着いてきて、まぁいいかという気になった。なんだかんだ言ってもすでに抱っこには慣れている。今さらだ。

　リーフィアにとってエーヴェルトと一緒に犬と戯たわむれるこの時間は心休まる大切な時間だ。咎めるより、会えなかった時間を埋うめ合わせる方が大事と思えた。

「……というわけで、リリアンに言われてここに来たんです」

「それは誰かさんたちが画かく策さくしたんだろうね」

　エーヴェルトはちらりとブラッドリーの方を見て笑った。

「そういえば、殿下の方は？　エルフィン殿下は今日は一いつ緒しよじゃないんですよね？」

　中庭を見渡してもエルフィン王女の姿はない。思わず尋ねるとエーヴェルトはリーフィアの頭ず上じようでくすっと笑った。

「ルドルフが作り上げた僕の幻まぼろしに気を取られているうちにそっと逃げてきたよ。しばらくはあの幻げん影えいが追い駆かけっこの相手をしてくれるだろう」

　リーフィアは知らなかったが、それはエーヴェルトのストレスがかなり溜まっていることを危き惧ぐしたブラッドリーが、ルドルフとリリアンの協力のもと行った引き離し作戦だった。もちろんシスティーナも一枚かんでいて、シャルル王子の公務がそう簡単に終わらないように陰かげで工作している。

「あのクソガキもいないし。久しぶりに君と二人でのんびりできてホッとするよ」

「クソガキって……」

　一国の王子の口から出たとは思えない単語を耳にしてリーフィアは聞き間違いかと思った。

　けれど、どうも気のせいではないらしい。上から不満そうな声が降ってくる。

「クソガキで十分だよ。彼のせいで君にはなかなか会えないし、しかもあれは絶対にわざとやっている。僕が君に会うのを邪魔したいのさ」

「まさか」

　そう言いつつも、絶対違うとは言えなくもない。ばったり廊下の角かどで出くわした時のことを思い出し、リーフィアはこっそりそう思った。

　でもそれはリーフィアとエーヴェルトが会うのを邪魔したいというのではなく、姉の恋の手助けをしたいからではないのだろうか。リーフィアはそんなふうに感じていた。ガジス国の誰もがエルフィン王女がエーヴェルトを追いかけ回すのを見て渋しぶい顔をしているのに、シャルル王子だけは姉王女に同情的だったからだ。

「……それにだいたい会えないのは、エーヴェルト殿下がいつもエルフィン殿下といるからですよ」

　言うまいと思ったのに、リーフィアはなぜかそう口に出していた。

「シャルル殿下は公務の合間に遊びに来ているだけです。でもエルフィン殿下は公務がないからってずっと殿下の傍そばにいるじゃないですか。いつ見ても二人一緒でしたよ」

　リーフィアが城でエーヴェルトの姿を見かけるたび、その傍にはエルフィン王女の姿があった。それでいつも声をかけそびれていたし、親しそうにしている二人を見ていたくなくて視線をそらしたり、隠れたりしていた。でもその時リーフィアの傍にシャルル王子はいなかった。

「もしかして、リーフィア、妬やいてる？」

　どことなく嬉しそうな声が上から降ってきて、リーフィアはカッと自分の顔に熱が集まるのを感じた。

　──嫉しつ妬としている？　私が？　エルフィン殿下に？

「ち、違いますっ！　妬くとかじゃなくて！　ただ、あんまり会えなくなってて、それで……」

　慌あわてて否定したものの、自分でも何を言っているのか分からなくなる。

「そ、それまでよく会えていたから、急にそうなって、ただ、寂しいかなとか思って……！」

「僕に会えなくて寂しいと思ってくれたんだね、リーフィア」

　更に嬉しそうな声が頭の上から聞こえた。

「そ、それはっ。その……」

　言葉に詰まっていると、リーフィアはぎゅっとエーヴェルトに後ろから包つつみ込むように抱き込まれた。

「ああ、もう、すごく可愛いな！」

「みぎゃあ！」

　ぐりぐりぐり。頭のてっぺんに顔を押しつけられ、リーフィアの口から思わず変な声があがった。その声に膝の上の犬がビクッと飛び上がって慌てて逃げていく。けれど、リーフィアにそれを気にしている余裕はなかった。

　頭に熱い吐と息いきを感じて、ぞわぞわと背せ筋すじに震ふるえが走る。

「ちょ、ちょっと、殿下！」

「リーフィアが可愛すぎて限度超えそう。このまま部屋に連れて帰りたい」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめながら吐はかれたその言葉にリーフィアは仰ぎよう天てんする。何だろう、そのやばい感じの台詞は！

「ちょ、ちょっと待って！　今は子どもの姿ですよ！　幼児性愛病者ロリコンはお断りです！」

「大人の姿なら問題ないということ？」

「違います！」

　──大人の姿になったりしたらもっとやばい気がする！

　危険を感じてリーフィアはエーヴェルトの腕から逃のがれようと手足をバタバタさせた。離れて見ているブラッドリーがそれで助けに来てくれるだろうと思ったからだ。

　ところが残念ながらブラッドリーが今回だけは大目に見ようと思っていることをリーフィアは知らない。

　いつまで経っても来ない助けに、本気でリーフィアが焦あせりだした時、不意にエーヴェルトが彼女の頭に顎あごを載せて小さな声で言った。

「妬く必要はないよ、リーフィア。エルフィン王女は僕に本気なわけじゃないから」

　その言葉にリーフィアは暴あばれるのをピタッとやめた。

「え？」

「エルフィン王女は僕が好きなわけじゃない。せいぜい憧あこがれている程度だ」

「憧れ？」

　この城に来た当日、出迎えたみんなの前であんなことを宣言しておきながら？　あんなに毎日毎日エーヴェルトを追いかけているのに？

「まさか」

　あれが単なる憧れなのだとしたら、本気になった場合はどうなるというのだろう。

「でもそのまさかなんだよ。彼女が好きなのは『理想の王子』であって僕じゃない。彼女の思い描く『理想の王子像』に当てはまれば、僕でなくても誰でもいいんだ」

「え？」

　思わず見上げたリーフィアの目に、苦笑を浮かべたエーヴェルトの表情が映った。

「相手が何を求めているか、自分が本当に求められているのかそうでないかくらいはすぐに分かる。でなければ王子なんて仕事はできないよ。たいていの人間が僕から何かを得ようと思って擦すり寄ってくるんだから」

　その言葉にリーフィアは虚きよをつかれた。確かにそのとおりだ。エーヴェルトの容よう姿しや人となりに惹ひかれた人間以外にも、王子だというだけで集まってくる人間も大おお勢ぜいいるだろう。

　今、エーヴェルトはさらりと言ったがその言葉には色々な思いが込められている気がした。

「だからね、エルフィン王女が何を求めて僕を追いかけているのか、分かるんだ。彼女が求めているのは『エーヴェルト』という人間じゃなくて、『フォルシアの王子』だ。自分を助けてくれそうな『理想の王子様』さ。物語の中の王子のように姫の危機を救い、彼女を助け出してくれる王子様を僕に重ねて縋すがっているんだ。今の状況から逃れたいがために」

「今の状況？」

「そう。シスから聞いているかもしれないが、エルフィン王女は幼おさない頃からカーディフ国の第二王子と婚約している」

　リーフィアは頷いて口を挟んだ。

「システィーナ様から聞きました。同どう盟めいの証あかしとして取り決められた政せい略りやく結婚なんですよね？」

「そう。だから逃れることはとても難しい。それなのにエルフィン王女にとってカーディフの第二王子は何を考えているのか分からない、怖い存在のようなんだ」

「怖い存在？　第二王子が軍人だからですか？」

　エーヴェルトは苦く笑しようを浮かべた。

「うーん、それもあるけど、何と言うか……僕とはまるで正反対なタイプでね」

　第二王子は醜みにくくはないが大柄で無ぶ骨こつな容よう貌ぼうなのだという。ずっと軍の中にいて、女性の扱あつかいには慣れていないし、その上軍人気き質しつのためかかなりぶっきらぼうで、不器用な性格をしているらしい。

「そんな彼でも婚約者であるエルフィン王女のことは気に入っているようなんだ。でも、それを本人にうまく伝えられないらしい。彼女の前に出るといつも以上に無ぶ愛あい想そうになってしまうらしくて」

「な、なるほど」

　そんな第二王子のことを、真ま綿わたで包くるむように大事に育てられてきたエルフィン王女が理解できるはずもなく、ただ彼に怯おびえるばかりなのだという。それではうまく意思の疎そ通つうがはかれるはずもない。結果、エルフィン王女はますます第二王子との結婚を恐おそれるようになった。

　そんなある時、王位を継つぐはずだった姉王女が王おう太たい子しの座を退き、好きな相手と結婚した。エルフィン王女の心に羨うらやむ気持ちと自分もそうなりたいという願望が生まれるのは仕方のないことだったろう。

　ところが両親や彼女に優しい周囲の人々にいくら訴うつたえても、怖い相手との婚約は覆くつがえらなかった。第二王子との婚約は国と国との間で決められたこと。彼女の一いち存ぞんで、なかったことにはできないのだ。

「そもそもこの政略結婚はガジス国側から提てい案あんしたことだからね。国の名めい誉よにかけてガジス側から破棄することはできないんだ」

　刻こく一いつ刻こくと近づく結婚の日に怯えるエルフィン王女は、親善大使として訪おとずれたフォルシア国で、エーヴェルトと出会う。自分の婚約者とはまるで違って、うっとりするような美び貌ぼうと優しくて洗せん練れんされた態度。「王子の中の王子」という評判の彼の姿に憧れを抱いだくと共に、エルフィン王女は望まぬ結婚を避さける望みをエーヴェルトの中に見み出いだしたのだ。

　エーヴェルトは苦笑を浮かべる。

「フォルシアはカーディフと肩を並べるほどの強い発言力を持った国だ。そんな国の王子と結婚するとなればカーディフも手を引くかもしれない、と。どうもそう考えたらしい。突然カーディフには嫁とつぎたくない、自分と結婚して助けて欲しいと請こわれて、仰ぎよう天てんしたよ。当然断ったんだけど」

「そ、それは……」

　そんなことをいきなり言われたエーヴェルトの驚きはどれほどだったろう。

「それから愛とか恋という言葉を使い始め、それにまるで命いのち綱づなのようにしがみついてどんどん自分自身を追い込んでいった。でもね、愛とか恋というものは一方的に押しつけるものじゃないだろう？　彼女は僕の言葉を聞かず、認めず、こちらの気持ちをまるで考えようともしない。だから彼女は本当は僕という人間を見ているわけじゃないんだ。理想の王子様に『縋っている』だけ。僕はそれを愛や恋とは思わないね」

　その言葉に、リーフィアはアーネル＝エフィロットのことを思い出していた。まさにあの男も一方的に気持ちをリーフィアに押しつけるだけで、相手の気持ちにはまるで無む頓とん着ちやくだった。気にしてもいなかった。リーフィアを見ているようでいて、見ていない。……それは愛でも恋でもない。単なる執着だ。

「今の状況から逃げ出したい気持ちは分からないではないんだ。王族なんて期待だけは大きいけれど自由もないし、気苦労ばかりかかる仕事だから。けれど彼女が向かい合うべきなのは僕ではないんだ。でも彼女にはそれが分からないから通じない。……まいったよ」

「……王子様になるのも王女様になるのも大変なんですね」

　城に勤つとめ始めてエーヴェルトやシスティーナを身近で見るようになった今は、二人がどんなに大変な思いをしてその役目を果たしているのか分かるようになった。

「理想の王子様」なんて存在しない。いたらそれは完かん璧ぺきであろうとする本人のたゆまぬ努力のおかげだ。

「幸い、フォルシアは伝統的に政略結婚はあまりしないから、僕とシスは楽な方なんだけどね」

　リーフィアは顔をあげた。今まで深く考えなかったが、ふと疑問に思ったのだ。

「そういえば、どうして殿下には婚約者がいないんですか？　他国では小さい頃から相手が決められていたりしますよね？」

「そうだね、うちは特殊かな。伝統的に伴はん侶りよは自分で決めるってことになっているんだ。政略結婚よりもその方が結果的に国の繁はん栄えいをもたらすことが多かったから。だから僕らも強きよう制せいはされない。その反面、誰を選ぶか試されているわけだけど」

「試されている？」

　リーフィアはきょとんとした。

「僕はそんなふうに感じている。誰かが選んだ伴侶ではないから、誰にも責せき任にん転てん嫁かできないんだ。僕に責任の全てがかかっている。自由結婚ができるというのはそういうことさ。強制されない分、どういう相手を選ぶのか将来の王としての技ぎ量りようを試されているんだ。王太子である僕の結婚は国の将来を決めてしまうからね」

　それからエーヴェルトはいきなりいたずらっぽく笑った。

「まぁ、大だい臣じんたちから結婚をせっつかれても、慎重に決めなければならないからって言い訳できるから、これはこれで便利なんだけどね。ちなみに最近の彼らの常じよう套とう句くは『幻まぼろしとは結婚できませんぞ！』だ。まだ『新月の貴き婦ふ人じん』の噂うわさを信じているらしいよ」

　クスクス笑うエーヴェルトの顔をリーフィアはじっと見上げた。

　エーヴェルトはどういう女性を伴侶に選ぶのだろうか？　今はまだよくても、国のためにいつかは必ず誰かを選ばなければならない。

　──殿下が選んだ女性がいずれ彼の隣に並ぶ日が来る……？

　なぜかそれを考えると胸の奥がチクッと痛むのを感じたが、リーフィアはそれには気付かないふりをしてそっと蓋ふたをした。





[image: ]






　その日以降、エーヴェルトとリーフィアはみんなの協力のもと、たまに犬たちのいる中庭で会えるようになった。

　使節団滞たい在ざい期間の後半になって、エルフィン王女にも公務が増えてきているからだ。どうやらシスティーナが裏で手を回したらしい。

　本来は真ま面じ目めな性格のエルフィン王女は、公務をさぼってまでエーヴェルトを追いかけ回すことはさすがにないようだ。リーフィアとしてはこのまま彼女が諦あきらめて何事もなく帰国してくれればいいと思う。きっとこの城にいる人の大部分がそう思っていることだろう。

　そんな中でリーフィアには新たな懸け念ねん材料が出ていた。アーネル＝エフィロットのことだ。

　アーネル＝エフィロットがガジス国の誰かに変へん装そうしてこの城の中にいるらしいことは、しばらくエーヴェルトとブラッドリー、それにラディム＝アシェルとルドルフだけの胸の内におさめられていた。

　けれど依い然ぜんとして誰に扮して潜ひそんでいるのか見つけ出すことはできず、新たな魔法の痕跡が見つかることもなく、動向は不明のままだ。そこで注意喚かん起きのためにその事実がリーフィアたちにも知らされることになったのだ。

　リーフィアはガジス国の人間と決して二人きりにならないようにと厳げん重じゆうに言い渡された。もちろんリーフィアに否いなやはない。

　そんなある日、リーフィアはシャルルに強引に誘さそわれて中庭を散さん策さくしていた。誘われた時は、一瞬どうしようかと思ったものの、シャルル王子の護衛の兵士がいるので二人きりではないし、アーネル＝エフィロットがシャルル王子に扮している可能性はかなり低いと思われた。

　そこでシスティーナに伺うかがいを立ててフォルシア側からも一人護衛の兵をつけてもらうことにして、リーフィアとシャルル王子は中庭に向かった。

　シャルル王子がリーフィアを連れて行ったのは、この城の中でも大きくて美しいとされている中庭だ。四方を建物といく層もの回廊に囲まれたそこは、以前大人姿のリーフィアが初めてエーヴェルトと顔を合わせた場所だった。大きな噴ふん水すいを囲むようにして色とりどりの花か壇だんが配置され、それらがよく見えるような位置にベンチが置かれている。

「ここ、ここ！　ここをフィランと散歩したかったんだ！」

　リーフィアとシャルル王子は噴水の傍に虹にじがうっすら出ているのを観察したり、噴水に触ふれたり花の名前を言い当てっこするなどして楽しく過ごした。

　フィランにとっては一歳年上のシャルル王子だが、本来十八歳のリーフィアにとっては七歳も年下の男の子だ。だからどうしても弟のように見えてしまい、つい微笑ほほえましくなってしまう。

「フィラン、フィラン、この花の名前は……」

　花壇の一角を指差しながら尋ねようとしたシャルル王子は、だが何かに気付いたようにいきなりリーフィアの手を摑つかんだ。

「フィラン、隠れよう。お前たちも早く！」

　そう言って護衛の兵士たちを促うながすと、まずはリーフィアを端はしの花壇に身を低くさせて隠した。それから護衛の兵士たちを回廊の壁の陰に隠れさせると、最後に自分も身を低くしてリーフィアの隣にやってきた。

「あ、あのシャルル殿下、これは一体？　かくれんぼですか？」

　とりあえず隠れようとする意い図とだけは感じたので声を潜ひそめて尋ねると、シャルル王子は首を横に振った。

「違う違う。……あ、来たよ。静かに。なるべく大きな声を出さないようにね」

「……？」

　訳が分からなくて首をかしげていると、中庭に誰かが入ってくるような気配がした。目の前にある花の茎くきを搔かき分け、すき間からそっと気配がする方を覗いてみたリーフィアは息を吞のんだ。

　中庭に入ってきたのはエーヴェルトとエルフィン王女の二人だったのだ。

　どうやらシャルル王子は姉王女とエーヴェルトから姿を見られないように身を隠したらしい。

　思わずシャルル王子の顔を窺うかがうと、彼は小さな声でささやいた。

「二人の邪魔をしたくないんだ。姉上は政略結婚が迫せまっていて、とても辛つらい思いをしている。だからせめて、ここにいる間は自由にさせてあげたいんだ」

　それは姉思いのシャルル王子らしい言葉だった。

　けれど、リーフィアにはとてもじゃないけれど、同意はできなかった。

　──そんなことを言ってるからますますエルフィン王女が恋心を拗こじらせてしまうのではないだろうか？

　弟として応おう援えんしたいという気持ちも分からないではないが、時には諫いさめたり諭さとしたりすることも必要だ。一方通行なのがはっきりしているエルフィン王女の気持ちは、きっと誰のためにもならない。傷ついて終わるだけだろう。

　不意に声が聞こえた。エーヴェルトの声だ。

「エルフィン殿下。話とは一体何でしょうか？　あなたもこれからカーディフ国の使者と会う予定でしょう？」

「……いいのです。カーディフ国など」

　エルフィン王女のこわばった声がした。続いて流れるのはため息交まじりのエーヴェルトの声。

「いいわけないでしょう、エルフィン殿下。いいですか？　あなたはガジス国の王女として、そして未来のカーディフの第二王子妃として、彼らと顔を合わせないわけにはいかない」

「わたしはっ……！」

　いきなりエルフィン王女が遮さえぎるように大きな声を出したのでリーフィアは飛び上がりそうになった。幸い二人に見つかることはなかったものの、ドキドキして心臓に悪い。

「わたしは、あなたがいいのです！　あんな怖い人ではなくて！」

「彼はあなたが思うような怖い人ではないし、僕は……僕はあなたが求める王子じゃない。あなたの気持ちに応こたえることはできませんよ」

　その言葉にリーフィアは彼から聞いた話を思い出し、胸が切なくなった。

　けれどエルフィン王女はなおも言い募つのる。

「わたしがカーディフの第二王子と婚約しているからですか？　でもそれは、きっとどうにかできます。父王も大臣たちもあなたなら認めてくださるわ。だから……」

「そうじゃないんですよ、エルフィン殿下」

　エーヴェルトの声からはもどかしさが伝わってくる。エルフィン王女はそれにどうして気付かないのだろうか？

「とにかく、僕ではあなたの気持ちに応えることはできません。僕には心に決めた人がいますから」

「え!?」

　と声を出したのはエルフィン王女だが、リーフィアもまた声をあげそうになって慌てて手で口を覆おおっていた。

　──殿下に心に決めた人がいる？　誰？　それともエルフィン王女を諦めさせるための方ほう便べんなのだろうか？

「心に決めた人？　ど、どなたです？」

　あえぐようにエルフィン王女が尋ねる。リーフィアには見えなかったがエーヴェルトは微笑んで答えていた。

「今はまだ手が届かない人です……でもいつか、その手を取りたいと思っております」

　──今はまだ手が届かない人？

　誰だろうかとリーフィアが首をかしげたその時、エルフィン王女の口から思いもかけない単語が飛び出した。

「それは……それは、あなたが捜し求めていたという『新月の貴き婦ふ人じん』ですか？」

　リーフィアはポカンと口を開けた。新月の貴婦人？

　そういえばと思い出す。エーヴェルトは新月の夜だけ大人に戻るリーフィアを捜すため、「新月の貴婦人」を好きになったという噂をわざと流して周囲を焚たきつけたことがあった。きっとエルフィン王女はその噂をどこからか、または誰かから聞きつけたに違いない。

　そう考えたリーフィアは得とく心しんがいった。

　そうか、きっとエーヴェルトの「今はまだ手が届かない人」というのも「新月の貴婦人」のことなのだろう。とことんエーヴェルトはその噂を利用するつもりらしい。

「どうでしょうか。それにはお答えしかねます」

　エーヴェルトは少しだけ楽しげに答えた後、切り替えるように口調を変えた。

「それよりそろそろ次の公務の時間なので、僕はこれで失礼します。エルフィン殿下もカーディフの大使たちとの約束の時間が迫っているでしょう。お急ぎください。では」

　その直後、歩み去る靴くつの音が中庭に響ひびき渡った。それから少しだけ後に、小さな足音が続く。リーフィアが花の間から目を凝こらしてみると、中庭から去っていくエルフィン王女の姿が映った。気のせいかその背中は落らく胆たんしているようにも見えた。

　やがて二人がいなくなった中庭に静せい寂じやくが戻る。

　隠れていた場所から立ち上がり、エルフィン王女が立ち去った方角を見ながらシャルル王子がぽつりと呟いた。

「姉上のように辛い思いをするのだったら、僕は大人になんてなりたくないな」

「殿下？」

「子どものままだったら、姉上のように無理やり結婚させられることも国を離れなきゃならないこともないもの。ずっと子どものままがいい」

「私は……大人になりたいです」

　思わずリーフィアは答えていた。

　脳のう裏りに浮かぶのは、成長することなく子どもの姿のまま過ごした八年間のこと。

「確かに大人になると、辛いことも不自由なことも増えるけれど、でも、大人になればできることも増えていきます」

　言いながらリーフィアは自分の小さな手のひらに視線を落とした。

「小さくて摑めなかった大切なことも、大きくなれば摑むことができる。それで大事な人たちを守ることができるんです」

　それは子どもの姿のまま大人になることができず、非ひ力りきな自分をさんざん嚙みしめてきたリーフィアだからこそ言える言葉だった。

「だから私は、早く大人になりたい」

「そうか、フィランは偉えらいね。僕より年下なのに」

　シャルル王子は淡あわく微笑みながら言う。けれど、それはリーフィアの言葉に納なつ得とくしている顔ではなかった。
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　シャルル王子と別れてシスティーナの部屋に戻ってきたリーフィアは、そのシスティーナから突然驚くようなことを言い渡される。

「え？　私が『新月の貴婦人』に扮して舞ぶ踏とう会かいに？」

　リーフィアは口をあんぐり開けた。

　いきなりリーフィアとリリアン以外に人ひと払ばらいを命じて何を言い出すのかと思えば、開かい口こう一番システィーナに「今度城で行われる舞踏会に、大人の姿で『新月の貴婦人』に扮してお兄様とダンスをして欲しいの」と言われたのだ。

「そもそも舞踏会というのは……」

「あら、リーフィアには言ってなかったかしら？　親善使節団とフォルシアに滞在する外がい交こう官かんや高位の貴き族ぞくたちを招待して、親善のための大舞踏会が一週間後に城の大広間で開かれることになっているの」

「一週間後に？」

　どうりで最近城の中が妙に慌ただしいと思ったリーフィアだった。

「ええ。その舞踏会にはカーディフの大使や外交官も当然招かれているわ。彼らの前でお兄様とエルフィン王女が踊おどるのを阻そ止ししたいの。そのためには『新月の貴婦人』に登場してもらう必要があるのよ」

「あの……今ひとつ話が見えないのですが……」

　顔を引きつらせながらリーフィアは訴えた。

　カーディフの大使や外交官もいる場でエーヴェルトがエルフィン王女と踊るわけにはいかないというのはなんとなく分かる。他国の外交官の間でもエルフィン王女がエーヴェルトを追いかけ回していることが噂になっているらしいので、当然カーディフの大使たちの耳にもそれは届いていることだろう。

　だからといって、どうしてリーフィアが『新月の貴婦人』となって舞踏会に出なければならないのかがさっぱり分からない。

「姫様、順を追って話をしないと」

　リリアンが苦笑しながら口を挟むと、分かりやすいように補ほ足そくをしてくれた。

「この国では王族のエスコートは基本的に王族がすることになっているの」

　相手が他国の王族であっても例外ではなく、エーヴェルトやシスティーナはシャルル王子やエルフィン王女と一緒に入場し、組んだペアで最初にダンスを披ひ露ろうすることになっているのだという。

「だからどうしてもお兄様たちが一緒に入場することは避けられない。でもそれ以上の接近もさせられないわ。というのも、とうとうこの国でのエルフィン王女の振る舞いがカーディフの第二王子本人の耳に入ってしまったらしくてね」

「そ、それは、一大事では……！」

「もちろん、今すぐ外交問題になることはないわ。ただこれ以上公おおやけの場でお兄様とエルフィン王女が接近したりダンスをしたりすることは絶対に阻止しなければならないの。分かるわね？」

「は、はい」

「ただエルフィン王女はああいう方だから自じ重ちようしろと言っても無理でしょう？　舞踏会でお兄様と踊りたがるでしょうし、絶対にこの機会を逃すはずがないわ。だから一番いいのはお兄様にはお相手がちゃんといて、エルフィン王女を相手にもしていないことを示すことなの。これならあくまでも彼女の一方的な片思いに過ぎないということで、外交問題になったとしても落としどころを見つけられるわ。ひとまずエルフィン王女のエスコートは従兄いとこにお願いしたから当座の問題はダンスよ。そこで『新月の貴婦人』の出番というわけよ、リーフィア！」

「……はい？」

　やっぱり話の接点が見つけられないリーフィアに、リリアンがクスクス笑いながら口を挟む。

「つまり、姫様はかつてあなたを捜すために殿下がわざと城内に流した『エーヴェルト殿下は〝新月の貴婦人〟に恋い焦がれている』という噂を利用したいと考えているの」

「これはお兄様も了りよう承しよう済ずみよ。お兄様と大人のあなたのダンスをエルフィン王女やみんなの前で披露するの。きっとあっと驚くわよ」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　楽しそうに笑うシスティーナにリーフィアは慌てて声をあげた。

　なんだかとんでもないことに巻き込まれようとしている！

「貴婦人は幻ってことになっているのに、大勢の前に私が現れれば、今度こそ幻じゃないのがばれてしまいますよ！」

　幻がエーヴェルトと踊る。リーフィアには荒こう唐とう無む稽けいな話だとしか思えなかった。けれど、システィーナは大真面目だ。

「魔法で幻のように演出するし、ちゃんとした実体だということは主だった者には知らせるわ。でないと大おお騒さわぎになってしまうもの。その者たちにとってはあなたは『新月の貴婦人』役をやるフィランの姉。けれど、他国の者や事情を知らない者にとっては『お兄様の恋人』ということになるわね。だけど、ここで重要なのはカーディフの外交官とガジス国の者たちには幻なのか実体なのか曖あい昧まいな存在のままでいることなの。どちらに転んでも言い訳できるのだから」

　幻のままで押し通せるならばそれでいいし、実体だということになったらリーフィア・ウェインティンだということを明かせばいい。重要なのはエーヴェルトには思いを寄せる相手──エルフィン王女ではない相手がちゃんといると示すことなのだという。

「そんなことでうまくいきますかね……」

　どう考えても簡単にいくとは思えなかった。懐かい疑ぎ的てきなリーフィアに、システィーナは眉まゆをあげる。

「それとも最初からリーフィア・ウェインティンとして出席してお兄様と踊る？　わたくしはそれでもいいわよ。でも一夜明けたらあなたはお兄様の婚約者候補として大々的に表に晒さらされることになるわ。それでもよくて？」

　リーフィアは目をむいた。

「よ、よくないです！」

「なら、フォルシアのために幻の『新月の貴婦人』として出席なさい」

　システィーナはにっこりと笑って言った。

「幸い舞踏会が行われるのは新月の夜。これほどおあつらえ向きの舞台はないわ。いい、リーフィア。これは命令よ」

「ええええ!?」

　王女の命令となったらリーフィアに断ることはできない。それにシスティーナやエーヴェルトにはとてもお世話になっている。できれば協力してあげたいけれど……。

　とそこまで考えた時、リーフィアは重大なことを思い出した。

「あ、あの、私、ダンス踊れませんが……」

「え？」

　システィーナとリリアンがぽかんとしてリーフィアを見る。とても信じられないという顔だ。上う手まい下へ手たの違いはあっても貴族の令れい嬢じようがまったく踊れないというのはありえないことだからだ。

「小さい頃、少しだけ習ったのですが、それだけです。だって、社しや交こう界かいデビューどころか家から出ることもできなくて……だから、必要ないかと……」

　言い訳をしながらどんどんリーフィアの声は小さくなる。

　普通貴族の娘は社交界デビューに備えてダンスを習う。ダンスは社交する上で必ひつ須す条件なのだ。だが、子どもの姿に留とどめられたリーフィアにとってはダンスを習うなどむなしいことだった。

　難しい顔をしているシスティーナにリリアンが問う。

「……どうします？　姫様」

「ここはやっぱり私は辞じ退たいして、誰か他の方に……」

　言いかけたリーフィアの言葉をシスティーナの言葉が遮った。

「まだ一週間あるわ。その間に練習すればいいのよ。形だけでも習得できれば、あとはお兄様のリードにまかせておけば問題ないから」

「え？」

　システィーナはその青い目を煌きらめかせながらリーフィアに告つげた。

「これから一週間、『フィラン』には休きゆう暇かを与えるわ。その間はリーフィアとして城で過ごし、みっちりダンスを習ってもらいます。いいわね、リーフィア？」

　笑顔と共に下される命令に、リーフィアは逆らうことができなかった。
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　こうして「新月の貴婦人」に扮して舞踏会に出席することになったリーフィアは、次の日、大人の姿になってシスティーナの侍じ女じよたちの前に立っていた。

「というわけで、皆に説明したとおり、ここにいるフィランのお姉様のリーフィアに『新月の貴婦人』に扮して舞踏会に出てもらうことになったわ」

　リーフィアは一歩前に出て挨あい拶さつをした。

「初めまして。リーフィア・ウェインティンと申します。皆様には妹のフィランがいつもお世話になっております」

「ご覧のとおり、『新月の貴婦人』そっくりでしょう？　これならいけると思わない？」

　そう言ってシスティーナがリーフィアを示すと侍女たちの間に感かん嘆たんの声が広がった。

「本当にフィランのお姉様なの？」

「すごい。白はく銀ぎんの髪に、紫むらさき色いろの瞳ひとみよ。本当にそんな人間がいたのね」

「まるで『新月の貴婦人』そのものだわ！」

「これならいけますよ、姫様！」

　みんなの反応にシスティーナは満足そうに笑う。

「さて、舞踏会まで一週間。急いで支し度たくを調ととのえる必要があるわ。そのためには皆の協力が必要よ。まずはドレス。でも今から仕立てる時間はないわ。わたくしのドレスを貸そうにも（胸の）サイズが合わないし……」

「おまかせください、姫様」

　古こ参さんの侍女の一人が不ふ敵てきに笑う。

「バザーのためにこしらえたドレスがたくさんあります。その中から選んで身体からだに合わせて微び調ちよう整せいすればいいのです。それなら一週間あれば十分ですわ。あなたたち、準備はいいわね？」

　そう言ってその侍女は同どう僚りようたちを見回した。視線を受けて全員エプロンのポケットに手を入れる。

「もちろんよ」

「まかせて」

「皆があっというようなドレスにしてみせます」

「エルフィン王女など霞かすんでしまうくらいの貴婦人になるわ！」

　言いながら彼女たちが取り出したのは巻まき尺じやくだ。ペンとメモを手にしている者もいる。

　どこかで見たような光景に、リーフィアは顔を引きつらせた。システィーナとリリアンはいつの間にかリーフィアから距きよ離りを取っている。これもいつかどこかであった光景だ。

「行くわよ！」

　古参の侍女の合図と共に巻尺を持った集団がリーフィアに襲おそいかかった。

「腰、細っ！」

「ちょっと詰める必要がありそうね。胸は……」

「胸は大丈夫！」

「リーフィア様、ちょっと両腕を伸ばしてください！」

「幻影っぽくするならやっぱり白っぽいドレスがいいわね」

「シフォンを付け足してふわふわな感じにするといいかも」

　リーフィアはあちこちを測はかられ、下着姿にされ、また測られた。

　──つ、疲つかれる……！

　予想はしていたものの、リーフィアは終わった頃にはぐったりしていた。

　しかも、今回はそれだけでは終わらない。今度はダンスの練習が待っているのだ。

「行ってらっしゃい、リーフィア。頑がん張ばって！」

　ヨロヨロとダンスの練習場へ向かうリーフィアを、リリアンが見送りながら激げき励れいした。




　──こうして怒ど濤とうのような一週間が過ぎ、リーフィアは舞踏会の夜を迎むかえたのだった。
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　月のない夜がやってきた。

　月明かりのない日には一般の国民は家に閉じこもり、外出することはほとんどない。けれどこの夜、王都の中心にあるフォルシアの城だけは違っていた。

　煌きらびやかな馬車が到とう着ちやくし、着飾った男女が城の建物の中に入っていく。あちこちで魔法の火による灯あかりがともされ、さながら昼間のように辺あたりを照らし出していた。

　その中でひときわ明るく、そして賑にぎやかなのが、城の大広間だ。中では招しよう待たいされた大勢の高位の貴き族ぞくたちがひしめき合っていた。そしてフォルシア国と国交のある諸外国の大たい使したちが今か今かと王族の入場を待っている。

「ねぇ、お聞きになった？　今年の舞ぶ踏とう会かいには先々代王おう妃ひのカティア様が出席なさるそうよ」

　広間の一角でワインを片手に持った侯こう爵しやく夫ふ人じんが、顔見知りの伯はく爵しやく夫人に耳打ちしている。

「まぁ、カティア様が？　ここ十年近くもこのような席には顔を出されなかったのに」

「半年ほど前から城内で生活していらっしゃるそうだから、そのせいもあるかもしれないわ」

「何にせよ、カティア様のお顔を拝はい見けんできるのなら、遠い領地からわざわざ来た甲か斐いがあるというものだわ。ご存ぞん知じかしら？　私の祖そ父ふはカティア様に大変お世話になったんですの」

「私の実家も婚こん家かもよ。この国を何十年にもわたって陰かげから支えてきた方ですもの。多くの貴族が大小の差はあれどあの方のお世話になっているわ」

「本当に今年の舞踏会は色々と話題に事こと欠かきませんこと」

　伯爵夫人の言葉に侯爵夫人はふふふと笑った。

「あなたもあのことを聞き及んでおりますのね？」

　伯爵夫人も笑みを返す。

「ええ。ここ何年も姿を見せていなかったあのウェインティン伯爵のご長女がいらっしゃるらしいわね。社交界に出てこない理由については色々と噂うわさされていたけれど、今夜そのお姿が拝見できるとあっては、出席しないわけにはいかないわ」

「おかげで今年の親善舞踏会は一昨年おととしに比べても大だい盛せい況きようね」

　そう言いながら侯爵夫人が周囲を見渡していると、広間の正面の大きな扉とびらが開かれていくのが目に入った。

「どうやら陛へい下かたちの入場が始まるようよ」

「舞踏会の開始ね」

　同じくそれに気付いた参加者たちがざわめき始め、進路上に立っているものは慌あわてて脇わきに退しりぞいていく。瞬またたく間に扉から大広間奥にある玉座まで、人垣による通路ができあがっていった。

　そして広間の扉が完全に開かれると人々の声がやんだ。その静せい寂じやくの中、扉を守る衛えい兵へいの声が響ひびき渡る。

「国王陛下のご入場です！」

　人々が固唾かたずを吞のんで見守る中、王妃の手を引いた国王が扉から姿を見せる。そのとたん、割れんばかりの拍手が広間中に沸わき上がった。

　壮そう年ねんの現国王は即位以来次々と改革を行い、貿易に力を入れて国を更に発展させたやり手の君くん主しゆだ。庶しよ民みんからも才能ある人物を多く採用し、重ちよう用ようしていることから、頭の固い貴族からは顔を顰しかめられているが、国民からは絶ぜつ大だいな支持を受けている。

　その国王を公こう私し共に支えている王妃は隣りん国ごく出身の元王女で、王とは恋愛結婚だった。美しさと優しさを兼かね備そなえた王妃は慈じ善ぜん事業にも熱心で、やはり国民から人気がある。

　国王夫妻の次に扉から現れたのは、王おう弟てい夫妻だ。現国王の弟である王弟は国こく務む大だい臣じんの座についていて、兄の内ない政せいを支えている。民間人の登とう用ようを積極的に推すい進しんしているのは彼だという。

　王弟夫妻の次に現れたのは、システィーナの手を取ったガジス国の第一王子、シャルルだ。

　エスコートする側よりされる側の方が背が高いという奇き妙みような組み合わせだが、シャルル王子は精一杯手を伸ばしてシスティーナを導みちびいている。その様子は思いのほか堂々としていた。

「まぁ、可か愛わいらしいこと」

　少女と身み紛まがう美少年が一いつ生しよう懸けん命めい年上の王女をエスコートする姿は人々の目を惹ひいたらしい。あちこちで同じような感想の声が広がっていく。シャルル王子のお披ひ露ろ目めは大成功と言えるだろう。

　システィーナたちの次に扉から入ってきたのは、王弟夫妻の息子むすこに手を取られたガジス国の第二王女エルフィンだった。

　エーヴェルトたちの従い兄と弟こにあたる王弟の息子は十七歳になったばかりの軍に所属する青年だ。エーヴェルトのような華はなやかな顔立ちではないが、なかなかに精せい悍かんな容よう貌ぼうをしており、女性にも人気がある。ところが今夜は気の毒なことに彼に注目する人はあまりいなかった。人々の目を惹いたのは薄うす紫むらさきのドレスを身に纏まとったエルフィン王女の、いつにも増して可か憐れんな姿だ。

　人々はあれが例の王女かと目を凝こらして見つめた。けれど、実際に見るエルフィン王女は清せい楚そで美しく、とても婚約者がある身でありながらエーヴェルトを追いかけ回しているようには見えない。王弟の息子に微笑ほほえみかける様子も、エーヴェルトがエスコート役ではないことに特に不満はなさそうだった。

「話に聞くよりずっと美人でまともそうじゃないか」

「噂に尾ひれがついただけだったのかしら？」

「なんだか拍ひよう子し抜ぬけね」

　舞踏会に集まった人々はそう感想を口にしたが、エルフィンは相手がエーヴェルトではないことを実は不満に思っていた。けれど、その不満を表に出さずに素直に受け入れたのは、つい先日父王から叱しつ咤たの手紙をもらっていたからだ。これ以上醜しゆう聞ぶんを晒すことがあったら期間の途中でも無理やり帰国させるとその手紙には書かれてあった。

　エルフィンはここに留とどまるために、おおっぴらな行動は控ひかえなければならなくなった。

　特にこの舞踏会にはガジス国の大使や外交官はもちろんのことカーディフ国の大使たちも招待されて出席している。その人たちの前であからさまな態度を取ればすぐにもそれは本国に伝わり、今度こそエーヴェルトから引き離されてしまうだろう。だから我が慢まんしたのだ。

　そんな彼女が唯ゆい一いつエーヴェルトに堂々と近づけるチャンスがダンスだった。残念ながらエスコート役は違うのでファーストダンスをすることは叶かなわないが、機会はいくらでもある。

　一昨年の舞踏会でエルフィンはエーヴェルトにエスコートされ、皆の前でダンスをした。その夢みたいなすばらしい時をもう一度過ごしたい。そのためには……。

　微び笑しようを浮かべ、赤い絨じゆう毯たんの上をしずしず歩くエルフィンがよもやそんなことを考えているとは、観かん衆しゆうは知るよしもない。

　人々の関心は次に入ってくる人物に移っていた。

　いまだに入場していない王族は王おう太たい子しのエーヴェルト、それに急きゆう遽きよ参加が決まった先々代の王妃カティアだけ。先々代の王妃が参加することを知らされていない招待客は、王太子は一人で入場するのか──そう考えていた。

　じっと注そそがれた視線の先に二人が現れた。

　王子であるエーヴェルトは普ふ段だんから礼服を身につけている。この日纏っているのもやはり礼服だったが、普段のものより豪ごう華かで彼の美び貌ぼうに更に色を添えていた。

　そのエーヴェルトが手を取ってエスコートしているのは、緑のゆったりしたドレスを身に纏った品の良い老婦人だった。髪は白く、元の色は不明だ。けれど、ドレスと同じ緑色の瞳ひとみは理知的に輝かがやき、今なお頭の中身が衰おとろえていないことを周囲に知らしめている。







　リーフィアは王族が入場してくる様子を、広間の袖そでに設置されているシスティーナの控え室から見ていた。

　控え室は分ぶ厚あついカーテンによって広間から隔へだてられているが、開け放ってしまえば広間を一いち望ぼうできる位置にある。リーフィアは付き添そい役を買って出てくれたリリアンと二人でカーテンのすき間から会場を覗のぞき込みながら言った。

「カティア様は殿でん下かの曾そう祖そ母ぼだというけれど、そんなにお年には見えないわ。私のお祖ば母あ様と同じくらい？」

　リーフィアが思わず驚おどろいた声を出すと、リリアンがふふっと笑った。

「そりゃあそうよ。あまりおおっぴらにされていないけれど、あの方はかつて魔法使いの塔とうに所しよ属ぞくする見習いだったのですもの」

「魔法使い！　なるほど、だからなのね」

　どうりで実際の年より若々しく見えるはずだ。魔法使いが普通の人より少しだけ老化が遅おそいというのは周知の事実だ。そのぶん寿じゆ命みようも長く、戦せん闘とうや争い事に巻き込まれない限りは長生きなのだという。

　エーヴェルトの祖そ父ふ母ぼが亡なくなっているのに曾祖母だけが健けん在ざいなのは、彼女が魔法使いだったからに他ならない。

「先々代の国王が身分の低い男だん爵しやく家けの娘を王妃にしたというのは自国の歴史の一つの事実として聞いていたけれど、王妃様が魔法使いの見習いをしていたのは今初めて知ったわ」

「私も姫様に聞いて初めて知ったのよ」

　先々代の王妃は今の国王の即位と同時に城を離れ、郊こう外がいにある離り宮きゆうでのんびり余よ生せいを過ごしていた。ところが、数カ月ほど前に大たい病びようを患わずらい、祖母を心配する国王の願いで今は城の奥に建てられた小さな宮殿で静せい養ようしている。システィーナは時々見舞いに訪れているが、先々代の王妃が表に出ることはほとんどなく、リーフィアはまだ一度も顔を見たことがなかった。

　それが今回久しぶりに公おおやけの場に姿を現すということで、いつになく出席者が多いらしい。リーフィアも興きよう味み津しん々しんだった。

　エーヴェルトは曾祖母の身体を気き遣づかってか、拍手の中いつもよりゆっくりと進んでいた。歩きながら時折会話を交かわしているらしく、曾祖母を見下ろして笑みを浮かべている場面もあった。

　そのたびに会場のどこかで黄色い声が上がったが、それも無理はないとリーフィアは思う。煌びやかな礼服を纏ったエーヴェルトはいつにも増して「物語の中の王子様」といった風ふ情ぜいなのだから。

　先に入場して玉座の近くに立っていたエルフィン王女も、エーヴェルトの姿に見とれているようだった。

　やがてエーヴェルトたちが玉座の近くまで行って足を止めた。

　広間では王族が全員入場し、国王によってエルフィン王女とシャルル王子の紹しよう介かいが行われていた。

　それが終わると専属の音楽団によって広間にワルツの軽快な音が流れ始める。

　舞踏会は国王両陛下によるファーストダンスから始まるのが慣かん習しゆうだ。国王夫妻が前に出て、音楽に合わせて息の合った見事な踊りを披ひ露ろうする。会場には割れんばかりの拍手が起こった。

　国王夫妻のファーストダンスの後は、どんな貴族でも踊っていいことになっていた。緩ゆるやかなワルツと共に、国王夫妻以外の王族がパートナーと共に踊り始める。それに少し遅おくれて、周囲の貴族たちが続々と踊り始めた。

　そんな中、リーフィアの視線の先で、堂々としたシスティーナと少しだけ緊きん張ちようしている様子のシャルル王子が音に合わせてステップを踏んでいた。身長差はあるものの、二人が踊る様子はまるで本当の姉と弟のようで、どこか微笑ましく感じた。

　次にリーフィアはエルフィン王女に視線を移す。彼女はエスコートした王弟の息子と踊っていた。本当はエーヴェルトと共に入場し、彼と踊りたかっただろう。少しだけ表情が硬かたいが、さすが日頃から王族として披露しているだけあって、その動きにぎこちなさはなく、優ゆう雅がですらあった。

　最後にリーフィアはエーヴェルトに視線を向けた。彼は踊ってはおらず、先々代の王妃を特別席へゆっくりと導いているところだ。病やみ上がりで高こう齢れいの曾祖母とダンスを踊るわけにはいかないからだろう。

　エーヴェルトが広間の正面横の壁かべに作られたボックス席に先々代の王妃を座らせた時にはもう、曲は終わりに近づいていた。次に踊ってもらおうと令れい嬢じようたちが群むらがるが、彼はそれを笑顔で断って玉座にいる国王と談だん笑しようしていた。

　一段高い場所にある玉座とその周辺は特別な場所だ。王族しか側に寄れず、いくら高位の貴族であろうと許可を得ないと即そく座ざに兵士によって阻はばまれる。そのため、エーヴェルトに近づきたい貴族の令嬢たちは玉座からエーヴェルトが離れない限りどうすることもできないでいた。

　エルフィン王女はそういう意味では王族なので玉座の近くに行けるが、彼女はエーヴェルトの従弟と踊った後、貴族の男性に次々と声をかけられているせいで、なかなかエーヴェルトには近づけないでいた。

　これもエルフィン王女がエーヴェルトに接近できないようにと、システィーナたちが手配したものだった。その工作は十分に効こう果かを発はつ揮きし、エルフィン王女はなかなか動けないでいた。

　そうやって皆が時間を稼かせいでいる間にリーフィアは心の準備を整える。一番効果的な時を狙ねらって「新月の貴き婦ふ人じん」は入場する必要があった。エルフィン王女やカーディフの大使たちがリーフィアを認にん識しきしなければ何の意味もないからだ。

「ね、ねぇ、リリアン、私、おかしくないかしら？」

　ソワソワと自分の姿を見下ろしてリーフィアは尋たずねる。リリアンはリーフィアの姿を頭のてっぺんからつま先まで見るとにっこり笑った。

「大丈夫よ。どこもおかしくないわ。この会場にいるどの貴婦人より美人よ」

　それは誇こ張ちようなどではなく、レースとシフォンがふんだんに使われたパフスリーブの白いドレスを着たリーフィアはこの世のものとは思えないほど美しかった。

「それはドレスのおかげよ。一週間で調ととのえたとは思えないほどすばらしい出来だもの」

「それを着ているのがあなただからよ」

　リーフィアは幻げん影えいだと思わせるように唇くちびるにうっすらと紅べにを引いただけの化け粧しようしかしていない。それなのに、念入りに化粧をほどこし今日の舞踏会に臨のぞんだ令嬢たちの誰よりも美しかった。

　これだけ綺き麗れいだとただただ感かん嘆たんするばかりで、嫉しつ妬との念も湧わいてこないものらしい。エーヴェルトと踊れるということで嫉ねたまれそうなものなのに、システィーナの侍じ女じよたちはエルフィン王女への反発もあってか、リーフィアに終ついぞそういう感情は持たなかったようだ。それはかなり稀け有うなことといえるだろう。

　そんなことを考えているリリアンの前で、リーフィアは深しん刻こくな顔をして手や足を動かしている。

「緊張のあまりステップ間違えそうだわ。ドレスの裾すそを踏ふんでしまったらどうしよう」

　その様子にリリアンはクスクス笑った。

「大丈夫よ、殿下にまかせておけばリードしてくださるから。殿下ともダンスの練習をしたのでしょう？」

「ええ。忙しいでしょうに付き合ってくださったわ」

　リーフィアはその時のことを思い出して少しだけ頰ほおを染そめた。

　舞踏会まで間もないということで、リーフィアは会場で流れそうな曲のステップを覚えさせられた。だが、やはり付け焼やき刃ばなのでどこか様さまになっていなかった。

　そんなある日、リーフィアがダンスを練習しているところにエーヴェルトが様子を見に訪ねてきた。やはり一度はパートナーと合わせておくべきだとダンスの教師に請こわれたらしい。

　その未み熟じゆくさを恥じながらもエーヴェルトに支えられて踊り始めたら、あまりの踊りやすさにびっくりしたものだ。ままならなかった姿勢もステップも、エーヴェルト相手だとまるで何年も踊ってきたように優ゆう雅がに動けた。

「殿下はリードがとてもお上手じようずだったわ」

「殿下と踊った女性はみんなそう言うわ。だから、何かあっても殿下がフォローしてくださるから、リーフィアは安心して身を委ゆだねていればいいと思う」

「そ、そうね」

　しかし、まだ大勢の前で踊った経験はないのだ。緊張のあまりエーヴェルトの足を踏んだり、ドレスの裾を踏んだりして派は手でに転んだりしたら幻まぼろしどころではない。

「もう一度ちょっとステップの確認をするわ」

　リーフィアが足を動かしステップの確認をしている間に、リリアンは控え室のカーテンのすき間から会場を窺うかがった。舞踏会が始まってだいぶ時間も経たっている。エルフィン王女の引き止め策もそろそろ限界があるかもしれない。

　その予想通り、あらかた高位の貴族男性と義ぎ理りで一度は踊ったエルフィン王女は、後を断って玉座の方に向かおうとしている。

「そろそろかもしれないわ。準備はいい？」

　リリアンはリーフィアを振り返って尋ねた。すると、何もない空間にふっとラディム＝アシェルとルドルフが姿を現した。

「ラディム＝アシェルさん？」

　リーフィアは驚きの声を上げる。

　幻に見えるようにリーフィアに魔法をかけるのはルドルフがやるものだと思っていた。ラディム＝アシェルはアーネル＝エフィロットへの警けい戒かいで忙しい身だと思っていたからだ。

　ルドルフが屈くつ託たくのない笑みを浮かべる。

「こんな大勢がいる中で魔法失敗したら大変っスからね。師し匠しようがかけた方が確実だから、頼んで一緒に来てもらったっスよ」

「……簡単すぎて、つまらない魔法だ。でも、仕方ない……」

　ラディム＝アシェルがボソボソと呟つぶやく。それほど明めい瞭りような口く調ちようでないところを見ると、あまり乗り気ではないらしい。ルドルフに頼まれて仕方なく引き受けたのだろう。でもラディム＝アシェルがいてくれたなら心強い。

「ラディム＝アシェルさん、お願いします」

　リーフィアが頭を下げると、ラディム＝アシェルはしばらく彼女の顔をじっと見つめた後、不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずいた。

　黒のローブから手を差し出し掌てのひらを上に向けてラディム＝アシェルは口を開く。その声が奏かなでるのは呪じゆ文もんの言葉だ。




「──始し原げんの光よ。我が手に宿り、形かたを成なせ」




　言葉が終わらないうちにふわりとその手の上に小さな光が生まれた。それは純じゆん白ぱくに輝かがやき、どの光よりも強く眩まばゆく、広間のあちこちで人々を照らしている光とはまるで違って見えた。

「闇やみ夜よを照らし、いざ導かん──」

　光がラディム＝アシェルの手からスッと離れると、まっすぐリーフィアに向かった。違たがうことなく彼女の胸へ飛び込んでくる。

「あっ……」

　思わず声をあげてしまったが、何か衝しよう撃げきがあったわけではない。光は音もなくすっとリーフィアのドレスの胸元に消えていった。

　次の瞬しゆん間かん、ふわりと温かい何かがリーフィアの身体からだを突き抜けていった。緊張で冷たくなっていた手と足に熱が戻っていく。

「ああ、おあつらえ向きの舞台になったようだよ」

　ラディム＝アシェルが妙みようにはっきりとした口調で言った。リーフィアの気のせいでなければ彼の唇は弧こを描えがいている。

　いつにない彼の態度に目を丸くしていると、リーフィアの背はい後ごで控え室と広間を隔てていたカーテンが音もなく開かれていった。

　リーフィアはハッとして広間を振り返る。何かに導みちびかれるように視線を向けた先に見えたのは、エルフィン王女が声をかけてくる貴族子し弟ていたちを振り払い、玉座のすぐ下に立つエーヴェルトのもとにたどり着いた姿だった。

　エルフィン王女は胸の前で両手を組んで、必死に何かをエーヴェルトに懇こん願がんしている。けれど、エーヴェルトは首を横に振ってそれを退けた。

　すぐ後ろでラディム＝アシェルの声がした。

「殿下が王女のダンスを断っているんだよ。心に決めた人がいるから、新月の夜である今日はその女性以外とは踊るつもりはないと言って」

　目を凝らして見ていると、エルフィン王女は諦めずにエーヴェルトに哀あい願がんしているようだった。困ったようにしているエーヴェルトの表情は、リーフィアにはどこか苦しそうに見えた。

　義理とはいえ一度でも踊ってしまえば、エルフィン王女は二度三度と要求してくるに違いない。現に二年前の舞踏会で、彼女の要望に負けて何度か踊ってしまい、カーディフの大使には顔を顰められ、結果的にエルフィン王女の熱を煽あおってしまった苦い経験が彼にはある。

　今度はそんな失敗を犯おかすわけにはいかないのだろう。とはいうものの、基本的に女性に優しいエーヴェルトが相手を傷きずつけることを心苦しく思わないわけがないのだ。

　──一方的に気持ちを押しつけているエルフィン王女は、それに気付いていないのだろうか？

「行っておいで、リーフィア」

　トンッと背中を押されてリーフィアは一歩を踏み出した。

「そして殿下を助けてあげて。この件で一番傷ついているのはエルフィン王女じゃない。エーヴェルト殿下だ」

「!!」

　そのラディム＝アシェルの言葉を背にリーフィアは歩き出す。まっすぐエーヴェルトだけを見つめながら。




　リーフィアが歩くたびに、光が生まれていた。

　彼女の手足から、胸から、髪から。ドレスの裾や袖、ドレープの襞ひだから、胸元のレースからも。一歩、また一歩と進むたびに小さな光が生まれて流れていく。

　舞踏会が行われている広間は夜とはいえ、無数の室内灯に照らされて明るい。ところがリーフィアの纏う光はそれよりも更に眩く、白はく銀ぎんに輝いていた。

　その光に気づいた人々が振り返り、そしてリーフィアの姿を認めて息を吞む。豊かな白銀の髪、宝石のような紫むらさきの瞳に、輝くような美び貌ぼう。白い光を帯おびた彼女の姿はまるで幻のようだった。人々は一いち様ように感嘆の息を漏もらし、その夢のような美しさに魅み入いられたように見つめる。

「新月の貴婦人……」

「貴婦人だ。間違いない」

　リーフィアの姿を見つめている中には、彼女が実体もあって、魔法で幻のように演出しているだけだということを知っている人間も数多くいた。けれど、魔法だと分かっていてもその姿はまるでこの世のものとは思えなくて、目を離すことができなかった。

　そんな人々の視線の中、リーフィアは光をたなびかせながらエーヴェルトのもとへと向かう。彼女の行く先では自然と人々が道を開いていく。いつしか、エーヴェルトとリーフィアの間にはまっすぐな道ができあがっていた。

　エーヴェルトは近づいてくるリーフィアに気付いて一瞬だけ目を見開いたが、すぐに笑顔になって歩き始めた。その後ろではエルフィン王女が信じられないといった顔でリーフィアを見つめている。

　リーフィアは光の軌き跡せきを刻きざみながらエーヴェルトのもとへ足を運ぶ。エーヴェルトも確かな足取りでリーフィアの側へと歩み寄る。やがて二人は向かい合ったところで足を止めた。

　暁あかつき闇やみ色の瞳と、紺こん碧ぺき色の瞳が交こう差さする。

　固唾を吞んで見守る人々の前で、エーヴェルトはリーフィアに手を差し出して言った。

「レディ。お手を。そしてダンスをご一いつ緒しよさせていただけませんか？」

　リーフィアは笑みを浮かべて、白い手をエーヴェルトの手に重ねた。

「はい。殿下。喜んで」

　その返事を見み計はからったように広間にワルツが流れ始める。エーヴェルトはリーフィアの手を取り、腰に手を当てて音楽に合わせて踊り始めた。
















　人々の間で「ほぅ」という感嘆の声があがる。

　リーフィアがターンするたびに身体とドレスから零こぼれる小さな光が、円の軌跡を描く。その光の粒りゆう子しはくるくるとワルツを踊る二人をまるで守るかのように取り囲み、光の渦うずの中でダンスを踊っているようにも見せていた。

　他に踊る者はいない。誰もが自分が踊ることで夢のような光景を壊こわすことを恐おそれたようだ。エルフィン王女ですら、かける言葉もなくただひたすら踊る二人を目で追っているだけだった。

　一段高い壇だん上じようにある玉座では、国王夫妻とシスティーナが面おも白しろそうな笑みを浮かべて踊る二人を見つめている。会場の目だたない一角では、娘の晴れの姿を見ようと駆かけつけたウェインティン伯爵夫妻がリーフィアの踊る姿を見て涙を流していた。

　ところが広間のある場所で、踊る二人をくいいるように見ている人物の反応は少し異ことなっていた。

「エドウィナ先生……？　アーネル様……？」

　震ふるえる唇が言葉を紡つむぐ。けれどその声を聞いた者は誰もいなかった。




　ダンスは一度ならず二度、三度と続いた。

　けれど、四度目はなかった。三曲目の演奏が終わった後、リーフィアはエーヴェルトから身を離した。次に何が起こるのかと固唾を吞んで見守る大勢の人の前でリーフィアは光を纏ったままエーヴェルトに向かって淑しゆく女じよの礼を取る。

　──次の瞬間、その姿が一瞬のうちにかき消えた。

「！　消えた！」

「なんとっ！」

　リーフィアがいた場所には彼女が纏っていた光の粒子だけがしばらく残っていた。けれど、それもすぐに溶とけるように消えていく。

　後に残されたものは何もなかった。幻のように、最初から何もなかったかのように夢の時間が過ぎていった。

「なんとすばらしい……」

　広間に集まった人々の間からため息にも似た声が漏れ、やがてざわめきに変わっていた。

　一方、魔法によって広間から姿を消したリーフィアは次の瞬間、システィーナの控え室に戻っていた。

　幻影に見せかける魔法は終わったようで、光はもう纏っていない。

「よかったわよ、リーフィア！」

「すばらしかったっス」

　すぐにリーフィアはリリアンとルドルフ、それに無言のラディム＝アシェルに迎むかえられた。けれど、ふいにそこにいたのは彼らだけでないことに気付く。

　両親であるウェインティン伯爵夫妻と、母方の祖父母であるアーゼンタール侯爵夫妻だ。

「リーフィア！」

「ああ、リーフィア。あなたの踊る姿を見れるだなんて！」

　母親と祖母に抱きつかれたリーフィアは、驚きながらも二人を抱きしめる。その様子をリリアンとルドルフは微笑ましげに見つめていた。

　両親と祖父母たちはリーフィアが解かい呪じゆに成功して、ほぼ元に戻れたことを知っている。けれど、実際は完全ではないし、依い然ぜんとしてアーネル＝エフィロットに狙われていることも分かっていた。そのため、全てが解決し、リーフィアが社しや交こう界かいデビューできる日がくるのは当分先だと思っていたのだ。

　本来なら社交界デビューは貴族令嬢にとって一大イベントだ。何カ月にもわたって準備をして臨む。社交界デビューをするということは、結婚できる年ねん齢れいになったと内外に示すことでもあるのだ。令嬢たちにとっては成人の儀ぎのようなものだ。

　十歳の時に身体の成長を止められ、ずっと子どものままだったリーフィアが社交界デビューなどできるはずもなく、娘と同じ年の令嬢がデビューするたびに、彼らは胸を痛め、罪ざい悪あく感かんに苦しんできた。

　ところが思いもかけず、リーフィアが大おお勢ぜいの前で踊る姿を見ることができて、彼らはようやく悪あく夢むのような八年間が終わりかけていると実じつ感かんできたようだった。

「よかった。本当によかった……」

　震える母親の肩を抱きしめながら、リーフィアは父親と祖父を見上げる。会場に来てくれるだろうとは思ったが、ここでこうして会えるとは思っていなかったからだ。

　リーフィアの疑問をすぐに察さつして祖父が目を潤うるませながら答える。

「お前が三曲目を踊り始めてすぐ、ブラッドリー殿どのが呼びにきてくださった。ここにいればリーフィアに直接会えるからと」

「ブラッドリーさんが……」

「おそらくエーヴェルト殿下のご配はい慮りよだろう。あの方には本当に、感謝をせねばならん」

「殿下が……」

　リーフィアは思わず会場を振り返る。けれど、もうすでに人々がダンスを始めており会場もごった返していて、エーヴェルトの姿を捜さがすのは難むずかしかった。

　──せめてお礼が言いたい。

　あまり長くはお邪じや魔まできないとウェインティン伯爵夫妻とアーゼンタール侯爵夫妻が控え室を出て行った後、リーフィアはラディム＝アシェルに頼んだ。

「エーヴェルト殿下にお礼が言いたいのですが、今すぐ話すことはできませんか？」

　言いながらラディム＝アシェルはこんなことでは動いてはくれないだろうなと思っていた。案あんの定じよう返事も反応もないため、これはルドルフに頼むべきだろうかと考えていると、唐とう突とつにラディム＝アシェルが呟いた。

「ちょうど、殿下も、話したがっている。送るから、ちょっと待ってて」

「え？」

　あまりにボソボソと言うのでよく聞きとれず、リーフィアが聞き直そうとした瞬間だった。

「行って」

　とひと言だけ言うと、ラディム＝アシェルは何の警けい告こくもなしに魔法を使った。

　一言も発する暇もなかった。瞬き一つしている間にリーフィアは控え室ではなく別の場所に飛ばされていたのだから。

「……いきなりは酷ひどくない？」

　そこは室外のようだった。辺りは暗く、夜風が頰を通り過ぎる。けれど建物の外ではなく、どうやら舞踏会が行われている広間に隣りん接せつするバルコニーの一つに立っているらしかった。

　会場へと続くガラス戸の前から、中を覗き込む。どうしようかと迷ったが、今リーフィアがこの姿で人前に出てしまったら幻影に見せかけた意味がなくなってしまう。

　仕方なしにガラス戸から離れると、リーフィアはバルコニーの手すりに寄りかかり、ぼんやりと外を見ていた。今夜は月明かりがないので外は真っ暗だった。かろうじて見えるのは会場の明かりに照らされた部分だけだ。

「とりあえずここで待っていればいいのよね？」

　何の説明もなしに飛ばされてしまったが、直前までしていた会話のことを考えれば、おそらくエーヴェルトが来てくれるのだろう。

　しばらくじっと夜風にあたっていると、ガラス戸からカタンと音がした。慌てて振り返ったリーフィアの目に映ったのは、ガラス戸から入ってくるエーヴェルトの姿だった。

「殿下……」

　どうやらここで待っていて正解だったらしい。安あん堵どしてホッと息をつくと、エーヴェルトはすまなそうに謝った。

「ごめんね、声をかけてくる人が多くて少し遅くなった。待ったかい？」

「いいえ」

　リーフィアは首を振る。実際、待っていたのはほんの少しの間だけだ。

　エーヴェルトはリーフィアの隣となりに立ちながら言った。

「今夜はありがとう。とても助かったよ」

「いえ、私の方こそ、両親と祖父母と話ができました。あれ、殿下がそう取り計らってくださったんでしょう？　ありがとうございます」

「ラディム＝アシェルのように魔法は使えないから、僕にできるお礼なんてあれくらいなことさ」

　そう言って微笑むエーヴェルトにリーフィアも微笑を向けた。

「とても嬉うれしかったです。両親や祖父母にとっても。私が踊っているのを見て、少し悲しみや罪悪感が薄うすれたみたいで……。ああ、祖父が殿下にとても感謝していますって言ってました」

「僕も君に助けられている。おあいこだよ」

「おあいこじゃないです。私の方がずっとずっとお世話になっていますから。『新月の貴婦人』役で踊ることくらいなんでもないです」

　そう言ってからリーフィアは自分が消えた後どうなったか少し心配になった。

「あの……『新月の貴婦人』の役。あんな感じでよかったですか？」

「上じよう出で来きだよ。リーフィアが実在していることを知っている者はともかく、知らない人の反応は魔法だと疑っている人、本当に『新月の貴婦人』が現れたのだと思っている人と分かれていて興味深い」

「殿下は面と向かって聞かれたら何と答えられたのですか？」

　気になって尋ねてみると、エーヴェルトはふっと顔を綻ほころばせた。

「女神が降りてきてくれたんだ、って答えているよ」

「め、女神、ですか？　それはちょっと……」

　──何ですか、その歯の浮くような台詞せりふは！

　だけど、どういうわけかそんな恥ずかしい気き障ざな台詞も似合ってしまうのだ、この人は。やっぱりそこは顔か。顔なのか!?

　リーフィアが考えていることが分かったのだろう。エーヴェルトはクスクス笑いながら説明してくれた。

「女神という言葉はどんなふうにも受け取れるから便利なんだよ。この場合は幻影のように美しい女性──つまり『新月の貴婦人』が降りてきてくれたんだという意味に取る人間もいるだろうし、愛いとしい恋人が会いに来たと受け取る人もいるだろう」

「愛しい恋人……」

　恥ずかしくなってかぁと頰に熱が集まった。

「妻とか恋人のことを女神と称しようする人もいるからね。今夜の君の姿を見たら皆が恋人を女神のように崇あがめるのも分かる気がするよ」

　エーヴェルトはリーフィアを見下ろして目を細める。

「そ、そ、それよりカーディフの大使たちは誤ご魔ま化かせたんですか？」

　リーフィアは慌てて話題を切り替えた。気のせいだろうか、いつもよりエーヴェルトが自分を見る目や声が甘あまい気がする。

「ああ、カーディフの大使たちにも声をかけられたから同じように返したよ。彼らは君を僕の恋人だと思ったようだった。たぶん、幻影よりそちらの方が彼らにとって望ましかったんだろうね」

「え？」

「考えてもごらんよ。彼らは僕とエルフィン王女が親しくなっては困るんだ。その僕が親しそうに美しい女性と踊っている。でもその女性が幻影ならいないも同然だ。本国に報告しなければならない彼らにとって僕にはちゃんと実在する恋人がいて、エルフィン王女とは何でもないと言える方が当然いいわけだ」

「なるほど」

「反対に、ガジス国にとっては君が実在だろうが幻だろうがどっちでもいい。とにかくエルフィン王女が諦あきらめればいいのだから」

「諦めて……くれますかね？」

　リーフィアは心もとなく尋ねた。なんとなくそう簡単には諦めないような気がする。

　前に中庭でエーヴェルトがしてくれた話が本当だとすると、彼を諦めるのはエルフィン王女にとっては政せい略りやく結婚を認めてしまうことになる。エルフィン王女が苦手な相手との結婚を唯い々い諾だく々だくと承しよう知ちするだろうか？

「……自分から気付かなければ、諦めないだろうね」

　エーヴェルトもリーフィアと同じくそう思っているらしい。

「彼女は自分から動いたり働きかけたりすることは思いもよらないんだと思う。誰かに縋すがった方が楽だからね。今までずっとそうして育てられてきたから。助けて欲しいといえばいつも周囲の誰かが助けてくれていた。これは想像に過ぎないんだけど、この政略結婚が初めてなんじゃないかと思う、彼女が嫌いやだと言っても誰も何もしてくれなかったのが。だから彼女は他に助けてくれそうな人間が必要だったんだ」

　だから、エーヴェルトに縋った。でもそれは縋る相手を変えただけで、自分から行動を起こしたわけじゃない。彼女自身は何もしていない。だから状況を変えられないのだろう。

　リーフィアの脳のう裏りに、ただ助けを求めるだけで、誰かが何とかしてくれるのを待っているだけのエルフィン王女の姿が思い浮かんだ。そう想像することはとても容易たやすいことだった。──なぜならそれはついこの間までのリーフィアの姿だったからだ。

「彼女は……同じなんですね。この八年間の私と」

　姿を変えられたリーフィアは嘆なげき悲しみ、引きこもるだけだった。両親や祖父母がアーネル＝エフィロットを捜している間、何もしないでただ朗ろう報ほうを待っていた。その後もひたすら己おのれへの憐れん憫びんだけで生きてきた。

　でもそれだけでは何も変わらないのはリーフィア自身が証明している。リーフィアがこうして完全とまでいかなくても大人の姿を取り戻すことができたのは、自分から動こうとしたからだ。自分でどうにかしたいと行動を起こしたから。

　城に来てシスティーナやリリアン、エーヴェルトと出会って。その出会いが筆ひつ頭とう魔法使いラディム＝アシェルへと縁えんを繫つないで、本来の姿を取り戻せた。皆と出会ったからそれが可か能のうになった。あのまま家の中に閉じこもっていたら絶対にこの未来はなかっただろう。

「殿下」

　リーフィアはエーヴェルトを見上げた。

「私、ようやく殿下がエルフィン王女が縋る相手が間違っていると繰り返していた理由を理解できた気がします。エルフィン王女が本当に政略結婚が嫌だというのなら、エーヴェルト殿下ではなく、婚約者のカーディフの第二王子と話すべきなんですよね。だってそれが唯一婚約を解かい消しようできる道だから」

　ガジス国側からは取り消すことができない政略結婚。でもカーディフ側から破は棄きしてもらうのならば解消することは可能だ。もちろん簡単にはいかないし、ガジスにとっては不ふ利りになる落としどころが必要になるだろう。だが第二王子を説得できれば、政略結婚より有ゆう利りなものを示せれば、不可能なことではない。

　いや、もっと言えばガジス側から婚約を解消することも本当は不可能ではないのだ。エルフィン王女にそれだけの熱ねつ意いと周囲を納なつ得とくさせるだけのものを用意できれば。

　だが今のエルフィン王女にはそれだけの覚かく悟ごはない。第二王子と向き合うこともしない。顔を背そむけて怯おびえて、ただ誰かに縋っているだけ。

　それでは何も変わらないのだ。待っているだけではなくて、自分から動かないと。

　そう口にするリーフィアをなぜかびっくりしたような目でエーヴェルトは見ていた。

「……殿下？」

　黙だまってしまったエーヴェルトを不思議そうに見上げる。エーヴェルトはしばしリーフィアを眺ながめていたけれど、やがて小さな声で呟いた。

「どうして僕がこんなに君に惹かれるのか……分かった気がするよ」

　けれどその声は掠かすれていて、リーフィアの耳には届かなかった。

「殿下？　すみません、聞こえませんでした。もう一度仰おつしやってください」

　突然エーヴェルトはにっこり笑った。

「君が姿を取り戻す手がかりを得るために城に来てくれてよかったと言ったんだ」

「私もそう思います」

「だから、僕たちは会えた」

「……殿下？」

　リーフィアは目を瞬いた。

　何だろう、エーヴェルトが自分を見つめる目がさっきからとても熱っぽくて甘い。確かにいつも甘やかすような光があったけど、でもこれほどではなかったと思う。

　──いつもとは何かが違う。

　ブラッドリーがいなくて、完全に二人きりだからそう思うのだろうか？

　でもいつもと違うのはリーフィアの方もだ。思えばこんなに大人の姿で長く話をしたことはない。たいてい子どもの姿だったし、エーヴェルトはそんな時はリーフィアを猫ねこか犬のように抱っこするのが常つねだった。

　あれはあれで恥ずかしいけれど、そのせいもありリーフィアはこんなに真正面から長くエーヴェルトと対面したことはなかった。……だから反応も違うのだろうか。

　恥ずかしくていたたまれないのはいつもと同じ。でも今は目をそらせない。

「リーフィア。君はいつもひたむきで、まっすぐで、頑がん張ばりやで、僕に多くを求めない。縋ることもなく一人で頑張ろうとする。だから僕たちはつい君を助けたくなるんだろうね。エルフィン王女とは違う、そんな君だからこそ……」

　エーヴェルトの声が途と切ぎれた。リーフィアを見つめる目が煌めいている。その目に吸すい寄せられるようにリーフィアは一歩前に出ていた。

　胸が熱い。心臓がドキドキする。

　──これは一体何だろう。

「ねぇ」

　エーヴェルトの声が甘く響く。

「今夜の君は誰よりも美しいって、僕はもう言ったかな？」

　言いながらエーヴェルトは手を伸ばし、リーフィアの頰に触ふれようとする。

　その手がリーフィアの肌にあと少しで触れそうになった瞬間、バルコニーと広間を仕切っているガラス窓のところにエルフィン王女の姿が現れた。

　リーフィアはその姿を見てハッとなり、慌ててエーヴェルトから離れた。

　──い、今のは一体、何だったの？

　頰を染めながら今しがた自分とエーヴェルトに起こったことを反はん芻すうする。けれどすぐそんな時ではないと気付いた。

　エルフィン王女はガラス窓を開けてツカツカとバルコニーに入ってくると、リーフィアを険けわしい目で見た。

「やっぱり幻なんかじゃなかったのね！　エーヴェルト様、騙だまされてはいけませんわ！」

　非ひ難なんの声にリーフィアは首を竦すくめた。そんなリーフィアをエルフィン王女から庇かばうように前に出たエーヴェルトはその言葉に応えることなく別のことを尋ねた。

「エルフィン殿下、どうやってここへ？　ブラッドリーに誰も通さないように指示したはずだが？」

「わたしの侍女の一人が話しかけて気をそらしている間に入ったのです」

　悪びれもせずそう答えると、エルフィン王女はエーヴェルトの背中に庇われているリーフィアを再び睨にらみつけた。

「それよりその者は幻の『新月の貴婦人』とやらではありませんわ。殿下は騙されておいでです。あなた、どういうつもりで魔法なんか使って殿下に近づこうとしているの？」

　どうやらあっさりバレてしまったらしい。でもそれも無理はないだろう。ガジス国にも魔法使いはいる。王族であるエルフィン王女には日常的に魔法を目にする機会も多いはずだ。

「エルフィン殿下、やめなさい。彼女は何も悪くはない」

「エーヴェルト様、お優しいのも結構ですが、その者を庇う必要はありませんわ。魔法など使って皆を騙して。捨て置けません」

「僕は騙されているわけじゃない。彼女が幻なんかじゃないことは百も承知です。皆もね。そもそも彼女を幻のように演出したのは僕の指示です」

「え？　エーヴェルト様が？」

　エルフィン王女は目を見開いた。そんな彼女にエーヴェルトは硬い表情を向ける。背中に庇われているリーフィアはエーヴェルトの身体に力が入ったことに気付いた。

「僕がそう指示した理由はあなたと踊らないためだ。カーディフの大使や外交官がこの舞踏会に出席して、あなたの一いつ挙きよ一いち動どうを監かん視ししているのは、ご存知のはず」

「カーディフ……？」

　エルフィン王女の顔がこわばった。

　エーヴェルトは疲つかれたように吐と息いきをつく。

「僕はね、エルフィン殿下、あなたに同情をしていた。だからこそ二年前も今回も、それで気がすむのならと好きにさせていたんだ。だからそうやって押し留めなかった僕にも、責任はあるだろうね」

　そういうことか、とリーフィアは理解した。だからエーヴェルトはエルフィン王女の気持ちをやんわりとかわしつつも強く拒きよ絶ぜつすることはなかったのだ。王族の義ぎ務むとして一人外国に嫁とつがねばならない彼女に、同情していたから。

　そして、今それをあえて彼女に告つげるということは、もうエーヴェルトは決心してしまったのだ。

　──同情することをやめ、エルフィン王女を拒きよ絶ぜつすることを。

「僕はこの国の王子として、あなたが持ち込もうとしている争あらそいの種から国を守る義務がある。だからエルフィン殿下。僕はあなたの望んでいる『理想の王子様』にはなれないし、なるつもりもない。あなたに縋りつかれても応じられない。迷めい惑わくだ」

「っ……！」

　いつもは優しいエーヴェルトの厳しい言葉にエルフィン王女は息を吞んだ。たちまち水色の瞳に涙が盛もり上がっていく。

「……あなたは私の王子様になってはくださらないの？　助けてはくださらないの？」

「ええ。そうです。僕が助けたいのはあなたではない」

「なんで……？　どうして……？」

　ポロポロとエルフィン王女の目から涙が零こぼれ落ちていく。

「どうしてわたしだけなの？　どうしてわたしだけが国を離れて望まない場所に行かなければならないの？　お姉様は愛する人を得たのに、どうしてわたしには愛してくれる人がいないの？　助けてくれる人もいないの!?」

　涙と共にエルフィン王女の口から零れていくのは、まぎれもなく彼女の本音だったに違いない。

　──なんで自分だけが。どうして？

　ずっとそう思って生きてきたのだろう。そして縋る相手を求めてエーヴェルトと巡めぐり合った。でもエーヴェルトは姫君の危き機きに必ず助けてくれる物語の王子様とは違う。姫の幸せのために存在している王子なんかではなく、感情もある一人の人間だ。

　……彼はずっと彼女自身にそのことに気付いて欲しかったのだ。

　リーフィアは思わずエーヴェルトの背中から出てエルフィン王女に言っていた。

「エルフィン王女様。これ以上、エーヴェルト殿下を傷つけないでください」

「え？」

「あなたは今とても傷ついていると思います。でも理想の相手を一方的に押しつけられて、期待されて縋られても、応こたえることはできない。そのことで殿下だって傷ついているんです」

「傷つけている……？　わたしが……エーヴェルト様を？」

　驚きのあまりエルフィン王女の涙が止まった。彼女にとっては思いもよらなかったことなのだろう。だがそれこそが、エルフィン王女が自分の気持ちを押しつけるだけで、エーヴェルトという人間のことをまったく見ていなかった証しよう拠こだ。

　……好きと口では言いながら、決して自分という人間を見ていない相手に、殿下はずっとどんな気持ちでいたのだろう？

「いいんだよ」

　エーヴェルトがリーフィアの身体に手を回して後ろから抱きしめた。

「ありがとう。でももういいんだ」

　優しい笑みを浮かべてエーヴェルトは言うと、リーフィアに腕うでを回したまままエルフィン王女に視線を向けた。

「エルフィン殿下、あなたが縋る相手は僕じゃない。一度きちんと婚約者に向き直ってみてはいかがです？　それで何かが変わるかもしれない。……変えられるかもしれない」

「……」

　エルフィン王女は答えずにふっと視線をそらすと唇を嚙かみしめた。

「殿下。申し訳ありません！」

　バンッとガラス戸が開く音がして、ブラッドリーが飛び込んでくる。おそらく今の今までエルフィン王女の侍女に引き止められていたのだろう。その侍女はきっと美人に違いない。ブラッドリーはこう見えて、美女に弱いのだ。

　エーヴェルトが呆れたような息を吐はいた。

「やれやれ、護ご衛えい失しつ格かくだよ、ブラッドリー」

「う、申し訳ありません」

　ばつの悪い顔をするブラッドリーの横を、エルフィン王女が何も言わずに通り過ぎていく。やがてエルフィン王女はガラス戸の向こうに姿を消した。

「……何かあったのか？」

　その後ろ姿を見送っていたブラッドリーが尋ねる。何かあったのはきちんと役目を果たさなかったブラッドリーのせいでもあるのだが、ここではそれを指し摘てきすることなくエーヴェルトは肩を竦めた。

「色々とね。まあ、おかげで踏み込んだ話ができてよかったよ。いつかは言わなければならなかったことだから」

　それからエーヴェルトはリーフィアに視線を落とすと、ぎゅっと抱きしめる腕に力を込めて優しく微笑んだ。

「リーフィアもありがとう。助かったよ」

「いいえ。どういたしまして」

　リーフィアはエーヴェルトの腕の中で呟くと、大人おとなしく身を預けた。いつもだったら暴れてその腕の中から抜け出していたところだが、今はエーヴェルトが慰なぐさめを必要としている気がしたのだ。

　……不思議だ。子どもの姿で彼に抱っこされるだけだったらきっと気付かなかったに違いない。彼の抱かかえる痛みに。

　対等な年齢に──大人目線になったからだろうか？　だからエーヴェルトのことも大人の気持ちで見れるのだろうか？

　分からない。でも今はまだこのままでいいと心のどこかで声がした。大人と子どもと、その両方の目で、この人を見ていきたい。

「……お疲れ様でした」

「うん」

　ポンポンと慰めるように前に回った手をそっと叩たたくと頭ず上じようからくぐもった返事がくる。

　それからしばらくの間、リーフィアはエーヴェルトの腕の中に留まっていた。
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「やっぱりあの虫、気に食わないな」

　二階の手すりからひと気のない中庭を見下ろしながら男がポツリと言った。

　男の目は中庭に注がれているようでいて、実は見ていない。彼が見ているのはここからは離れた場所にあるバルコニーで起こっていることだった。

　魔法を通じて流れてくるその映像は、彼にとってはとても不ふ快かいだった。

「あいつはリーフィアを『女』として見ているからね。傍そばに置いていたらリーフィアが汚けがれてしまう。早々に引き離す必要がある」

　それから彼は自分を見下ろしてくすっと笑った。

「そろそろこの姿にも飽あきてきたし、ころあいかな？」

　そう呟く男の顔に、外見にそぐわないひどく残ざん酷こくな笑みが浮かんでいた。
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　役目を終えたリーフィアは、リリアンと共に通用口を使ってこっそり広間から離れ、自室へ向かった。

　本当ならエーヴェルトとブラッドリーがリーフィアたちを部屋まで送ってくれるはずだったのだが、先々代の王妃の具合が悪くなったという報告が飛び込んできて、彼らはそちらに向かわなければならなくなったのだ。

　ラディム＝アシェルたちもとっくに塔へと戻ってしまっていたので、彼らに頼むことはできない。そこで二人だけで大丈夫だと断って出てきたのだった。

　アーネル＝エフィロットがこの城にいるかもしれないと判明した時、ラディム＝アシェルに守りの魔法をかけてもらったので大丈夫だろうという油ゆ断だんがあったことは否いなめない。

　人けのない廊ろう下かを歩きながら、リーフィアは広間の方向をつい振り返る。

「カティア様、大丈夫かしら？」

「無理をして舞踏会に出られたのかもしれないわね」

　リーフィアにつられて同じく後ろを振り返りながらリリアンが答える。

「ついこの間までご病気だったんですものね。広間には大勢人がいたし、それで具合が悪くなったのかもしれないわ」

「たいしたことないといいけれど……」

　大広間がある建物から二人の私室がある建物までは少し距きよ離りがあった。

　そのため広間の喧けん騒そうは届かず、回かい廊ろうが見える頃には周囲はひっそりとしていた。舞踏会の警けい備びに人を割さかれているので、いつも定位置に立っているはずの兵士の姿もない。

　あまりに静かで、少し怖かった。それはリリアンも同様のようで、リーフィアに「急ぎましょう」と声をかけてくる。

　自室がある棟に行ってしまえばまだ人がいるからだ。でもこの回廊辺りは夜になるとまったくひと気がなくなる。だからこそ、リーフィアは城に来たばかりの頃の新月の夜、ここで時間をつぶしていたのだ。

　そう、そろそろ眼がん下かに見えてくるのは以前変化したリーフィアとエーヴェルトが初めて顔を合わせた中庭だ。つい先日、シャルル王子と散歩に来た場所でもあった。

　ところが回廊にさしかかったその時、二人は同時に足を止めた。回廊の途中に一人の少年が佇たたずんでいたからだ。

「……シャルル殿下？」

　手すりに寄りかかり、中庭を見下ろしているのはガジス国の第一王子であるシャルルだった。

　シャルル王子は振り向き、リーフィアとリリアンの姿を見て微笑んだ。

「こんばんは、レディ。あなた方も舞踏会を抜け出してきた口ですか？」

　そうか、今は「フィラン」ではなくて大人のリーフィアの姿だ。彼にとって自分は初めて見かける相手だろう。

「殿下はこのようなところで何をなさっているのですか？」

　リリアンが尋ねた。するとシャルルは無む邪じや気きに笑う。

「少し人いきれに酔よってしまったので、ここで休んでいるんだ」

　確かに広間はいつもより大勢の招待客がいて、王子であるシャルルは気が休まる時がないに違いない。リーフィアは同情し、口を開きかけたところでふと違い和わ感かんを覚えて周囲を見渡した。

「そういえば、護衛の方の姿が見えませんね。殿下を一人になさるとは……」

　王族であるシャルル王子には常に護衛がついていた。何度もシャルル王子の遊びに付き合ったフィランとはすっかり顔なじみになった彼らの姿が、今はどこにもない。

「ああ、彼らか。彼らはあそこだよ」

　そう言ってシャルル王子が指差したのは中庭だ。何か探しものでもしているのかと思い、互いに顔を見合わせてから二人は手すりに近づき、中庭を見下ろした。

「なっ……！」

「きゃあああ！」

　リーフィアとリリアンの口から驚きの声と悲鳴があがる。外がい灯とうに照らされた中庭の地面に、男性が二人倒れているのが見えた。奇妙な具合に手足が捻ねじ曲まがった彼らの顔をリーフィアはよく知っていた。シャルル王子の護衛にあたっていた男たちだ。

「これは……一体……」

「リーフィア、逃にげるのよ！」

　先に衝撃から覚めたリリアンがリーフィアをシャルルから庇うように前に出た。

「リリアン！」

　振り返ってリリアンがリーフィアに叫さけぶ。

「広間に戻って！」

「君も邪魔だね」

「リリアン、後ろ！」

　リーフィアの声とシャルル王子の声が重なった。ハッとして振り向いたリリアンのすぐ目の前にシャルル王子の姿があった。彼は手を伸ばしてリリアンの胸の真ん中をトンッと軽く突く。避さける余裕もなかった。

「あっ……」

　直後リリアンはその場にくずおれた。

「リリアン！」

　リーフィアは慌てて地面に倒れ込んだリリアンに駆け寄った。

「リリアン！　しっかりして！」

　リリアンは目を閉じていて、リーフィアが呼びかけても応えない。まさか、あの護衛のように……。

「安心しなさい」

　青ざめるリーフィアの上から声が降ってきた。

「この子は前回とても役に立ってくれたからね。命までは奪うばわないよ」

　にこにこと笑いながらリーフィアを見下ろしてシャルル王子が言う。

　リーフィアはリリアンの頭を抱きかかえながらキッとシャルル王子を睨みつけた。

　──ううん、シャルル王子じゃない。

　この口調。まがまがしい笑み。

　リーフィアには分かる。というよりすぐに分かった。

「アーネル＝エフィロット……！」

　リーフィアに魔法をかけたあの幼児性愛病者ロリコン魔法使いだ。

　いつから入れ替わっていたのかは分からない。けれど、この男はシャルル王子に成りすまして、またもやずっとリーフィアのすぐ近くにいたのだ。

　アーネル＝エフィロットはシャルル王子の顔でにっこり笑った。

「さぁ、可愛いリーフィア。迎えに来たよ。一緒に行こう」

　──誰が行くか！

　そう言うはずだったのに、声にならなかった。リーフィアの意識は急速に沈しずんで、やがて全てが暗あん転てんした。
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　魔法使いの塔とうに戻ってきて執しつ務む室しつに落ち着いたばかりのラディム＝アシェルを、その衝しよう撃げきが襲おそった。

「リーフィア!?」

　──守護の魔法が破は壊かいされた？　一いつ瞬しゆんで？

　リーフィアの気配を探さぐった彼は彼女の気配が城内から消えていることに気付いて声をあげた。

「ルドルフ！　今すぐ殿下に報しらせを！　リーフィアの気配が消えた！　最後に気配があったのは、噴ふん水すいのある中庭の回かい廊ろうだ！」

「え!?　あ、はいっス！」

　執務室の端はしにある自分の机に座っていたルドルフは師し匠しようの突然の大声に飛び上がって答える。けれどその返事が終わるか終わらないかのうちにラディム＝アシェルの姿は執務室からかき消えていた。

「こ、こうしちゃいられないっス」

　ルドルフはすぐさまエーヴェルトの気配を探してその場所へ魔法で跳ちよう躍やくした。

　一方、ラディム＝アシェルが魔法で降り立ったのは、まさにリーフィアが拉ら致ちされた現場の回廊だった。

　けれどそこにリーフィアの姿はなく、いたのは床ゆかに倒れたリリアンだけ。

　ラディム＝アシェルは何があったかすぐに悟さとった。

　──アーネル＝エフィロットがその正体を現し、リーフィアを攫さらったのだ。

　リリアンの傍そばに跪ひざまずき、ラディム＝アシェルは顔の上に手をかざした。息はしている。けれど、魔法で眠らされているのは彼女を幾いく重えにも巻きついている呪じゆ文もんで分かる。

「……」

　ラディム＝アシェルはその呪文を無言で引きちぎった。

　解かい呪じゆのために術を唱となえる必要もなかった。リリアンにかけられていたのはもっとも簡単な眠りの魔法だったからだ。

「……悪意、あるな」

　ボソボソと呟つぶやく。

　逃とう亡ぼうする時間を稼かせぎたいならもっと解呪に時間のかかる術を使うだろう。アーネル＝エフィロットお得意の古代魔法でもいい。あれならラディム＝アシェルといえど、もっと解呪に時間がかかったに違いない。

　けれど足止めにもならない簡単な眠りの魔法だった理由はただ一つ、リーフィアを攫ったことを、彼女が自分の手元にあることをラディム＝アシェルに、あるいはエーヴェルトに知らしめたいのだ。

「……ん……」

　リリアンの睫まつげが震ふるえ、そっと開かれていく。そして自分を覗のぞき込んでいるラディム＝アシェルに気が付くと一瞬だけ目を見張り、それから眠る直前のことを思い出したらしい。

「リーフィアがっ！」

　慌あわてて上半身を起こすと、ラディム＝アシェルに縋すがるように訴うつたえる。

「ラディム＝アシェル様！　リーフィアが、あの魔法使いに！」

「分かってる。落ち着いて」

「でもっ……！」

「リリアン、それより見たのなら聞きたい。リーフィアを攫ったのは誰？　あいつは誰に成なりすましていた？」

　その質問に、リリアンはキュッと口を引き結んでから悔くやしそうにその名を告げた。

「シャルル殿でん下かです。シャルル殿下に成りすましていたんです！」

「シャルル王子が？」

「はい。ここで出くわしたシャルル殿下はいつもと違ってました。護ご衛えいの兵士たちを……あ、彼らは？　中庭に倒れていて……」

「中庭に？」

　ラディム＝アシェルは立ち上がり、中庭を覗き込む。するとそこには帯たい刀とうした二人の男が倒れていた。

「リーフィアに逃にげるように言ったんですけど、触ふれられたとたんに意識を失うしなってしまって……あぁ、リーフィア！」

　リリアンが顔をくしゃくしゃにする。今ここにそのリーフィアがおらず、ラディム＝アシェルがいる意味を分かってのことだろう。

「ラディム＝アシェル！」

　バタバタと複数の足音がした。視線を向けるとエーヴェルトとブラッドリーと、それからルドルフが少し遅おくれて走ってくるのが目に入る。

「リーフィアが攫われたというのは本当か！」

　駆かけ寄ってきたエーヴェルトの表情はいつもの余よ裕ゆうをなくし、焦あせりが浮かんでいた。

「申し訳ありません、殿下。してやられました。油ゆ断だんしていたつもりはないのですが……」

　ラディム＝アシェルが何も策を講こうじていなかったわけではない。リーフィアを狙ねらうのは分かっていたので、何かあった時のために彼女に守護の魔法をかけていたし、常つねにその気配を追っていた。

　ところがアーネル＝エフィロットはその魔法が発動する前に、一瞬で術を破壊してリーフィアを連れ去ったのだ。

「殿下、アーネル＝エフィロットが化ばけていたのはシャルル王子のようです」

「シャルル殿下……か。思い込みはよくないと分かっていたのにな……」

　エーヴェルトは顔を顰しかめると、小さく舌した打うちした。おそらく以前、アーネル＝エフィロットが化けているのはシャルル王子ではないだろうと判断したことを思い出し、悔くやんでいるのだろう。

「殿下……」

　そんなエーヴェルトの肩をブラッドリーが叩たたいて慰なぐさめる。

　ラディム＝アシェルは中庭を指差しながらルドルフに指示した。

「ルドルフ、君は急いでシャルル王子の護衛の治ち療りようを。まだかろうじて生きている」

「え？」と言いながら手すりから階下にある中庭を見たルドルフは目をむいた。

「う、うわっ、これはヤバイっス！」

　言うなり、ルドルフは飛ひ翔しようの魔法を使い、手すりをひらりと越えて中庭に下りていった。あの体格で意外なのだが、ルドフルのもっとも得意な魔法は治療系の魔法なのだ。普通の医者なら助からなかったかもしれないが、今ルドルフが治療の魔法をかければなんとか命を繫つなげるだろう。

　ラディム＝アシェルはルドルフがすぐさま護衛の兵士の治療を開始したのを見届けると、エーヴェルトたちに向き直った。

「殿下。城の結界を越えた気配はない。まだ奴やつとリーフィアはこの城のどこかにいるはず。捜さがしてください、城の中を隅すみから隅まで」
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「んんっ……」

　何か呼ばれた気がして、リーフィアの意識は浮ふ上じようした。

　目を開けると、真っ先に飛び込んできたのはベッドの真上にある天てん蓋がいだ。ぼうっと見上げながらリーフィアは呟く。なかなか頭が働かなかった。

「ここ、どこ……？」

　もちろん、侍じ女じよ見習いのリーフィアの部屋に天蓋ベッドはないし、実家のウェインティン伯はく爵しやく家けで使っていたものも天蓋ベッドではない。

　頭だけめぐらして周囲を見渡す。そこは寝室のようだった。ただ、窓はなく、中央に天蓋ベッドが配置され、壁かべ側がわには装そう飾しよくがほどこされたチェストや大きな衣い裳しよう箱ばこが置かれていた。

　まったく見覚えのない部屋だった。一瞬城のどこかの客室かなと思ったが、やっぱり見覚えがないし、それに窓がないのは変だ。フォルシア城の客室は眺ながめがいいのが自じ慢まんだと、客室係の侍女から話を聞いたことがあったのだ。

　──じゃあ、ここは城の客室ではない？　いや、そもそも、なぜ私は見知らぬベッドに寝かされているの……？

　枕まくらに頭を戻し、ぼうっとそんなことを考えた直後、リーフィアは全てを思い出してがばっと上半身を起こした。

　そうだ、シャルル王子があのアーネル＝エフィロットで、リリアンがあの男に魔法か何かかけられて突然倒れて……！

「あれ……？」

　ベッドから起き上がったリーフィアは違い和わ感かんを覚えて自分の手を見た。そこにはなじみのある小さな手があった。

「子どもに戻ってる？」

　一瞬攫われてからまる一いつ昼ちゆう夜や経たったのかとヒヤリとした。自分は一体何時間意識がなかったのだろうか？

　けれど、胸元を見ると、そこにはラディム＝アシェルからもらったムーンストーンの首飾りがある。

　この石の魔力で子どもの姿を取っているだけなのだ。それが分かってリーフィアは安あん堵どした。……首飾りがここにあるという意味を悟るまでのほんの数秒間だけは。

　夜になると子どもに変化するリーフィアが唯ゆい一いつ姿が変わらず大人のままでいられるのが新月の夜だ。

　舞ぶ踏とう会かいは新月の夜に開かい催さいされていたから、リーフィアは首飾りを外はずしさえすれば大人になれた。そして子どもの姿になる予定も必要もなかったから首飾りは舞踏会の会場に持ち込むことなく、リリアンと兼けん用ようの自室の引き出しにしまっておいた。

　だから拉致された時は自分の手元にはなかったはずだ。それは断だん言げんできる。にもかかわらず手元にあるということは……。

　リーフィアは思わず渋しぶい顔になった。

　部屋の引き出しにしまっていたはずの首飾りをわざわざ持ってきてまで変化させるとは。どうあってもあの変へん態たい魔法使いは子ども姿がいいらしい。

「幼児性愛病者ロリコンは滅ほろびろ！」

　最近はあまり口にしなくてすんでいたおなじみの悪あく態たいをついてから、リーフィアはベッドから下りた。

　幸いアーネル＝エフィロットは近くにいないようだ。ここがどこなのか分からないが、今のうちに逃げ出さなければ。リリアンがどうなったのか気になるが、命までは取らないと言った言葉を信じるしかない。

　本物のシャルル王子は……。そこまで考えてリーフィアは首を横に振った。今の自分にはどうすることもできない。

　リーフィアは裸足はだしのまま扉とびらに向かい、取っ手に手をかけた。だが、触れる前に扉が開こうとしていることに気付き、すぐさま後ずさった。

　直後に扉が開かれ、一人の男性が入ってくる。

「目が覚めたのかい、リーフィア」

「……え？」

　リーフィアは目を見張った。てっきり偽ぎ装そうしていたシャルル王子の姿のまま現れるかと思ったら、入ってきたのは二は十た歳ち前後の青年だったからだ。だが、図書館司し書しよだったカミロの姿でもないし、以前城から逃げた時廊ろう下かで出会った文ぶん官かんの姿でもない。そこにいたのは今までの目立たない姿からうって変わった輝かがやくような美び貌ぼうを持つ男だった。

　リーフィアを見下ろす瞳ひとみは青とも緑ともつかぬ碧あお色いろだ。長い睫と涼すずやかな目元、高い鼻び梁りように美しいラインを描く眉まゆ。そんな極ごく上じようのパーツが完かん璧ぺきに配置されて、さながら彫ちよう像ぞうのようだ。腰近くまで伸びている金色の髪は、部屋の灯あかりを受けてキラキラと輝き、男の華はなやかな容よう姿しにいっそう色を添そえていた。

　……どこかで見たことがあるような？

　まじまじと男の顔を見上げながら、リーフィアは激しい既き視し感かんを覚えていた。でもどうして見覚えがあるのか分からずに混乱する。前にこの姿の時に顔を合わせていたのだろうか？

　すると、男が笑みを浮かべ、リーフィアは目を見開いた。

「ベッドから抜け出してどこかに逃げようとしていたのかい、リーフィア？　でも残念ながらここからは出られないよ」

　──エーヴェルト殿下？

　笑った顔を見てようやくリーフィアは誰に似ているのか、どうして既視感を覚えたのか分かった。

　男はエーヴェルトによく似ているのだ。髪の色や瞳の色もそうだが、何より顔立ちが似に通かよっていた。もちろん近くで見れば違うのは分かるのだが、遠目であれば人違いしてしまってもおかしくない。

　もっとも両者の雰ふん囲い気きはだいぶ違う。だからこそ誰かに似ていると思いつつすぐには分からなかったのだ。

　エーヴェルトが常に笑みを浮かべ、物腰も人当たりも柔やわらかいことから、優しいイメージを人に与えるのに対し、アーネル＝エフィロットの姿はまるで抜き身の剣のようだった。同じ華やかな容姿を持ちながら、優しさや穏おだやかさ、それに物腰の柔らかさなどはどこにもない。あるのは厳しさと危あやうさ。そして不安定な何かだ。
















　見た目が似ているだけに、両者の違いははっきりしていた。

　リーフィアは顔を顰しかめた。アーネル＝エフィロットはエーヴェルトを嫌きらっている。きっと嫌いやがらせのために、わざと似せた姿を取ったのだろう。でも中身があれだけ違うのだ、同じになるわけがない。

　キッとアーネル＝エフィロットを睨にらみつけながらリーフィアは尋たずねる。

「アーネル＝エフィロット。シャルル殿下はどうしたの？」

「もちろん、生きているよ。もう成りすます必要はないから、後で術を解といて元の場所に帰しておくよ。約束する」

「そう……」

　いまいち信用はできないが、懸け念ねんの一つがこれで消えたことになる。リーフィアは安堵の息を吐はくと、それから改めてアーネル＝エフィロットを見上げて尋ねた。

「いつ？　いつからシャルル殿下と入れ替わっていたの？」

「ああ、最初からさ」

　事も無げにアーネル＝エフィロットは答えた。

「ガジスの城を出てすぐに入れ替わった。成りすますのは実に簡単だったよ。初めての遊学で緊きん張ちようしていると言えば、多少様子が違っても不ふ審しんに思われなくてすむんだからね」

「では、フォルシアに来た時から……」

　ゾッと身を震わせる。無む邪じや気きな子どものふりをしてずっと傍にいたとは……！

　本来のシャルル王子を知っているはずのガジス国の人間ですら見破れなかったというのだから、その擬ぎ態たいはよほど巧たくみだったのだろう。面めん識しきのないリーフィアが気付かないのも無理はない。けれど、そうとは分かっていても、悔しさと嫌けん悪お感かんは少しも和やわらぐことはなかった。

「シャルルに扮ふんして君と遊ぶのは楽しかったよ。二人であちこち回ったよね。子どもの姿の君とずっといられて幸せだったよ」

　その言葉を聞いてリーフィアの背中にゾッと怖おぞ気けが走った。笑うとエーヴェルトによけいに似るせいで更におぞましさに拍はく車しやがかかっていた。

　リーフィアは歯を食いしばってそれを抑おさえ込むと、話題を変える。

「ここはどこ？　私をどこに連れてきたの？」

　そして連れ去られてどのくらい経ったのだろう？

　この部屋には窓がない。今が昼か夜かもよく分からなかった。

「ここ？　ここはまだ城の中さ。君を攫ってまだそんなに経ってはいない。二時間ほどかな？」

「城の中？」

　それは意外な言葉だった。けれど、まだ城の中なら十分に隙すきをついて逃げられるだろう。今頃エーヴェルトやラディム＝アシェルたちがリーフィアが攫われたことに気付いて捜し始めている頃だ。きっとすぐ助けにきてくれる。

「忌いま々いましい魔法使いどもが城に結界を張っていてね。そのせいで簡単には出られない。ほとぼりが冷めるまでしばらくの間はここにいる予定だ」

　そう言うとアーネル＝エフィロットはにやりと笑って続けた。

「言っておくけど、あの虫たちはそう簡単にここにはたどり着けないよ。魔法がかけられない特別な場所だから君の気配をたどることも不ふ可か能のう。そしてここの存在を知る者は……おそらく今は一人だけだからね」

「一人だけ？　城の中なのに？」

　リーフィアは尋ねながらアーネル＝エフィロットの背はい後ごをちらりと見つめる。入ってきた後、閉めなかったようで彼の後ろの扉が開いたままなのだ。うまく隙をつければあそこから外に逃げられるかもしれない。

「そうさ。城の中だけど、誰にも知られないまま葬ほうむり去られた場所だ。上では君を捜して虫たちが大おお騒さわぎしているけど、魔法で我々の存在を隠かくしているわけじゃないのに、誰も現れないだろう？」

　確かにそうだ。攫われて二時間も経っていて、リーフィアを捜しているというのなら、もうとっくに誰かが現れてもいいはずだ。けれど、ここへは外の喧けん騒そうすら届いてこない。

　──もしかしてこいつの言うとおり、本当に知られていない場所なの？　誰も来られない場所で二人きり？

　背せ筋すじに冷たいものが走る。けれど、リーフィアは不安に怯おびえる心を叱しつ咤たしながら胸元に手をもっていった。そこにはムーンストーンがある。

「本当に？　殿下たちが捜せないように細さい工くしたんじゃないの？　たとえば、これに魔法をかけて、とか」

　その言葉を聞いてアーネル＝エフィロットは肩を竦すくめた。

「やれやれ、すっかり疑うたぐり深ぶかい子になったものだね。リーフィア。あいつらの影えい響きようかな？」

「殿下たちじゃないわ。残念ながら、あなたに影響されたのよ！」

　言いながらリーフィアは力を込めて手を引っ張り、ムーンストーンを鎖くさりから引きちぎった。

「なっ……！」

　その予想外の行動にさすがのアーネル＝エフィロットも仰ぎよう天てんする。

　今だ！

　リーフィアは手にしたムーンストーンを力いっぱいアーネル＝エフィロットの顔めがけて投げつけると同時に走り始めた。不意をつかれたアーネル＝エフィロットの顔にムーンストーンがぶつかり、石が床に落ちる頃にはリーフィアは彼の横を駆け抜け、扉を通り抜けていた。

　ところが部屋を抜けたところにあったのは廊下ではなく、別の部屋だった。おそらく書しよ庫こなのだろう。部屋の壁という壁には本ほん棚だなが備そなえ付けられ、本が並べられていた。

　寝室のすぐ横に書庫？

　予想外のことにリーフィアは一瞬だけ戸と惑まどったが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。すぐにもアーネル＝エフィロットはリーフィアを捕つかまえにくるだろう。

　リーフィアはすぐさま向かい側の壁にある扉に向かう。その扉の取っ手を摑つかむ手は子どものものではなく、大人の手だった。部屋を通り抜ける間に変化を終えて、リーフィアの身体からだはすっかり大人の姿に戻っていた。

　扉の向こうはまたしても部屋だった。その次の扉の外も廊下ではなく部屋だ。もしかして、ずっと続き部屋になっているのだろうか？

　そしてリーフィアはいくつもの部屋から部屋へと移動していくうちにあることに気が付いた。今まで通り抜けたどの部屋にも窓がなかったことに。あるのは扉だけ。廊下と窓のない部屋が延えん々えんと続いているのだ。

「何なの、ここは！」

　思わず叫さけんでいた。
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　シャルル王子とリーフィアの捜そう索さくが城内で始まっていた。

　いや、正確に言えばシャルル王子に成りすましたアーネル＝エフィロットと彼に攫われた「フィラン」の捜索だ。「リーフィア」は公おおやけの存在ではないため、彼女を捜す名めい目もくにはできない。

　しかし間違ってはいないし、あれほどリーフィアの子ども姿にこだわっていたアーネル＝エフィロットが大人の姿のリーフィアを連れ回しているとは思えなかった。

　リリアンに確認させたが、自室の机の引き出しにしまっていたムーンストーンがなくなっているという。おそらくアーネル＝エフィロットが持ち出したのだろうとラディム＝アシェルは断だんじた。

　シャルル王子として「フィラン」と接していたのなら、すぐにあのムーンストーンでリーフィアが姿を制せい御ぎよしているのだと気付くはずだ。新月の時にも子どもの姿にするのならムーンストーンは必ひつ須すになる。だから今アーネル＝エフィロットは子ども姿のリーフィアといるに違いないと推すい測そくされた。

　人の出入りに紛まぎれてアーネル＝エフィロットを取り逃がさないようにするため、捜索の事実は伏ふせて舞踏会はまだ続いていた。けれど、エーヴェルトとシスティーナは両親に全てをまかせ、捜索の陣じん頭とう指し揮きを執とるために会場を辞じしてきている。

　ガジス国の親しん善ぜん使し節せつ団だんも本来なら舞踏会どころではないのだが、他国の大使や外がい交こう官かんの手前、自国の醜しゆう聞ぶんを晒さらすわけにはいかないと、エルフィン王女が舞踏会会場に留とどまり、気き丈じようにも社交を続けている。

　シャルル王子が偽にせ者ものと入れ替わっていて、フォルシア城の侍女見習いを攫ったという事実を、最初、ガジス国側は信じなかった。けれど、ルドルフの魔法により一いち命めいを取り留とめたシャルル王子の護衛二人の証しよう言げんで信じざるを得なくなったのだ。護衛は「あれはシャルル殿下ではない」と断言した。

　そしてそれをきっかけにシャルル王子の周辺の者たちから「実は少しおかしいと思っていた」という証言が次から次へと噴ふん出しゆつしたのだ。どうやら皆が多少なりとも違和感を持っていたものの「初めての親善大使で緊張している」という言葉を信じて気のせいだと思ってしまったようだ。

　こうなってはガジス国側はシャルル王子が偽者だったと認めないわけにはいかなくなった。そのため、親善使節団も手が空あいている者は捜索隊に加わって二人を捜している。

　けれど、捜索が始まって二時間経つが、城のどこからもリーフィアたちを発見できなかった。それらしき姿はどこにもないし、怪あやしい人物もいないらしい。

　エーヴェルトの部屋にはラディム＝アシェルとルドルフ、システィーナとリリアン、それにもちろんブラッドリーが集まり、次々と舞い込んでくる「怪しい人物はいない」という報告を焦りと不安にかられながら受けていた。

「私の……私のせいです！　部屋に帰らずにあのまま控ひかえ室にいたなら、こんなことにはならなかったんです」

　耐たえられなくなったのか、リリアンが泣き崩くずれる。

「リリアン、決してあなたのせいなどではなくてよ」

　隣となりに座っていたシスティーナが慰める。けれどリリアンは泣きながら首を横に振った。

「いいえ、姫様！　あの中庭を通ることを選んだのは私なんです！　通らなければ、部屋にも戻ろうとさえしなければ……！」

「それを言ったら俺たちもだ、リリアン」

　ブラッドリーが重たい声で呟いた。

「俺たちが君たちを送っていれば……」

　ルドルフが口を挟はさむ。

「そうっスよ、リリアンお嬢じようさん。それを言ったら俺たちも同じっス。俺と師匠がさっさと塔に戻らずにリーフィアたちを送り届ければよかったんス」

「よさないか」

　制せい止しする声が部屋に響ひびいた。エーヴェルトだ。

「誰にも責任はない。起こってしまった過去にあの時ああしていればと言っても仕方ないことだ」

　そう重おも々おもしい声で告げるエーヴェルトの顔にいつもの笑みはなかった。

「そうよ。今それを言っても仕方のないことよ」

　システィーナが兄の言葉を引ひき継つぐ。

「今はどうにかして居場所を突き止めることを考えましょう。城から出た形けい跡せきがないということは、まだ城内にいるはず。でも見つからない。つまり、見つけられないように魔法で何か偽装しているということではないの？」

　その意見をルドルフが首を横に振って否定する。

「うちの魔法使いたちも捜索に加わってるっス。魔法が使われているのなら……それが古い魔法でも見つけ出せるはずっス」

「魔法じゃないとしたら、一体どうやって……」

　システィーナが顔を顰めてそう言った時だった。ずっと黙だまっていたラディム＝アシェルが突然ソファから立ち上がって言った。

「やっぱり東館が気になる。少し見に行ってくる」

「東館か……確かに、アーネル＝エフィロットの魔法の形跡があそこに集中しているのも妙みようだな。……僕も一緒に行こう」

　そう呟いてエーヴェルトが立ち上がると、護衛役であるブラッドリーも当然のように立ち上がった。意外だったのはルドルフも立ち上がったことだった。

「俺も行くっス。何かあった時に俺がいればすぐに塔に連絡ができるっスからね！」

　エーヴェルトは許可するように頷うなずくと、次にシスティーナに視線を向けた。

「ここはシスにまかせるよ。何か見つかったという報告があったらすぐに知らせてくれ」

「分かりましたわ。まかせてくださいませ」

　その力強い言葉に見送られながら、エーヴェルトたちはラディム＝アシェルの魔法で東館へと跳とんだ。

　四人が移動の魔法で出た場所は東館の廊下──例の魔法の痕こん跡せきが残っていた、迷めい路ろのように入り組んだ一角だった。

　ラディム＝アシェルがエーヴェルトを振り返る。

「この間見つかった魔法の痕跡から、どこに道を繫つなげたのか探ってみる。消されていたし、時間が経っているから、たどるのはかなり難むずかしいけれど」

「頼んだよ、ラディム＝アシェル」

　こくんと頷いて返事をすると、ラディム＝アシェルは足元の白い床を見下ろしながら、何事か呪文を呟く。

　エーヴェルトは邪じや魔まにならないように数歩後ろに下がった。彼の少し離れた場所では、同じようにラディム＝アシェルの様子を見ながらブラッドリーがルドルフに尋ねている。

「なんとかなりそうか？」

　ルドルフは首を横に振った。

「すごく難しいっス。この場合、術者によって故こ意いに消されているから、うまくたどれたら御おんの字じっていうくらいに低確率っス」

「やっぱりラディム＝アシェルでも難しいのか……」

　落らく胆たんしたようなブラッドリーの声にルドルフは慌あわてて手を振った。

「あ、いや、今の主流の魔法だったら師匠級クラスだったら可能なんっスよ。でも古い魔法だとえらく難なん易い度どが上がるんっス」

「古い魔法だとたどるのが難しくなるのか？」

「はいっス。そもそも古い魔法というのは自然界に満ちている魔力を利用して発動する魔法がほとんどなんっス。ブラッドリーさんも知っているように、リーフィアにかけられた魔法は月の魔法。あれも自然に降り注そそぐ月の魔力を利用しているっス。で、ここで問題になるのはその自然の魔力というのはあちこちに存在する魔力だということなんっス」

「……どういうことだ？」

「つまり自然の魔力は複雑に入り乱れているんっス。今ここにだって、大地の魔力や長年の間に建物に蓄ちく積せきされた月や太陽の魔力が微び量りように放出されてるっスよ。その中でたった一つの魔力の痕跡をたどるのがどんなに困難か、想像してみて欲しいっス」

「なるほど。砂すな粒つぶの中の一粒を捜すようなものなのか……」

「はいっス」

　エーヴェルトは二人の会話を耳に挟みながらもじっとラディム＝アシェルを見つめる。ルドルフの言うとおり、やはり痕跡をたどる作業は難なん航こうしているらしい。前髪に隠れているためその表情は見えないが、口を引き結んだ姿に作業の難しさが表れていた。

　じりじりと時間だけが過ぎていく。こうしている間にも、リーフィアはあのアーネル＝エフィロットにどんな目に遭あわされているか分からないのに。

　焦る心が抑えられなくなっていく。今、自分にできることは何なのか。本当に手がかりはないのか？

　──リーフィア……！

「……それにしても、どうしてあいつの魔法の痕跡が残っているのがいつも東館なんだろう？　ここに何かあるのかとも思ったが、捜索しても何も発見されないしなぁ……」

　ブラッドリーが首をひねる。二人の話題は古い魔法から東館へと移っていた。

　ルドルフはしばらく何か考えた後、ブラッドリーに尋ねた。

「この東館って昔は主しゆ居きよ館かんだったんっスよね？」

「ああ。先々代の時に今の主居館を建てて移い転てんさせた。知ってのとおり、無理な増ぞう改かい築ちくのせいで一部がやたらと複ふく雑ざつなつくりになってしまっているからな」

「当時から複雑だったんっスよね？　だったら、移転する際さいに使わなくなって、今では忘れられた場所とか部屋とかあるんじゃないっスか？　今の主居館には非常時のための貯ちよ蔵ぞう室しつが地下にあるじゃないですか、ああいう場所が使われなくなったら、存在を忘れられてもおかしくないっスよ」

「東館に地下室はないぞ」

「ほらほら、それっス」

　そう言ってルドルフはブラッドリーを指差した。

「そういう先せん入にゆう観かんはよくないっスよ。ないと思っていたら実は忘れられていただけかもしれないっス」

　ルドルフにドヤ顔で指摘されたブラッドリーは複雑そうな顔をしながら言った。

「つまり、アーネル＝エフィロットはそういう俺たちが存在を忘れた部屋に潜ひそんでいるかもしれないっていうんだな？」

「そうっす。城内にいるはずなのに、これだけ捜索しても手がかりすら見つからないとなると、そういうことが考えられるんじゃないっスかね？」

「それも一いち理りあるな。だが知られていない部屋を捜索となるとそれこそ雲を摑むような話になる」

　廊下に佇たたずんでピクリとも動かないラディム＝アシェルを見ながら、後ろで交かわされるルドルフとブラッドリーの話を聞いていたエーヴェルトの頭にふと何かがひっかかった。

　東館の地下室。

　ブラッドリーの言うとおり、東館には地下室はないとされている。でもいつか誰かが東館の地下室の話をしてはいなかっただろうか？

　記き憶おく力りよくのいいエーヴェルトにすらいつだったか思い出せないほどの昔。確か誰かが言っていたような気がする。

　──あれは、誰だ？　誰だった？

　記憶を探っていたエーヴェルトの頭にある言葉が浮かび上がった。

「……『高こう貴きな牢ろう獄ごく』？」

　そう口に乗せた瞬間、エーヴェルトの脳のう裏りにその声が響く。

『エーヴェルト。これは私とあなただけの秘密よ』

　そのとたん、エーヴェルトの中でその時の記憶が鮮せん明めいに甦よみがえった。

　──そう、あれはごく幼おさない頃、曾そう祖そ母ぼを訪たずねて離り宮きゆうに遊びに行った時のこと。小さなエーヴェルトを膝ひざに載のせてその人は言った。

『東館──昔の主居館の地下にはね、『高貴な牢獄』と呼ばれる部屋があったの。一部の人間しか知らないその部屋は高貴な人物──つまり王族を人知れず閉じ込めておくための場所。だから高貴な牢獄と呼ばれていたのね。出入り口は一いつ箇か所しよだけで内側からは決して開けない構こう造ぞうになっていたわ』

　そこまで言うと、何かを思い出したらしく、その人はつらそうに笑った。

『私と陛へい下か──先々代の陛下はあの部屋のことを忘れたくて、全ての悲しき過去を断たち切りたくて、新しい居館を建てて移転させたの。地下室への入り口は封ふう印いんされ、その存在はやがて忘れ去られていった。私たちが望んだとおりに。そして今、その部屋の存在を知っているのはとうとう私だけになってしまった。でもね……』

　その人はエーヴェルトを見下ろし、頭を撫なでながら続けた。

『これでいいのだと思う反面、私が死んでしまったらあそこに閉じ込められていた人たちがいたことすら消えてなくなってしまうのかと思うと悲しくなるの。だからエーヴェルト。あなただけには伝えておきたい。そういう部屋が、そんな悲しい歴史があの東館の地下に眠っていることを──』

　思い出したエーヴェルトは自分の足元を見下ろした。

『きっと幼いあなたはすぐに私の言ったことを忘れてしまうでしょう。でも、それでいいの。覚えていなくていいのよ。このことは私が墓はかまで持っていくことだから。ただ、あなたの埋うもれた記憶の片かた隅すみには残っている。全て無くなるわけじゃないのだと思って逝いきたい。そんな年寄りのわがままに付き合わせてごめんなさいね、エーヴェルト』

　その人──すなわち先々代の王おう妃ひの言うとおり、幼いエーヴェルトはそのことをすぐに忘れた。今思えば、それを見越しての告白だったのだろう。けれど、エーヴェルトは完全には忘れていなかった。

　──この地下に存在を知られていない部屋がある？

　それが確かなら、こんな偶ぐう然ぜんがあるものだろうか？　人々が忘れ去って存在すら知られていない地下室があるまさにその場所に、アーネル＝エフィロットの魔法の痕跡がいくつもあるなどと。

　もちろん、偶然であるはずがない！

「ラディム＝アシェル！　地下だ！」

　エーヴェルトは弾はじかれたように顔をあげた。

「この下に封印された地下室がある！　奴はそこにリーフィアを連れ去ったに違いない！」

　ラディム＝アシェルはハッとしてエーヴェルトの方を振り返ると、すぐに足元に向けて術を放った。

　ややしばらくして、ラディム＝アシェルは頷いた。

「殿下の言うとおり、確かにこの下には何かがある。だけど、魔法が通じにくい。たぶん、塔の牢獄のように魔法が無む効こうになる仕し掛かけがされていると思う。でも──一箇所だけすき間があって、そこに奴の魔力の形跡があった。新たに見つかった移動の魔法の形跡も、地下に移動するためのものだったのだろう。……っと、マズイ！」

　いきなりラディム＝アシェルが叫んだ。彼にしては珍めずらしく焦りが隠せないようだった。

「魔力が暴ぼう発はつした！　中で何か起こってる！」

「なんだって!?　じゃあ、リーフィアの身に？」

　エーヴェルトはサッと顔色を変えた。

「急ぐ！」

　そう言うなり、ラディム＝アシェルの足元の床に光の円が出現した。

「すき間をこじ開けて中に移動する。殿下、ブラッドリー、円の中に入って！」

「分かった！」

「よしきた！」

　すぐさまエーヴェルトとブラッドリーは円の内側に足を踏み入れる。ラディム＝アシェルは移動のための魔法陣を更に展開させながら一人残ったルドルフに顔を向けた。

「ルドルフ。君はこのことを塔の魔法使いたちに知らせてくれ！　この地下室の本当の入り口は……そこだ」

　ラディム＝アシェルはスッと手を伸ばして白い壁を指差す。そこは以前にもアーネル＝エフィロットの魔法の形跡があった場所で、初めてリーフィアがラディム＝アシェルと顔を合わせた場所でもあった。

「その中に地下室の入り口が封印されているっスね。すぐに皆を呼んでくるっス！」

　ルドルフが答えている間にも、移動の魔法陣の光はどんどん強くなっていく。

「頼んだぞ」

　ラディム＝アシェルがそう言った直後、眩まばゆいばかりの光を発して魔法陣が発動した。光はすぐに収しゆう縮しゆくする。けれど、光が収まったその場所に、三人の姿はなかった。

「師匠、殿下。ついでにブラッドリーさん。リーフィアを頼んだっスよ！」

　ルドルフはそう言い残すと、すぐさま塔に向けて魔法で跳んだ。
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　最後に入った部屋は奇き妙みような場所だった。小さくて、何も置かれていないのだ。あるのは更に向こうに通じているらしい扉だけ。けれどその扉は今まで通った中で一番大きかった。作りも重じゆう厚こうだ。

　──もしかしてこれが廊下とか外に出るための扉？

　リーフィアはさっそく開けようと扉に手を伸ばした。けれど扉にはなぜか取っ手がない。ならばと思い、力いっぱい扉を押してもビクともしなかった。

「何なの、この扉は？」

　苛いら立だたしげにそう呟いた時だった。

「その扉は内側からは開かないようになっているんだ。外からしか開かないよ」

　突然間近で聞こえたアーネル＝エフィロットの声にリーフィアは文字通り飛び上がった。

「っ……！」

　慌てて振り向いた時にはすでに遅く、リーフィアの身体は摑み上げられ、気がつくと肩に担かつがれていた。

「いやぁ！　放して！」

　悲鳴をあげながらリーフィアはバタバタと手足を動かして抵てい抗こうする。けれど、どんなにリーフィアが背中を叩いても、蹴け飛とばしても、アーネル＝エフィロットは痛みを感じていないようで、少しも怯ひるむことはなかった。

　それどころかクスクス笑って楽しげに告つげる。

「おいたはいけないな、リーフィア。やっぱり大人おとななんかになるからかな。従じゆう順じゆんで大人しいリーフィアに戻ってもらわないとね」

「従順で大人しい？　誰が」

　なるか！　と続けようとした言葉は最後まで出てこなかった。なぜなら、いきなり首元にムーンストーンの首飾りが出現したからだ。引きちぎったはずの鎖の跡あとはなく、青みがかった涙型の石が、リーフィアの胸の定位置におさまる。

　──どうあっても子どもの姿がいいってことか！

「この、変態幼児性愛病者ロリコン！」

　そう叫び終わった時にはリーフィアは変化を終えていた。大人の身体は小さな子どものものへ。身につけていた白いドレスもそれに合わせて小さくなり、リーフィアの身体をぴったりと包つつみ込んでいる。

「うん、やっぱりその姿がいい」

　アーネル＝エフィロットは満足そうに頷くと、小さいリーフィアを肩に担ぎ上げたままもと来た道を歩き始めた。

「ど、どこへ、連れて行くの？」

「最初にいた部屋さ。あそこで大人しくしておいで」

「嫌よ、放して！　っ、放せ！」

　リーフィアはアーネル＝エフィロットの肩の上で今まで以上に暴れた。けれど大人のリーフィアの力ですらビクともしなかったものが、子どもの力でどうにかできるはずもない。アーネル＝エフィロットはリーフィアの抵抗などまるでないかのように、運んでいった。

「このっ、このっ！」

　身を離そうともがきながらリーフィアの目に涙が浮かんだ。悔し涙だ。

　──なんて無む力りよくなんだろう！　こうして行きたくもない場所に運ばれるしかないだなんて。せめて大人の姿ならさっきみたいに隙をつくこともできるかもしれないのに。

　けれど先ほどのようなことがないようにするためだろう。今度はいくらムーンストーンの首飾りをひっぱってもちぎれもしなかったし、身体から離すこともできなかった。まるで縫ぬいとめられたかのようにリーフィアの胸におさまっている。

　それでもなんとか抵抗を示そうとしていたリーフィアは疲つかれてふと顔をあげた時、さっきは走って抜けるだけだった部屋を見て、その異い常じようさに改めてゾッとした。

　どれ一つとして窓がないのも、何部屋も扉で繫がっていて廊下がない構造も、どう考えても変だ。それに逃げている時は夢中で気が付かなかったが、一つ一つ用よう途とが違っているらしく、部屋ごとに壁の装飾や置かれている調ちよう度ど品ひんが違っていた。共通しているのはそのどれもが贅ぜい沢たくな高級品であるということだけ。

　──一体、何なのだろうか、ここは？

　後ろ向きに運ばれながら、抵抗することも忘れて部屋を薄うす気き味み悪そうに見ていると、アーネル＝エフィロットが笑った。

「大人しくなったね。それでいいんだ」

　リーフィアは我にかえって抵抗を再開した。

「放してったら！」

　するとアーネル＝エフィロットはやれやれとでも言うようにため息をついた。

「城に来る前はとても従順で大人しい子だったのに。やはり小こ賢ざかしい虫たちの影響かな。もっと早く迎むかえに来ればよかった」

　……従順で大人しいリーフィア？

　リーフィアは歯を食いしばる。アーネル＝エフィロットの言う「従順で大人しいリーフィア」とは、おそらく引きこもっていた八年間のリーフィアだろう。

　半なかば元に戻るのを諦あきらめ、家族の罪ざい悪あく感かんによる過か保ほ護ごを、遠えん慮りよと愛情から大人しく受け入れていた頃の自分だ。

　けれど、本来のリーフィアは明るくて活かつ発ぱつで多少わがままなところもあった少女だ。決して従順でも大人しくもなかった。アーネル＝エフィロットのせいでこの八年間のあいだにリーフィアが失ってしまったものなのだ。

　それが家族の干かん渉しようと重い罪悪感から離れて城で暮らし始め、エーヴェルトたちと関わっていくことで、リーフィアは本来の自分を徐じよ々じよに取り戻してきた。それはやっぱりエーヴェルトに子どもの姿も大人の姿も、どっちのリーフィアも受け入れてもらえたことが大きい。

　エーヴェルトだけじゃない。システィーナも、リリアンも、ブラッドリーも、ラディム＝アシェルも、ルドルフも。みんなリーフィアをありのままに受け止めてくれた。だから本来の自分を取り戻せたのだ。

「従順で大人しいリーフィア？　そんなものはクソくらえよ！」

　リーフィアは貴き族ぞくの娘にあるまじき言葉を叫んだ。アーネル＝エフィロットが顔を顰める。

「汚きたない言葉遣づかいだね、リーフィア。嘆なげかわしい。あいつらのせいだね」

「あなたのせいよ！」

　けれどリーフィアの言葉などアーネル＝エフィロットの耳には入っていないようだった。歩きながらまるで独ひとり言ごとのように呟く。

「……あいつの傍になど置くべきじゃなかったんだ。君は大人の姿を取ったことで、どんどん汚けがれていく。汚されていく」

　最後の部屋に入ったアーネル＝エフィロットが足を止める。いつの間にか最初の部屋に戻っていた。

　周囲を見渡したリーフィアはこの部屋には今入ってきた扉しかないことに改めて気付いた。どうやらここが最さい奥おうの部屋のようだった。

　アーネル＝エフィロットは部屋の中央にある天蓋ベッドにリーフィアを下ろすと、手が離れた隙に抜け出そうとしたリーフィアの身体をベッドに縫いつけた。

「暴れないで、リーフィア。また眠っておいで」

「いやだったら！」

　リーフィアは身震いした。また眠らされたりなどしたら、次に目が覚めた時はどうなっていることか！

　おそらく城の外に出されているだろう。エーヴェルトやラディム＝アシェルですら決して手が出せないような場所へ。絶対にそれだけは避さけなくては！

「放してってば、この幼児性愛病者ロリコン！」

　けれどアーネル＝エフィロットはリーフィアの言葉などまるで聞こえなかったかのように、微笑ほほえみ愛いとおしげに囁ささやいた。

「君は大人になる必要などない。大人になると美しかったものが汚れてしまうからね。でも子どもでいれば、無む垢くなままでいられるんだ」

　──やっぱりこの人はエルフィン王女と同じだ。

　リーフィアの気持ちなどどうでもいい。気にも留めていないのだ。

　カチンときたリーフィアは、アーネル＝エフィロットを睨にらみつけながら言った。

「では、あなたの師匠だというエドウィナはどうなの？　彼女は大人だったはず。その彼女は汚れていたの？」

　そのとたん、リーフィアは自分の肩を押さえつけているアーネル＝エフィロットが身を硬かたくしたのを感じた。

「……エドウィナのことは口にするな」

　目を細めて警けい告こくするように低い声を出すアーネル＝エフィロットの様子に、リーフィアはなんとなく自分が彼の急きゆう所しよをついたのを感じた。

　……後から思えばそこでやめておけばよかったのだろう。いつもの余裕の態度とは明らかに違っていたのだから。けれどリーフィアはこの時頭に血が上のぼっていて、それに気付くことができなかった。

「口にするわよ！　子どもの姿のままでいれば大人にならない？　無垢なままでいられるですって？　そんなの大間違いよ！」

　たとえ子どもの姿にされ、成長を止められようが、リーフィアの時が止まっていたわけではない。その辛つらい八年間、リーフィアの時は彼女の中で確かに刻きざまれていたのだ。

　弟のレインに年を追い抜かれたのがつらかった。日々成長していく妹のフィランに、この子にもいつしか置いていかれることを思って怖こわかった。大人になれない自分が、家族に迷めい惑わくをかける自分が悔しくてたまらなかった。

　それはあの日まで甘あまやかされ、ちやほやされていた子どものリーフィアには決して持てない感情や気持ちだった。

「無垢な子どもだったリーフィア」はあの日に死んだのだ。身体が成長しないからこそ、彼女は家族のためにせめて精神だけでも大人にならなければならなかったのだから。

「私は子どもじゃない！　大人よ！　子どもはいずれ成長して大人になるものよ！　いつまでも子どもではいられないの！」

　そう言い放った瞬間、ドンッという音と共に頭ず上じようにあったベッドの天蓋が跡あと形かたもなく吹き飛んでいた。リーフィアは仰天する。けれど、驚いたのはベッドの屋根が吹き飛んだことではなかった。アーネル＝エフィロットが突然笑い出したからだ。

「ハハハハ！　『いつまでも子どもではいられない』か。その台詞せりふを言われたのは二度目だな。ハハハハハハ！」

　狂くるったように笑い出すアーネル＝エフィロットにリーフィアは恐きよう怖ふを覚えた。

　……なに？　どうしたの？

　怯えるリーフィアの上で、アーネル＝エフィロットは急に嗤わらいを止めると、彼女を見下ろした。

　碧い目に顔をこわばらせたリーフィアが映る。けれど、不意にリーフィアは彼が自分を見ているようでいて見ていないことに気が付いた。

「僕たちは子どものままでいるべきだった。大人になるべきじゃなかったんだ。エドウィナ」

　──エドウィナ？

　もしかして、「いつまでも子どもではいられない」とアーネル＝エフィロットに言った人って……。

「大人になったから君は汚れた。変わってしまった……あいつのせいで」

「あいつ？」

「でももう大丈夫」

　リーフィアを「エドウィナ」と混こん同どうしているのか、そう呼びかけながらアーネル＝エフィロットは微笑んだ。それはエーヴェルトが自分を見る目ととてもよく似ていて、リーフィアは一瞬だけ今の状態を忘れて見み惚ほれてしまう。けれど、次の瞬間思わぬ事じ態たいに息を吞のんだ。

「君は子どもの姿を取り戻した。だから、時を止めてあげる。これでもう、大人になることはない──」

　ベッドにリーフィアの身体を縫いつけていた手が外され、それが今度は首に伸びていく。リーフィアの細い首は成人男性の片手だけでも十分回るほどだった。

「や、やめっ……！」

　信じられないことに、アーネル＝エフィロットはリーフィアの首を絞しめようとしていたのだ。

「怯えなくていい。すぐに蘇よみがえらせてあげるから。そうすれば僕たちはずっと一いつ緒しよだ。リーフィア」

「嫌よ！」

　次の瞬間、アーネル＝エフィロットの指にぐっと力が入った。圧あつ迫ぱく感かんに息が詰つまる。

　──殿下。みんな！　助けて！

　苦しさにあえいだ、その時だった。眩まばゆい光が部屋を満たす。

「ちっ」

　その光で正気づいたのか、アーネル＝エフィロットの手がリーフィアの首から外はずされる。咳せき込みながら、涙目で光こう源げんに目を向けたリーフィアは、そこに立つ三つのシルエットに気付いてぶわっと涙が溢あふれてくるのを感じた。

　──ああ、来てくれた……！

「リーフィア！」
















　移動の魔法陣の光が収しゆう束そくしたとたん、エーヴェルトがリーフィアに気付く。と同時に、喉のどを押さえてケホケホと咳せきをする彼女の状況を見たとたんに、何が起こったのか察さつしたらしい。

　エーヴェルトの顔から一いつ切さいの表情が消えた。

「貴き様さま……許さない」

　呟いた次の瞬間、アーネル＝エフィロットは殴なぐり飛ばされた。

「ぐっ……！」

　エーヴェルトはベッドから叩き落とされたアーネル＝エフィロットにすかさず抜ばつ刀とうして、剣を突きつける。

　喉元から数ミリほどしか離れていない位置に剣先をぴたりと当てると、エーヴェルトは低い声で冷たく言った。

「そんなにリーフィアが大人になるのを否定したいのなら、永遠に彼女から離れていればいい。……今すぐ殺してやろうか」

　口元から血を流しながらアーネル＝エフィロットが不ふ敵てきに笑う。

「殺すことができればな」

「……」

　無言で剣を突き立てようとしたエーヴェルトにブラッドリーが慌てて声をかけた。

「まだ殺すな、エーヴェルト！　そいつのことは俺たちが引き受ける！　お前はリーフィアの傍にいてやってくれ」

　リーフィアの名前にハッとしたエーヴェルトは平へい常じよう心しんを取り戻した。刀をおさめながらブラッドリーとラディム＝アシェルに顔を向け、一度だけ頷いてからベッドでつらそうに咳をしているリーフィアのもとへ向かう。

「リーフィア。大丈夫か」

　喉を押さえながらリーフィアはコクコクと頷く。その目からはポロポロと涙が零こぼれていた。

　泣きたくてたまらないのは、安心したからなのか、助けに来てもらって嬉うれしかったからなのか、それとも命の危機から解放されてホッとしたからなのかよく分からなかった。たぶんその全部なのだろう。

「でん、か……」

　ぜいぜいと息をしながらなんとか言葉を紡つむごうとする。けれど、咳の発ほつ作さと喉の奥からせりあがってくるもののせいでまともに言葉にならない。

　泣きながら咳き込む自分はさぞみっともないだろうなと思う。けれど、エーヴェルトはその小さな身体を優しく抱きしめ、背中をさすりながら、リーフィアの涙に濡ぬれた顔に唇くちびるを押し当てて何度もキスして慰めた。

「大丈夫だよ、リーフィア、よく頑がん張ばったね。僕たちが来たからもう大丈夫だ」

　その言葉にますます頰ほおを濡らしながら、リーフィアは深い安堵を覚えていた。

　もう大丈夫だ。みんなが来てくれたから。

「きっと、来てくれる、と、信じて……」

　咳をしながらなんとか口にすると、エーヴェルトは「しゃべっちゃダメだよ」と言いながらリーフィアの頰にキスを落とした。

「来るに決まってる。君は僕にとってとても大事な子だから。僕だけじゃない、皆にとってもそうだ」

　その言葉に喉だけじゃなくて胸まで詰まってしまい、リーフィアはくしゃりと顔を歪ゆがませた。そんな時ではないのに、エーヴェルトの胸に縋って大声で泣きたくなってしまう。

　今こうしている間にもラディム＝アシェルとブラッドリーはアーネル＝エフィロットと対たい峙じしているというのに。

　しゃくりあげながら我が慢まんしていると、いきなり身体が浮いた。

「……え？」

　気付くとリーフィアはいつものようにエーヴェルトの腕の中に抱かかえあげられていた。

「でん……か……？」

　涙に濡れた顔で見上げると、エーヴェルトは優しい目でリーフィアを見ていた。

　ああ、これだ、とリーフィアは思う。アーネル＝エフィロットとは全然違う。リーフィアのことをちゃんと見ていてくれる目だ。

「リーフィア、泣きたい時は泣いていいんだよ」

「……」

　けれど、リーフィアは無言で首を横に振った。今はそんな時ではないと分かっていたからだ。

「頑がん固こだね。そんなところも好きなんだけど」

　エーヴェルトは苦笑すると、ぎゅっと強くリーフィアの身体を抱きしめた。

「なら、あとは僕たちにまかせて目を閉じていなさい。次に目を開けたときには終わっているから」

　リーフィアはその優しい言葉を信じた。信じられると思った。

「はい」

　すぐ傍に感じる体温にどうしようもなく心が震えるのを感じながら、リーフィアはエーヴェルトの肩に頭を預あずけ、そっと目を閉じた。




　一方、ラディム＝アシェルは今のうちにアーネル＝エフィロットを捕ほ縛ばくしようと魔法を展開させる。




「縛いましめの鎖よ、我がもとにきたりて、輪を閉じよ」




　けれど唱えながらラディム＝アシェルは違和感を覚えていた。魔力が定まらない。術の練ねり合わせが遅い。

　それは確実に術の発現に影響していた。

　──この部屋のせいか。

　彼は内心舌打ちする。

　いつもより時間がかかって発動した魔法はラディム＝アシェルの予想より威い力りよくも速さも足りなかった。

　アーネル＝エフィロットの周辺の床が光り、そこから鎖状のものが飛び出した。その鎖はまっすぐアーネル＝エフィロットのもとへ向かう。が、彼が手を横になぎ払うとその鎖は勢いきおいを失いアーネル＝エフィロットを捉とらえることなく床にぶつかり、そして消えていった。

「やれやれ。無ぶ粋すいだな」

　言いながらアーネル＝エフィロットは起き上がって足についた埃ほこりを払はらった。

「まぁ、人のことは言えないか。頭に少々血が上ってしまい、可か愛わいいリーフィアを傷きずつけてしまった……」

　顔に手を持っていき口の端から流れる血を拭ぬぐうと、アーネル＝エフィロットはリーフィアを抱き起こしているエーヴェルトの方に視線を向けた。

「だからこれはその反省として大人しく殴られてやったんだ。次はこうはいかないぞ、虫」

「また虫扱あつかいかよ」

　ブラッドリーは軽かる口くちを叩きながら剣を抜く。剣を構えて油断なく窺うかがいながらもアーネル＝エフィロットの顔を見て心底嫌そうな表情になった。

「嫌になるほど殿下に似てるな」

　リーフィアが気付いたことに、彼らももちろんすぐに気付いていた。

「こりゃ。わざとエーヴェルトに似せた姿を取ったのか。新あら手ての嫌がらせだな」

「……いや、違う」

　ラディム＝アシェルが硬い声で答えた。

「以前カミロと対峙した時には奴の魔法にはほんの少しのブレがあった。たぶん、姿を魔法で維い持じしながら我々を攻こう撃げきしていたからだろう。二に重じゆう三さん重じゆうに強力な魔法を使うとどうしても術の生せい成せいに時間がかかってしまう。でも今、彼が僕の魔法を叩き落とした時には少しのブレも感じなかった。……たぶん、あの姿は奴の本来の姿だと思う」

「なんだって!?　あれが、奴の？」

「……おそらくは」

　それはブラッドリーにとっても肯こう定ていしたラディム＝アシェルにとっても衝撃だった。

　そんな二人をよそにアーネル＝エフィロットはラディム＝アシェルに目を向けてクスクスと笑った。

「さすがの長おさ殿どのも、ここでは魔法は使いづらいようだね」

「……ここは魔法を阻そ害がいする場所のようだな」

「そのとおりさ」

　アーネル＝エフィロットは嫣えん然ぜんと笑った。

「ここは外からは完璧に魔法を遮しや断だんする一方、内側はほんの少しの魔法しか通じないように施ほどこされている特とく殊しゆな場所だ」

「特殊な……？」

「外からの魔法を封ふうじているのはたとえ魔法使いといえども中に閉じ込めた人物を助けたり傷つけたりできないようにするため。内側で多少の魔法が使えるのは灯りや生活用水の循じゆん環かんなど、人を使わず必要最低限の生活を維持できるようにするため。完全に中の人間を封じ込め飼かい殺ごろしにするためのものだ。えげつないだろう？」

　クックッと笑いながらアーネル＝エフィロットは寝室を手で示した。

　ラディム＝アシェルは前髪の内側でスッと目を細めた。

「ならば、ここだけ魔法のすき間があるのは……」

「ここで使用される魔力の補ほ充じゆうをするためだ。昔はもっと小さなすき間だったよ。不ふ便べんだったから多少広げて移動魔法くらいは使えるようにしたけどね」

　そう言って肩を竦めるアーネル＝エフィロットに、ラディム＝アシェルは淡たん々たんと告げた。

「……魔力が多少効ききづらくても構かまわない。塔の名めい誉よにかけてお前を捕まえるまでだ」

「長殿は強気だなぁ！」

　アーネル＝エフィロットは愉ゆ快かいそうに笑った。魔法が使いづらいという条件は同じのはずなのに、完全に余裕のある表情だった。

「残念ながらここでは私の方が有ゆう利りだよ。ここは現代魔法──つまり人の魔力に関しては完璧に対たい処しよされている。けれど、自然界の魔力に対しては何の対処もされていない。しかもここは地下。地上より大地の魔力が濃こい場所だ」

「……だから、塔の牢獄を脱だつ獄ごくできたのか……」

　納なつ得とくしたとばかりにラディム＝アシェルは頷いた。魔法使いの塔の牢獄も地下にあり、ここと条件は一緒だ。アーネル＝エフィロットは人の魔力を効率よく使う現代魔法ではなく、大地に満ちる魔力をもとにした古代魔法を使用して脱だつ出しゆつしたのだろう。そこまで考えなかったこちらの落ち度だ。

　大地の魔法も月の魔法同様にとっくの昔に失われた魔法だった。アーネル＝エフィロットの古代魔法についての知識はどこまで底なしなのだろう。

　一瞬だけゾッとしたものの、すぐに頭を切り替えたラディム＝アシェルは、ブラッドリーにちらりと視線を送った。その視線を受けてブラッドリーがかすかに頷く。

　ラディム＝アシェルは再度アーネル＝エフィロットを捕まえるための術を展開させた。




「縛いましめの鎖くさりよ、我がもとにきたりて、輪を閉じよ」




　遅れて数すう瞬しゆん後に再びアーネル＝エフィロットの足元が光り、そこから鎖が飛び出していく。

「だからそれは無む駄だだって」

　アーネル＝エフィロットは嘲ちよう笑しようすると、素早く大地の魔力を練り合わせて防ぼう御ぎよの術を自身の周辺に展開した。彼に飛びかった鎖はその防御の壁に当たって効こう力りよくを失い、床に落ちていく。

　けれど彼が魔法を練り合わせている隙をついてブラッドリーが動いていた。ブラッドリーは上体を倒し、床に足を擦すりつけるようにして素早くアーネル＝エフィロットの足元に滑すべり込むと、剣で彼の足を斬きりつけようとした。

「っ……」

　すんでのところで気付いてその剣先をかわしたアーネル＝エフィロットは、次の瞬間、響き渡った声に一瞬だけ動きを止めた。

「アーネル＝エフィロット！」

　それはエーヴェルトの声だった。気を失ってしまったらしいリーフィアの小さな身体を抱えたエーヴェルトが、射いるような目でまっすぐ彼を見ていた。

　同じ碧色の瞳が交こう差さする──

　その時、効力を失って床に落ちたはずの魔法の鎖が突然動き出してアーネル＝エフィロットの片方の手首に巻きついた。

「なんだと!?」

　彼が驚いたのも無理はなかった。なぜならラディム＝アシェルにはまったく魔力術を使った気配がなかったからだ。

「なぜ……」

　当然の疑問を抱いだいたアーネル＝エフィロットは、ラディム＝アシェルが両手の指を不思議な形に組んでいることに気付いた。

「コレは魔力じゃないから」

　何の感情も籠こもっていない声でラディム＝アシェルが言うと、アーネル＝エフィロットは急に笑い出した。

「ああ、そうか、『アシェル』はそうだったな」

　魔法使いの名みよう字じは師匠から弟で子しに伝わる魔法の体系を示す名だ。そしてラディムや彼の師匠、それに弟子のルドルフに続く「アシェル」が伝えているのは、大陸の向こう側にある東洋と呼ばれる場所に伝わる呪じゆ術じゆつを掛け合わせた特とく殊しゆなもの。

　ラディム＝アシェルは今回その東洋から伝わった呪術を使ってアーネル＝エフィロットの気がそれた隙を狙って捕縛の術を再さい構こう築ちくしたのだ。元の術のように全てとはいわないが、縛いましめている部分だけでもかなり相手の魔力を封じることができる。

「それはそう簡単には破れない」

「形けい勢せい逆ぎやく転てん、だな」

　ブラッドリーが立ち上がってアーネル＝エフィロットに剣を向けた。けれどそんな状況だというのにアーネル＝エフィロットの余裕は崩れない。片手を縛められたまま肩を竦める。

「前回も不意打ちだったのに、今回も不意打ちか。よほど君たちは卑ひ怯きような手しゆ段だんが好きだと見える」

「何と言われようが勝てばいいんだよ」

「行っておくけど、ここのことは君たちより私の方が詳くわしいぞ」

　アーネル＝エフィロットがそう嘯うそぶいた時だった。遠くでドーンという音がして、かすかな揺ゆれがこの部屋にも伝わった。

「来たか……」

　ラディム＝アシェルが呟いた直後、遠くの方からなじみのある声が聞こえた。

「お師匠様～！　リーフィア～！　殿下～！　ついでにブラッドリーさーん、今から行くっスよ～！」

　ルドルフだ。言いつけどおりに魔法使いたちを呼んで、壁を破り隠されていた地下室への入り口を見つけ出したのだろう。

「なんで俺はついでなんだよ……」

　ブラッドリーが盛せい大だいに顔を顰めた直後だった。アーネル＝エフィロットの口から妙に感かん慨がい深ぶかげな声が漏れた。

「ついに、入り口が破かれたか……」

　それは自分の隠れ家だった場所が暴かれたにしてはあまりにそぐわない声だった。悔しがっているわけでも、悲しがっているわけでもない。ましてや怖がっているわけでも。

「そうか……こんな日が来るとはね」

　そう呟くアーネル＝エフィロットはどこか懐なつかしげで満足げですらあった。彼はゆっくりと一度だけ瞬まばたきをした後、ラディム＝アシェルに視線を向ける。その時にはもう懐かしげな表情は綺き麗れいに消え去っていた。

「今回もしてやられたな、長殿に。だがこれで終わったわけじゃない」

　それからエーヴェルトと彼の腕うでの中にいるリーフィアに視線を移すと言った。

「リーフィアに伝えておいてくれ。『必ず君を迎えに来るよ』ってね。それまでは不本意だが貴様に預けておく」

　エーヴェルトがその言葉に嫌そうに顔を顰めると、ブラッドリーが代わりに答えた。

「誰が言うか。お前をリーフィアに近づける機会など与えやしない……え!?」

　ブラッドリーの言葉が途と切ぎれる。それもそのはずだ。アーネル＝エフィロットの手を縛めていた鎖が目の前でバラバラと崩れていくのだから。

「なんだと！」

「ここに関しては私の方が詳しい、そう言っただろう？」

「ブラッドリー！　気をつけて！」

　ラディム＝アシェルの声が響いた直後のことだった。いきなりアーネル＝エフィロットの周囲を中心に空気が渦うずを巻き始める。ブラッドリーが本能的に危険を感じてとっさに後方に飛びのくと同時に、ラディム＝アシェルがこの場にいる人間を保護するための術を展開させた。

「盾スクト」

　アーネル＝エフィロットを包み込む空気の渦が急激に膨ふくらみ、一気にはじけたのはその数瞬後のことだった。

　──パンッ！

　空気が透とう明めいな壁となって襲おそってくる。おそらくラディム＝アシェルの魔法で守られていなければブラッドリーは衝撃で壁に叩きつけられていただろう。守られていてもなお全身に襲ってくる風圧に目を開けていられなかった。

「！　待て！」

　エーヴェルトの声がした。そのすぐあとに空気の渦も風圧も急激に消え失せ、部屋の中に静けさが戻る。目を開けたブラッドリーは傍にいたはずのアーネル＝エフィロットの姿がどこにもないことに目を見張った。

「どこに行ったんだ？」

「壁だ。抜け穴だと思う」

　エーヴェルトが指し示す方を見ると、部屋の壁の一部が崩れ、ぽっかりと穴が空いていた。人一人がようやく入れるくらいの大きさの穴だった。

「くそっ！」

　舌打ちしてその穴の中に入ろうとしたブラッドリーをラディム＝アシェルが制止する。

「だめ、ブラッドリー。もう奴はいない。その抜け穴ではどうやら普通に魔法を使えるらしくて、入ったと同時に城内のどこかに転てん移いしている」

「なんだと！」

「結界はそのままだから、まだ城の外には出ていないだろうけれど」

「クソッ。また捜索かよ」

　ブラッドリーががっくりしていると、リーフィアを抱えたエーヴェルトが二人に声をかけてきた。

「二人とも無事か」

「大丈夫だ」

「何も役に立てずにすまなかった」

　本当にすまなそうに目を伏せるエーヴェルトにブラッドリーは笑った。

「リーフィアを抱えていたし、それに俺が奇き襲しゆうをかけた時に、奴の名前を呼んで気をそらしてくれただろう？　あれのおかげでラディム＝アシェルが捕縛の魔法を使えたんだから、十分役に立ってくれたよ。それより、お前はあの風圧は大丈夫だったんだな？」

　ブラッドリーが風圧で目を開けていられない中、エーヴェルトには逃げだそうとするアーネル＝エフィロットの姿が見えていたらしいことを思い出して尋ねると、彼は頷うなずいた。

「リーフィアを抱えていたからか、僕にはあの風の影響はまったくなかった。どうやらあの最さい中ちゆうでも奴はリーフィアだけは傷つけまいとしたらしい。……行動が矛む盾じゆんしているけどね」

　エーヴェルトはリーフィアの白い小さな首にくっきり残っている赤い指の跡を見下ろしながら付け加えた。

「ルドルフがここまでたどり着いたらすぐに治療をしてもらおう。跡なんて残らずに綺麗に治なおしてくれるさ」

「ああ。そうだな」

　ブラッドリーの言葉にエーヴェルトは頷いた。

　地下室の入り口を破壊したルドルフたちはこの最奥の部屋にどんどん近づいているらしく、喧騒がすぐ近くまで聞こえてきていた。




　やがてルドルフや他の魔法使いたちと合流し、地下室の入り口まで出てきたエーヴェルトはリーフィアを抱えながら、東館の白い壁に空いた穴を振り返った。

　──隠されていた「高貴な牢獄」への入り口。

　急に倒れて寝込んでしまった曾祖母を思い出し、エーヴェルトはここがこうして暴かれていることを彼女がどう思うか考えた。

　忘ぼう却きやくの彼方かなたに隠して葬り去りたかったであろうものが、こうして白はく日じつのもとに晒されていることを──。

　一瞬だけ罪悪感がエーヴェルトを襲ったが、彼はすぐにそれを振り払う。ここに隠されていた過去を暴くことがアーネル＝エフィロットの正体に近づくことならば、エーヴェルトは間違いなくそれを行こう使しするだろう。この腕の中にいるリーフィアをあの男から解放するために。

　エーヴェルトはラディム＝アシェルとブラッドリーに振り向いて口を開いた。

「アーネル＝エフィロットは王族に縁ゆかりのある者だと思う。前にも言ったが王族には他の貴族にはない特別なしきたりや作さ法ほうがある。ところがアーネル＝エフィロットが化けていたシャルル王子は僕が見る限り、それを完璧にこなしていた。いつから入れ替わっていたか知らないが、あれは付け焼やき刃ばで身につくものではない」

「つまり、アーネル＝エフィロット自身がそれをもともと知る立場にあった。殿下はそう思うわけですね」

「ああ。どこかの王族かまたはそれに準ずる身分……とにかく王族に縁のある人間であることは間違いないと思う。それもおそらく──フォルこシアこの王族に」

　エーヴェルトはアーネル＝エフィロットの容よう貌ぼうを思い出しながら言った。この地下室のことといい、あの素顔といい、アーネル＝エフィロットがフォルシアの王族と関わりがあるのは明らかだ。

「あいつの正体を知る手がかりはフォルこシアこにある。それをなんとしても探したい。ラディム＝アシェル、ブラッドリー。協力してくれ」

　真剣な眼まな差ざしで二人を見み据すえるエーヴェルトに、ブラッドリーとラディム＝アシェルは同時に頭こうべを垂たれた。

「殿下のお心のままに」

「……殿下の知りたいことは僕の知りたいことでもあるからね」

「ありがとう、二人とも」

　エーヴェルトは笑顔になると、腕の中のリーフィアを見下ろした。目を閉じ、安寧の眠りの中にいる彼女の表情はひどくあどけなかった。




「絶対、君を解放してみせる」




　……その呟きを、リーフィアは夢の中で確かに聞いた気がした。
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　それから数日後。

　ラディム＝アシェルとルドルフは魔法使いの塔の中にある倉庫の一つにいた。それは歴代の魔法使いたちの長が残した私物や研究書を集めて適てき当とうに放り込んである場所で、さすがのルドルフも整理に着ちやく手しゆするのをずっと戸惑っていたくらいの乱らん雑ざつぶりだった。

　今回彼らが渋しぶ々しぶながらも手を入れることにしたのは、エドウィナ＝エフィロットに関するものがそこに残っていないかと思ったからだった。

　塔の書庫を見直しても、やはりエドウィナ＝エフィロットについての情報は見当たらない。禁きん忌きを犯おかした魔法使いに関する資料は残らず消去されたからだろう。

　けれど、当時の長や付き合いのあった魔法使いたちの私物には、消去されずに残ったものもあるかもしれない。そう考えたからだった。

「整理するだけでもひと苦労っス。中身を確かめるにいたるまでは何日かかることか……」

　散乱した書類を拾い集めながらルドルフはぼやいた。歴代の長の性格がはっきり出ているといっても過か言ごんではないその部屋は、一部のものはきちんと箱にしまわれ棚に納おさまっているのに、そうでないものは適当に積まれて、そのいくつかが崩れて床に散乱しているという雑ざつ多たぶりだ。

「きっと師匠みたいな性格の長が適当に放り込んでいったからっスよ。……うへぇ、ハゲを治す魔法の研究資料っスよ、これ。何代前の長のものっスかね？」

　床に落ちていた紙に目を落としたルドルフは顔を顰めた。そんな弟子の言葉に返事することなく、ラディム＝アシェルは黙もく々もくと資料を拾っては読んで、また床に落としていく。

　やがて書類を見ることに飽あきたのかルドルフは顔を上げ、小さなガラス窓の外を見ながら呟いた。

「結局、アーネル＝エフィロットに逃げられてしまったっスねぇ……」

「……」

　地下室から脱出後、すぐに逃げ出したアーネル＝エフィロットの捜索が開始された。もともとシャルル王子に扮したアーネル＝エフィロットと攫われたリーフィアを大勢で捜していたので、それをそのまま転てん用ようするだけでよかったのだ。

　けれど、城内をくまなく捜しても怪しい人物は出てこなかった。なぜならその頃すでにアーネル＝エフィロットは城の外に出ていたからだ。

「まさか魔法を一切使わず、堂々と門から出て行くとは思いもよらなかったっス。……しかもエーヴェルト殿下に扮して」

　舞踏会を終えて邸てい宅たくに戻っていく貴族の馬車をいくつか通した後、門番のもとに馬に乗ったエーヴェルトが現れて言ったのだという。

「今通っていた馬車の中に、件くだんの魔法使いが紛れているという情報が入った。確かめに行ってくる」

　門番は止めたが、そのエーヴェルトは「すぐにブラッドリーも来るから大丈夫だ」と馬車を追いかけていってしまったのだという。

　門番たちはガジス国の人間を城外へ出すなと厳げん命めいされていたが、エーヴェルト本人を通すなとは言われていなかった。不思議に思ったものの、王太子に門を開けて通せと言われれば命令に従したがわないわけにはいかない。ことにたびたび護衛と二人きりで気軽に城下に降りてしまう王子の命令には。

　結局ブラッドリーが後を追ってくることはなく、不安に思った門番たちが問い合わせをして事実が発覚した。もちろん、馬車にアーネル＝エフィロットが紛れていたなどという情報はなく、門を通っていったのもエーヴェルトではない。

　報告を聞いてエーヴェルトたちが頭を抱えたのは言うまでもなかった。

「まぁ、今回も逃げられてしまったけれど、どうせまたリーフィアを狙って、姿を現すに違いないっス」

　その能のう天てん気きな弟子の言葉にも、ラディム＝アシェルが返事をすることはなかった。師匠のそんな態度には慣れているルドルフは気にもとめずに書類の整理に戻ろうとして、ふと窓の外で一羽の鳥がしきりに窓をつついているのに気付いて声をあげた。

「あ、師匠。伝令っスよ！」

　顔をあげたラディム＝アシェルは窓を確認するなり、指をパチンと鳴らした。すると鳥だったものがすぐに形を変え、窓をすり抜けて部屋に入ってくる。鳥の形をしてはいるが本当の鳥ではなく正体は伝令の魔法そのものだ。

「この間飛ばした伝令の返信っスね。師匠の師匠が見つかったっスかね？」

　封筒の形になった伝令を手に取ったラディム＝アシェルはさっそく無言で封を破った。出てきたのは数枚の手紙と小さな真しん鍮ちゆうの鍵かぎだった。

「なんっスかね、この鍵？」

　ルドルフが首をかしげている横で手紙に目を落としていたラディム＝アシェルは突然鍵を手に取って棚に向かった。

「師匠？」

　がさがさと棚を漁あさるラディム＝アシェルは相変わらず無言だ。けれどその行動はやけに急せいているように見えた。ルドルフは不思議に思い、悪いと思いつつ師匠が放り投げた手紙を手にとって文字を追った。

　そこにはフィールドワークに出ていた魔法使いからの報告が書かれていた。彼は伝令を受け取った後、偶然ラディム＝アシェルの師匠に出会ったらしい。

　その魔法使いは師匠に事情を話し、すぐにフォルシアに戻るように言ったが、故ゆえあってすぐには駆けつけられないからと伝言と鍵を託たくされたのだという。

　曰いわく、エドウィナ＝エフィロットにはかつて弟子はいたがそれは女性であったこと。

　その女性もエドウィナが禁きん呪じゆの研究を始める前に訳あって還げん俗ぞくし、魔法使いをやめたこと。

　エドウィナ＝エフィロットのことを知りたいのなら、先々代の長の私物の中から鍵のかかった箱を探して開けてみればいいということ。

　なぜならエドウィナ＝エフィロットを断だん罪ざいしたその長こそが、エドウィナの師匠だったのだから。

　手紙を読み終えたルドルフはラディム＝アシェルのところに駆けつけた。おりしもその時、棚の中から先々代の長のものと思われる鍵のかかった箱をラディム＝アシェルが見つけ出していた。

「先々代の長がエドウィナ＝エフィロットの師匠だったんっスね。でもその師匠の名前はエフィロットじゃないっスよね？」

「……たぶん、エフィロットの名を捨てた、んだと思う」

　錠じよう前まえの穴に鍵を差し込みながらラディム＝アシェルがボソボソと呟く。

「エドウィナ＝エフィロット」は禁忌を犯した魔法使いとして有名になってしまった。当然「エフィロット」の名前も地に落ちた。だから改名したのだろうとラディム＝アシェルは推測する。そして「エフィロット」の名前を使う魔法使いは存在しなくなったのだ。……あのアーネル＝エフィロットが現れるまでは。

「あ、開いたっスよ」

　カチッと音を立てて開錠すると、ラディム＝アシェルはさっそく箱を開けた。中には先々代の長のものと思われる書類と手紙が入っている。その書類の名には、はっきりと「エフィロット」のサインがあった。改名しても「エフィロット」の全てを消し去ることは忍しのびなかったのだろう。

　そして手紙は先々代の長にあてた「エドウィナ＝エフィロット」からのものだった。

　手紙を手に取ろうとしたラディム＝アシェルは、箱の一番奥底に畳たたまれた別紙が入っていることに気付いた。やけにそれが気になったラディム＝アシェルは紙を広げ、そこに描えがかれていたものを見た瞬間、目を見開いた。

「こ、これはどういうことっスか……！」

　ルドルフも驚きよう愕がくの目を紙に向けている。

　それは肖しよう像ぞう画がだった。微び笑しようを浮かべた初しよ老ろうの女性と、彼女に仲良く寄り添う若い女性が描かれている。その絵の下側には『弟子のエドウィナと』という文字があった。

　初老の女性は先々代の長だろう。そして若い方の女性が禁忌の女魔法使い「エドウィナ＝エフィロット」に違いない。

　二人が驚いたのはまさに若い女性──エドウィナを見たからだ。




　──白はく銀ぎんの髪に紫むらさき色いろの瞳。誰もが目を惹ひくであろうその美貌。




　そこに描かれていたエドウィナ＝エフィロットは二人の知っている女性──リーフィア・ウェインティンの大人の姿と瓜うり二ふたつだった。
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　ある晴れた日、フォルシア城の正門前の広場に、大おお勢ぜいの人が集まっていた。

　そう、今日は親しん善ぜん使し節せつ団だんがフォルシアを離れて帰国する日なのだ。

　リーフィアの視線の先では、ガジス国の紋もん章しようが入った豪ごう華かな馬車の前でシスティーナがシャルル王子と挨あい拶さつを交かわしている。

　その光景は出で迎むかえたあの日を彷ほう彿ふつとさせた。違うのは今日のリーフィアがシスティーナの近くではなく、エーヴェルトの隣となりにいることだった。

　リーフィアに限らず、システィーナの侍じ女じよたちは皆少し離れた場所で主人を見守っている。二人の会話を邪じや魔ましないためだ。

「姫、絶対、絶対、また来ますからね！　姫もいつか僕の国に来てください」

「ぜひいつかお伺うかがいしたいですわ」

　熱心な口調で言うシャルル王子に、システィーナはにっこりと笑う。彼女の笑顔を間近で見てシャルル王子は頰ほおを染めた。その様子は恋する少年そのもので、微笑ほほえましいというのか、早そう熟じゆくというのか、少しだけ判断に苦しむところだ。

　けれど、両国にとってこの組み合わせは悪くはないだろう。もっとも、あのシスティーナの心を奪うには、まだまだシャルル王子では力不足であるのは明らかだったが。

　シャルル王子はまだ十一歳だから、これから色々なことを経験し、吸きゆう収しゆうしてゆっくり大人おとなになっていくだろう。

　リーフィアが見る限り、本物のシャルル王子は大人になることを恐おそれてはいない。やっぱり子どもでいたいと言ったのは、シャルル王子に化けたアーネル＝エフィロットの本音だったのだろう。




　──本物のシャルル王子はあの地下室の一室で見つかった。

　リーフィアが寝かされていた寝室の片かた隅すみにガジス国から運ばれてきた大きな衣い裳しよう箱ばこがあり、そこから魔法によって眠らされた状態で見つかったのだ。その眠りの魔法は例によって古代魔法が使われていたので、ラディム＝アシェルが解かい呪じゆにあたった。

　ガジス国にとっては古代魔法の解呪の経験があるラディム＝アシェルがその場にいたことは幸運だっただろう。何しろ彼らが自国から連れてきた魔法使いでは、術を見み出いだすことすらできなかったのだから。

　シャルル王子が偽にせ者ものと入れ替わっていた事実は親善使節団とガジス国に大きな衝しよう撃げきを与えたが、いい面もあった。アーネル＝エフィロットの捜そう索さくに国をあげて協力してくれることになったのだ。

　ガジス国内に協力者がいるのか、どうやって親善使節団に潜もぐり込んだのか、いつどのようにしてシャルル王子と入れ替わったのか、それらはそのうちガジス国の調査で判はん明めいするだろう。




　さて、こうして本物のシャルル王子が見つかって、リーフィアは彼と改めて対面となったのだが、驚くことに本物のシャルル王子は自分より小さい子より、年上の女性が好みらしい。一目見た時からシスティーナに夢中になった。

　もちろんリーフィアにも親しく話しかけてくれるが、それもシスティーナへの印象をよくしたいためではないかとリーフィアは睨にらんでいる。あれほど「フィラン」「フィラン」とリーフィアにべったりだったのになんだか少しだけ納なつ得とくいかなかったのは内ない緒しよだ。もっとも、本物のシャルル王子にもつきまとわれるのは正直遠えん慮りよしたいが。

　リーフィアはシャルル王子の横で弟を笑顔で見守るエルフィン王女に目を向けた。

　東館にある隠かくされた地下室にエーヴェルトがかかりきりになったことや、シャルル王子がアーネル＝エフィロットと入れ替わっていたことなどの問題に、王女として対たい処しよする必要があって、ここ最近の彼女はエーヴェルトを追いかける余よ裕ゆうもなかった。それに、どうやらエーヴェルトの名前を出すことも減って、まるで憑つき物が落ちたかのように大人しいらしい。

　それを聞いてリーフィアはふと思った。もしや先日までの、エルフィン王女のエーヴェルトへの過か度どな態度には、アーネル＝エフィロットが何か関係していたのかもしれない。

　アーネル＝エフィロットはエーヴェルトがリーフィアに近づくことを嫌いやがっている。彼曰いわく、汚けがれてしまうからだ。そのため、エルフィン王女を使って二人を引き離そうとしていた、と考えるのは穿うがちすぎでもないだろう。現にリーフィアとエーヴェルトはそれぞれシャルル王子とエルフィン王女に振り回され、めったに会えなかった。

　もしそうなら、二人ともアーネル＝エフィロットにまんまとやられたということになる。

　──アーネル＝エフィロット。

　少し前までは幼児性愛病者ロリコンでただの変へん態たい魔法使いだと思っていた相手だ。

　けれど今はどう考えていいのか分からない。少なくとも、ただリーフィアの十歳の頃の容よう姿しが気に入っただけでないのは確かなようだ。

　リーフィアに向かって「エドウィナ」と呼びかけたこと。エーヴェルトとよく似ていたこと。子どもの姿に固こ執しつする理由。

　彼が言った「大人になれば汚れてしまう」という言葉の真しん意いもリーフィアには不明だ。けれど、なんとなく男女間の恋愛感情のことを指しているのではないかという気はしている。

　アーネル＝エフィロットがふと漏もらした「あいつ」というのはもしかしたらエドウィナの……。

　分からないことだらけだ。でもリーフィアにも一つだけ分かる。

　これからもアーネル＝エフィロットはリーフィアを狙い続ける。彼にしか分からないその理由のために、必ず再び彼女の前に姿を現すだろう。

　ぼんやりと前を見ながらそんなことを考えていると、周囲にざわめきが走るのが耳に届いた。ハッとしたリーフィアは、エルフィン王女がまっすぐこちらに向かってくるのを見て目を丸くした。

　思い出してしまうのは、エルフィン王女がこの城に来た日に同じような状況があったことだ。

　大人しくなったと思ったのに、やっぱり、また……？

　隣でエーヴェルトの身体からだに少し力が入るのが分かった。でも、それだけだ。エルフィン王女を呼び止めるわけではなく、彼女が近づくのを静かに受け入れている。

　やがてエルフィン王女はエーヴェルトの前まで来て立ち止まった。おや、とリーフィアが思ったのはその時だ。前と同じ状況ではあるけれど、エルフィン王女の表情はあの時とは明らかに違っていたのだ。

　エルフィン王女は淑しゆく女じよの礼を取ると、微笑みながら言った。

「エーヴェルト様。このたびは、大変お世話になりました。それと……ごめんなさい」

「エルフィン殿でん下か……」

　目に見えてエーヴェルトの身体から力が抜けた。

「エルフィン殿下、こちらこそあなたの思いに応こたえられなくてすみません」

「いいえ、エーヴェルト様。それは当たり前です」

　静かに首を横に振ると、エルフィン王女は目を伏ふせた。

「舞ぶ踏とう会かいの夜にエーヴェルト様に言われたことを、あれから何度も考えましたわ。自分の不幸な状況から、あなたがわたしを必ず救い出してくれるなどと、なぜ当たり前のように考えてしまったのかしら。今となっては不思議です」

　自分を恥はじているのだろう、エルフィン王女の声は少し震ふるえていた。

「あなたはお優しいけれど、己おのれの不幸を嘆なげくだけで、何一つ自分から動こうとしなかった者など相手になさるはずはないと、なぜ分からなかったのかしら？」

「エルフィン殿下、そんなに自分を責せめる必要はありません。あなたの状況に置かれたら誰もが同じように感じるでしょう」

「いいえ。エーヴェルト様。あなたが舞踏会の夜に言ったとおりだったのです。私は現実逃とう避ひをしていただけ。そのためにあなたやこの国の皆様に、とてもご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたわ」

　それからエルフィン王女は背せ筋すじを伸ばし、まっすぐエーヴェルトを見つめた。

「わたし、あなたが仰おつしやったように、もう一度婚約者と向き合ってみようと思っています。今まではあの方を怖こわがってばかりで目を見つめ返すことすらできませんでした。でも、それだけではダメなんですよね。少しだけ勇気を持って、私の気持ちを伝えていきたいと思います。そうしたらエーヴェルト様……」

　エーヴェルトを見上げるエルフィン王女の水色の目がきらきらと輝かがやいていた。リーフィアはそれを見て「ん？」と眉まゆを顰ひそめた。何かがおかしい気がした。というより嫌な予感がした。

「そうしたら、エーヴェルト様。あなたはわたしをよくやったと褒ほめてくださいますか……？」

　恥ずかしそうに微笑みながら尋たずねるエルフィン王女の言葉に周囲がどよめく。

「あー……」

　エーヴェルトはうめきながら片手で顔を覆おおった。そんなエーヴェルトの横でリーフィアは啞あ然ぜんとしていた。

　──もしかして、エルフィン王女は殿下のことをまったく諦あきらめてはいないのでは？

　以前エーヴェルトはエルフィン王女の自分への気持ちを本気ではないと言っていた。意に染まぬ政せい略りやく結婚を避さけたいがためにそう思い込んで縋すがっているのだと。

　確かにそうだったかもしれない。でも舞踏会の時にエーヴェルトに自分の気持ちを言い当てられピシャリと断られたことがきっかけで、エーヴェルトに本気で恋に落ちたとしたら……？

　そうだとするとエルフィン王女が言っていた色々な言葉の真意は「相手に働きかけて婚約を破は棄きしてみせるから、その時は自分のことを考えて欲しい」ということに違いない。

　もちろんエーヴェルトが舞踏会で告つげた言葉はそんな意味合いではない。彼は婚約者と向き合ってお互いの気持ちを伝え合いどうか幸せな結婚をして欲しいという意味で言ったのだから。

　……手ごわい……！

　本気でリーフィアは戦せん慄りつしていた。恋する女性というのはこんなに強したたかなのだろうか？

「エルフィン殿下」

　エーヴェルトは顔から手を離し、謎なぞめいた笑みを浮かべると、突然こんなことを言い出した。

「実はあなたに謝らなければならないことがあります。僕はあなたを騙だましていました。舞踏会で僕と踊おどった『新月の貴き婦ふ人じん』のことです。以前言ったように、あれは実はあなたと踊らないですむようにするための大がかりな芝しば居いでした」

「え？」

　──そんなことをこの場で暴ばく露ろしていいの？

　驚いたリーフィアはその直後、いきなりエーヴェルトの腕に抱き上げられて更に仰ぎよう天てんする。

「ちょ、殿でん下か!?」

　リーフィアの抗こう議ぎを綺き麗れいに無視してエーヴェルトはエルフィン王女に向かって続けた。

「彼女はこのフィランの姉君で、『新月の貴婦人』の条件にぴったりの容姿だったことから芝居に協力してもらったのです」

「フィランのお姉様だということは初めて知りましたが、芝居のことは以前に伺ったと思うのですが……」

　エルフィンが困こん惑わくしたように言った。

　そうだ。確かにあの舞踏会の夜、エーヴェルトはエルフィン本人にはすでに伝えていた。エルフィン王女と踊らないための芝居だと。

　けれどエーヴェルトは微笑みながら頷うなずき、エルフィン王女の言葉を肯こう定ていした。

「そうです。でも騙していたのも謝らなければならないのも別のことです。あの時、ひと芝居打ったのは『新月の貴婦人』に関心があると噂うわさになったことを利用して、あなたに諦めてもらおうと思ったから。でもそれこそが偽いつわりでした。僕は最愛の人にあなたの矛ほこ先さきが向かわないために『新月の貴婦人』を利用したのです」

「最愛の人？　そ、それはどなたです？　フィランのお姉様ですか？　そうなのですね？」

　エルフィン王女の声が動どう揺ようからか、震えた。が、この時実はリーフィアもエーヴェルトの腕うでの中で動揺していた。というよりショックを受けていた。




　──エーヴェルト殿下の最愛の人？　そ、そんな人がいたの？　いつの間に？




　リーフィアといる時、エーヴェルトの口から家族以外の女性の話など出たことがなかった。だから、誰か好きな人がいるなどと思いも寄らなかったのだ。

　なぜか、胸の奥がもやもやとした。

　突然リーフィアはエーヴェルトの腕から降りたくなり、その意思表示のために彼の肩を押して身体を離そうとした。けれど、思いのほかエーヴェルトはしっかりとリーフィアを抱かかえていて、ビクともしない。

　エーヴェルトは満面の笑みを浮かべると、周囲に聞こえるようにはっきりした口調で告つげた。

「僕の最愛の女性を紹しよう介かいしましょう。この子です」

　辺あたりが静まり返った。

「この子？」

　と思わず口にしてしまったのは当のリーフィアだった。何を言われたのか最初分からず、どこにいるのかとエーヴェルトの腕の中でキョロキョロと見渡す。けれど、人々の視線が全て自分に集中していることに気付き、次の瞬しゆん間かん、ぽかーんと口を開けた。

　──ま、まさか……？

「まぁ、お兄様、気が早いんじゃありませんか？」

「今回のことでは僕も色々と学んだよ、シス。横からかっ攫さらわれないように、まずは外そと堀ぼりを埋うめようと思って」

　システィーナとエーヴェルトののんびりとした会話が静せい寂じやくの均きん衡こうを破った。

　ざわめきがあっという間に広がる。フォルシア城の人たちだけでなく、ガジス国の親善使節団の人たちも同様だった。

「まさか、王子が幼児性愛病者ロリコンだったなんて」

「やっぱり！」

「これも芝居じゃないのかな？」

「ショックだわ……」

「いや、俺は殿下のフィランに対する態度に常日頃から疑ぎ惑わくを持っていたんだ」

　本来だったら無ぶ礼れいを理由に投とう獄ごくされてもおかしくないような言葉まであちこちで飛び交っているのが聞こえた。

　──何が、どうなって？

　状況に追いつけず呆ぼう然ぜんとしているリーフィアの耳に、エルフィン王女のショックを受けたような声が届いた。

「ま、まさか、以前、確かに小さな子どもがお好きだと仰っていたけれど……！　好きってそういう意味でしたの……!?」

　一体いつそんなことを言ったのだろうか？　少なくともリーフィアにはまったく覚えがなくて眉を寄せていると、エーヴェルトは彼女を大事そうに腕に抱えながらエルフィン王女に向き直った。

「すみません。本当は僕はこういう男なのです。ですからあなたの想いには応こたえられません。どうか国に戻ったら僕のことは忘れてカーディフの第二王子とお幸せになってください。彼は不器用だけど、きっとあなただけを愛して守り抜いてくれる『理想の王子』となってくれるでしょう」

　エルフィン王女はエーヴェルトの言葉に目を閉じた。それから目を開け、疲つかれたように笑った。

「そうですわね、少なくとも彼には特とく殊しゆな性せい癖へきはなさそうです……」

「ええ、そういう話は聞かないですね」

「ずっと仰っていたとおり、あなたはわたしの理想の王子様ではないのですね。今分かりましたわ。どんなに自分を磨いても、あなたの最愛の人にはなれそうにありませんもの。……わたしだけを愛して守り抜いてくれる、わたしにはそういう方の方が合いそう」

　そう言って背筋を伸ばすと、エルフィン王女は最後に王女らしく鷹おう揚ように挨拶をした。

「わたしは国に帰ります。エーヴェルト様。あなたのお幸せを祈いのっておりますわ」

　それからエルフィン王女はくるっと踵きびすを返して馬車の方に向かった。その背中にエーヴェルトが声をかける。

「さようなら、エルフィン殿下」

　けれど彼女は振り返ることなく、立ち止まって会え釈しやくしただけで再び歩き出す。やがてその姿は馬車の中に消えた。

　エルフィン王女に続いてシャルル王子が馬車に乗り込んだ。出発の準備の整った馬車が次から次へと出発し、城の大きな正門から外に出て行く。

　そうして最後の一台が門の向こうに消えると、エーヴェルトが満足そうに笑った。

「残念だけどフラれてしまったようだな」

「わざとそうしたくせに」

　呆あきれ顔がおで突っ込んだのはブラッドリーだ。

「でもよかったですね。特殊性癖でもいいという性格じゃなくて。幼児性愛病者ロリコンはご免めんだそうですよ」

「幼児性愛病者ロリコン？　あいつと一いつ緒しよにしないで欲しいな。僕は子どもであろうと大人であろうと気にしない」

　むぅと口を尖とがらせるエーヴェルトをブラッドリーは鼻で笑った。

「守しゆ備び範はん囲いが広い変態ってだけじゃないか」

　そんな二人の会話を聞きながら、リーフィアは一生懸けん命めい自分に言い聞かせていた。

　──そう、これは芝居。単なる芝居ってだけだから！

　きっとエーヴェルトはエルフィン王女に自分を諦めさせるためにわざと言ったに違いない。現に特殊性せい癖へきな男はご免だとエルフィン王女はエーヴェルトに幻げん滅めつして帰っていったではないか。

　おそらくエルフィン王女は二度とエーヴェルトを追いかけ回したりしないだろう。エーヴェルトはそれを狙ったに違いない。うん、そうだ。絶対そうだ。リーフィアのことは冗じよう談だんに違いない。

「芝居。これは芝居なんだから」

「リーフィア」

　ブツブツと呟くリーフィアの小さな顎あごを掬すくいとると、エーヴェルトが微笑んだ。

「芝居じゃないからね、リーフィア」

　弧こを描く唇くちびるが下りてきて、視界いっぱいに広がる。

「──え？」

　驚おどろきのまま薄うすく開いたリーフィアの桜色の唇に、エーヴェルトの唇が重なった────。
















「きゃあああ！」

　どこかで悲鳴にも似たどよめきがあがり、リーフィアの耳はそれを確かに拾った。けれど、気にする余裕は彼女にはない。今のリーフィアには自分の唇に触ふれている柔やわらかな感かん触しよくと耳の奥でガンガンと脈みやく打うつ鼓こ動どうだけが感じる全てだった。

　やがてエーヴェルトが顔をあげ、呆然とするリーフィアを見下ろして甘あまく微笑んだ。

「君が子どもでも大人でもどっちでもいいんだ。好きだよ、リーフィア」

　──好き？　どっちも？　大人の私も？　子どもの私も？　その狭はざ間まにいる私も？

　リーフィアの頭は真っ白になった。

　信じられない気持ち。恥ずかしい気持ち。嬉うれしいと思う気持ち。懐かい疑ぎ的てきな気持ち。それら全てがないまぜになって、ぐるぐる回って、しまいにはたった一つのことしか考えられなくなった。

　次の瞬間、リーフィアの口から絶ぜつ叫きようと共にその言葉が溢あふれ出ていた。




「幼児性愛病者ロリコンはお断ことわりです！」




　──青空の下、リーフィアの絶ぜつ叫きようはいつまでもいつまでもこだましていた。








〈完〉
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　始めましての方も、再びの方もこんにちは。拙せつ作さくを手に取っていただき、ありがとうございます。富と樫がし聖せい夜やです。

　こちらは前作「月つきの魔ま法ほうは恋こいを紡つむぐ」の続編にあたります。こうして続きを出させていただけるのもビーズログ文庫さんと応援してくださった皆様のおかげです。本当にありがとうございました。




　さて、前作は一冊で完結ということだったので、深い設定は出さずに、主要キャラの登場と主人公リーフィアが姿を取り戻す話を中心に書きました。そのリーフィアが本来の姿を取り戻している今回、中心となるのは他国からやってきた王子と王女の騒そう動どう。それにロリコン魔法使いことアーネル＝エフィロットとの対決です。

　アーネル＝エフィロットに関してはただの変へん態たいロリコン魔法使いという位置から少し変化していることと思います。前回はあえて出さなかった設定などを盛もり込みつつ、一歩踏み込んだ形で書かせていただきました。今後は彼の正体やエドウィナとの係わり合いが軸じくになっていきます。コメディであるはずのこの話の中でたぶん一人でシリアスを背せ負おっていくことになるでしょう。変態でロリコンですが。

　ヒロインのリーフィアは子どもと大人の姿を行ったり来たりで、相変わらずエーヴェルトに振り回される日々を送っています。そこへガジス国からエルフィン王女とシャルル王子がやってきたことから、今度はエーヴェルトともども彼らに振り回されることになる……というのが今回のストーリーです。リーフィアはけっこう受じゆ難なんかもしれません。ロリコン魔法使いに狙ねらわれたり、舞ぶ踏とう会かいで踊らされたり、更には×××られたりと。……頑がん張ばれ、ヒロイン！

　ところで前回は子ども姿だったこともあり、なかなか恋愛というところまでは発展しなかったリーフィアとエーヴェルトの二人ですが、今回は恋愛面でも一歩前進しているのではないかと思います。もっとも、恋愛面でも前進したと同時に、ヒーローであるエーヴェルトの変態度もなんだか進んだ気がして仕方ありませんが……

　エーヴェルトはようやくヒーローになりつつあるといったところでしょうか。とらえどころがないのは前作同様ですが、今回はエルフィン王女とシャルル王子のせいでいつもの余裕がありません。大人おとな気げない場面もしばしば見受けられます。そのあたり書いていてとても楽しかったです。

　幸か不幸か、エルフィン王女とシャルル王子のことをきっかけにあることに気づきます。それは本編を読んでいただければ分かりますが、ここから彼は一歩踏み出すことになります。まぁ、一歩踏み出した結果が最後のアレですが……。「理想の王子様」のはずが、ある意味アーネル＝エフィロットよりヤバイ人になりつつあります。

　主人公リーフィアとエーヴェルトを取り巻く脇わき役やくたちは今回も元気に活かつ躍やくしております。システィーナとリリアンは主人公のよき理解者＆協力者となり、出番も増えました。エーヴェルトとシスティーナの兄妹きようだい対決（？）も書いていてとても楽しかったです。

　エーヴェルトの護ご衛えいであるブラッドリーは今回も突っ込み役＆アクション担当です。やや不ふ憫びん臭しゆうのする彼ですが、エーヴェルトのよき理解者であり、彼本人よりも心の機き微びに聡さとかったりします。

　ラディム＝アシェルとルドルフの子し弟ていコンビは今回も大活躍です。ラディム＝アシェル、いつになったら素顔出てくるんでしょうね。なかなか顔を出す機会があげられません。ルドルフは書くまでもありませんが、ムードメーカーです。彼がしゃべり出すとシリアスな場面でも一気に明るくなれます。ラディム＝アシェルにとっては使い勝がつ手てのよい弟で子しで、リーフィアにとってはいいお兄さん、そして作者にとっては動かしやすいキャラだったりします。

　今回の新キャラはリーフィアとエーヴェルトを引ひっ搔かき回すことになるエルフィン王女とシャルル王子。可か愛わいらしい外見をもつ姉弟です。ところが、育ちがとても良い反面、二人とも無む邪じや気きで思い込みの激しい性格をしております。特にエルフィンは他の事に関しては従じゆう順じゆんで大人しいのに、理由があってエーヴェルトのことだけ異常に執しゆう着ちやくしております。婚約者はそんな彼女を昔から溺でき愛あいしていて、意に反して彼女に無ぶ愛あい想そうになってしまうことをエーヴェルトに相談したこともある、という裏設定があったりします。だからこそエーヴェルトはよけいに頭抱かかえていたわけですね。そんなことを頭の片かた隅すみに本編を読んでいただくとより楽しめるかと思います。




　最後に、担当様、今回もとても可愛いイラストを描いてくださった緒お花はな様、ありがとうございました。またまた担当様には、ご迷めい惑わくと心配をおかけしまして……本当にすみませんでした。今回も担当様がいなかったらこの本は完成でさせることができなかったでしょう。本当にありがとうございました。




　それでは、いつかまたお目にかかれることを願って。


富樫聖夜　










著者

富樫聖夜

Seiya Togashi




３月27日生まれ。東京都在住。

積み本が依然として解消されません。

積みゲームも。増えていく一方です。

そんなふうに余裕のない生活をしていますが、最近外に出た折、コンビニのコーヒーをよく買うようになりました。

本格的なコーヒーがコンビニで飲める日が来るなんて！

数種類の豆から選べるところがあったりと、最近のコンビニは本当にすごいですね。










イラスト

緒花

Ohana




続編発売おめでとうございます！

そして引き続きイラストを担当させていただけてとってもうれしいです。

近況としては、海外が好きなのでそろそろ日本から飛び出したいという気持ちを胸に抱いて毎日引きこもっています。
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